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それがるうるの支配魔術イレギユラー


Game 5：キングメーカー・トラップ









土屋つかさ








角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　始まり







「タマぴょん、気をつけてよー、僕も上ろうか？」


　静かな部室の中に、碓うす氷い圭けい次じの心配そうな声が響ひびく。俺は答えた。


「脚きや立たつに二人上ってどうするんだよ。『僕が上ろうか？』だろ」


　俺、犬いぬ海かい丸たまきは、脚立の上でバランスを取りながら下を見る。狐きつね顔がおの碓氷は笑え顔がおのまま舌を出した。失礼しました、のポーズ。


　碓氷の周りには、ボードゲームの箱を積み重ねた山がいくつも出来ていた。今日の放課後の、俺と碓氷の作業成果である。


　碓氷が俺の視線に気づいて、周りを見み渡わたして肩かたをすくめる。


「しかし、改めて見ると、凄すごい量だね」


「そうだな。まだこの中の一割も遊んでないかもしれん」


　顔を上げると、いつもはゲームの箱で埋うまっている棚たなが、ほぼ空っぽという所まで来ていた。


「あの二つで終わりか」


　端はしの方にまだ二つ箱が残っていた。手を伸のばせば届く距きよ離りだ。


「脚立を動かす程ほどじゃないな。取っちゃうから、支えててくれ」


「お任せ下さい」


　ふざけた口調で碓氷が脚立を摑つかむ。俺はうんと手を伸ばして、奥にある箱を手に取った。大きめの箱なので、それなりに重量があるだろうと思い、力を込めて引き抜ぬく。


「……って、うわわ！」


　箱は軽かった。実は中身はスカスカだったらしい。思わず箱から手を離はなしてしまう。箱が床ゆかに落ちていく。と、碓氷が駆かけ寄ってキャッチ。危なかった。


「あんた達ねえ、備品は丁てい寧ねいに扱あつかうのよ」


　部室の真ん中に置かれた大テーブルから、責めるような声が届く。


　見ると、ノートにボードゲームのリストを書き込んでいる御み剣つるぎ言こと乃のが、シャーペンを走らせる手は止めずに、視線だけピッとこちらを睨にらんでいた。


「悪い、気をつける」


　俺がそう言うと、御剣は小さく息を吐はいて、ノートに視線を戻もどした。今日は朝にコンタクトをする暇ひまが無かったそうで、珍めずらしいメガネ姿だ。魔ま術じゆつクラスの夏服姿と相まって、新しん鮮せんな雰ふん囲い気きがある。


　その隣となりの席では、小こ春はるアイさんが、御剣と同じようにボードゲームのリストをノートに書き込んでいる。


「あれ、このゲームなんて言うんだったかしら……。あのあの、水み那な斗とさん、これ、なんでしたっけ？」


　小春さんが、手に持った小さなボードゲームの箱を、奥にいる水那斗るうるに見せる。るうるの左右には、俺と碓氷が棚から下ろしたボードゲームの箱が山と積まれていた。


　るうるは夢中で読んでいた説明書から視線を上げ、小春さんがちょんと持ち上げている箱を見て答える。


「『ワニに乗る？』だよ」


　るうるは、椅い子すから跳とび上がって小春さんの方に駆け寄ると、楽しそうに説明を始める。


「あのね、これは動物さんのブロックを重ねてバランスを取る──」


「水那斗、一つずつ説明してたら日が暮れるのよ。あんたも手伝いなさいよ」


　御剣がツッコミを入れる。けれど、るうるには聞こえていないようで、大きな身み振ぶり手振りで説明を続けている。小春さんはそれを楽しそうに聞いていた。


　いつもの日常。


　帆ほ群むら守もり学園欧おう文ぶん研けんは今日も通常営業中だ。
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　夏休みを終えた九月の頭の放課後。俺達は部室の両側の壁かべにそびえ立つ棚からボードゲームの箱を取り出し、そのリストを作っていた。


　何故なぜそんな事をしているのかと言うと、簡単に言えば部の備品調査であり、難しく言うと文化祭の前準備である。ん、いや簡単とか難しいとか関係無いか。その両方をしていたのだ。


　他ほかの高校も同じなのかは知らないけど、俺達が通う帆群守学園は、二学期が始まるとすぐに文化祭と体育祭が立て続けにやって来る。


　文化祭と言えば文化系クラブの祭典だ。当然我が欧文研の部長である所の水那斗るうるは、ふわふわの髪かみの左右につけた薔薇ばらの髪かみ飾かざりを揺ゆらしながら、


「欧文研も何かやりたい！」


　と主張した。


　俺達部員も特に反論は無かったので、さてなにをやろうかという話になった。


　るうるは「ゲーム喫きつ茶さがいい！」と最後まで主張していた。というか、正直るうるはゲームさえ遊べればなんでも良かったのだと思う。


　けれど、碓氷が各部員の文化祭期間中のスケジュールをまとめた所、それぞれクラスの出し物がある事を考えると、部員五人で丸一日喫茶店を回すのは無理そうだという結論になり、るうるはゲーム喫茶案をしぶしぶ諦あきらめた。


　結局、今年は企き画かく展示をしようという事に決まった。欧文研の部室にあるボードゲームはどれも見た目や色しき彩さいが豊かで、ゲームをしている最中のように並べて展示するだけでも、見て楽しんでもらえるんじゃないかという訳だ。


　未使用の教室を借りて、机をくっつけてテーブルマットで覆おおい、その上にゲームをそれっぽく並べ、手書きの説明パネルを置く。お客さんはテーブルを順に見学する。


　また、小春さんの提案で、テーブルを一カ所だけ空けておく事にした。お客さんがアナログゲームに興味を持ったら、そのテーブルで、簡単なカードゲームを遊んで貰もらうのだ。これくらいなら回せるだろう。ゲームが出来ると分かって、るうるは大喜びだった。





　出し物が決まったので、出店許可を貰う為ため、俺達は欧文研顧問の京きよう野の先生の所へ行った。


　四月の欧文研再始動以来、顧こ問もんをしてくれる先生を探す事は部活の最優先課題だったのだけれど、ある梅雨つゆの日に、俺のクラスの担任である京野先生が抱かかえていたちょっとした手紙の謎なぞを俺が解き、その交こう換かん条件として、なんとか一学期の終わりに京野先生が顧問を引き受けてくれる事になったのだ。


　俺達が自分たちのアイデアを話すと、先生は出店自体については賛成してくれた。ただし、それとは別の宿題を俺達に与あたえたのだった。


　先生曰いわく、


「あの部室にあるゲームとかって、備品登録の資料が残って無いのよね。悪いんだけど、ついでに作ってもらえるかな？」


　欧文研はるうるの兄が創設した後、数ヶ月で休きゆう眠みん状態になり、以来約十年の間、部の存在自体が忘れ去られていた。その為、部室に保存されている無数のボードゲームが、学校の備品扱いにもかかわらず、その登録リストが紛ふん失しつしてしまっているのだそうだ。





　そんな訳で、今日は備品整理デーであり、文化祭にどのゲームを展示するかの選定デーなのである。もうすぐ四時半なので、部活が始まってから丸一時間、延々作業していた事になる。


　俺と碓氷は棚からゲームを出す担当になった。校務員室から脚立を借りてきて、棚からゲームの箱を引き抜いては碓氷に渡わたす。碓氷はそれを大きさ別にテーブルの近くに積み重ねる。それを小春さんと御剣が一つずつノートに記録していく。ほとんどのゲームのタイトルが英語かドイツ語で書いてあるので、読めない物はるうるに聞く、という流れだ。


　ちなみにるうるは、レアなゲームを発見するたびに大喜びで箱を開けたり説明書を読んだりしていて、それ以外は役に立っていない。まあ、楽しそうなのでいいか。


「これで最後だな」


　一番隅すみっこに置かれていた箱を碓氷に渡して、俺は脚立から飛び降りた。


　振ふり返ると、ゲームの箱を全部抜き出して、綺き麗れいに空からになった棚が壁かべ一いつ杯ぱいに広がっている。なかなか壮そう観かんだ。


　最後の箱を御剣の脇わきに積まれたゲームの山に載のせて、碓氷が俺を見る。


「おつかれ、いいペースだったね」


「思ったより早く作業が進んでるな」


　ゲームの箱は全部床に下ろした。御剣達がリストを作り終えたら、また元に戻す作業が残っているけど、この調子なら今日中にそこまで行けるだろう。


　ちなみに、脚立に乗っても手が届かないもっと上の方には、ブリキ人形や飛行機の模型やらが並べてあるのだけど、そっちは文化祭が終わってからリスト化する事になっている。


「この脚立、畳たたむか？」


「後でまた使うし、片付けなくてもいいんじゃない？」


「じゃあ脇に寄せて置こう」


　脚立を碓氷と持ち上げて移動させていると、小春さんが立ち上がった。


「お疲つかれ様です。今、お茶淹いれますね。今日はクッキー焼いて来たんです。ええと、袋ふくろ、後ろに持っていったんだったかな……」


「いいわね。リストアップも一段落したし、休きゆう憩けいにしましょうか」


　御剣がメガネを外してテーブルに置き、うーんと両手を伸ばす。


　部室の隅っこに脚立を置いて、俺と碓氷は大テーブルに戻る。床にはゲームの箱が積まれて何本も柱になっていて、それを避よけつつ進んでいたら、こちらに向かってくる小春さんと体がぶつかった。


「あ、ごめん」


「いっ、いえいえ！」


　顔を真っ赤にして手を振る小春さん。そこまで恥はずかしがられると逆に困る。


　椅子に座って一息つく。ふとテーブルの上を見ると、雑誌がページを開いて置いてあった。今日の作業を始める前、るうるが「ねえタマキ！　ここに行きたい！」と騒さわいでいた奴やつだ。なんとなく見出しが目に入った。









「ルークスワールド」はただいま大イベント開かい催さい中ちゆう！





──今年で開園五周年を迎むかえた光のテーマパーク「ルークスワールド」では、それを記念したスペシャルパレードが毎日三回行われています。今年を逃のがすと二度と見られないパレードを是ぜ非ひとも友達や恋こい人びとと見に行こう！　もちろん超楽しいアトラクションも盛りだくさん！　五周年期間限定グッズも忘れずにＧＥＴ！　１ＤＡＹワンデイパスポートで丸一日遊んじゃおう！　「ルークスワールド」へのアクセスは北きた帆ほ群むら守もり駅から送そう迎げいバス、もしくは国道一〇七三号線を二．七ｋｍ──









　今現在、るうるはゲームの説明書に夢中だけど、後でまた「ここに行きたい！」と騒ぎ出すだろう。まあ、欧文研みんなで行けば問題無いか。ん、問題って、なにが問題なんだ？


　俺がよく分からない事で悩なやんでいると、御剣がノートを閉じて脇に寄せ、こっちを見た。


「それで、犬海。そろそろ解き終えたのかしら？」


　そして、楽しそうに笑えみを作った。


　ぐぬ。俺は答えられない。


　隣に座った碓氷が俺の肩かたに手を載せる。


「ギブアップするのだって、時には勇気だよ？　タマぴょん」


　こちらも楽しそうに目を細めている。


　ぐぬぬ。こいつも楽しんでやがる。


　助けを求めて流し台を見ると、お皿の上にクッキーを並べている小春さんは俺を見て小さく微笑ほほえんでいた。


「頑がん張ばって下さい。犬海君」


　ぐぬぬぬ。小春さんも助けるつもりは無いらしい。


　ゲームの説明書に夢中になっている筈はずのるうるも、いつのまにか、説明書を少しだけずらしてこっちに視線を向けていた。大きな二つの瞳ひとみには、嬉うれしさと余よ裕ゆうが50％ずつ滲にじんでいた。


　ぐぬぬぬぬ。あいつはもう勝ったつもりでいるな。


「どう？　負けを認めるかい？」


　碓氷の言葉に俺は即そく答とうした。


「まだだ。絶対《ルール》を見つけてやる」


　俺は、余裕の笑みを浮うかべている四人を注意深く見直した。


　お察しの通り、現在、備品リスト作りと並行して、欧文研の恒こう例れいゲーム、「Ｒｕｌｅ[image: ]ｓルールズ　Ｒｕｌｅルール」の真っ最中なのである。





　何度も説明しているので簡単に済ませよう。Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅは多人数で遊ぶパーティーゲームの一種で、ルールはたったの三つだ。







　ルール１・解答者は、出題者が作った《ルール》を当てる。


　ルール２・解答者を除く全員は、その《ルール》通りに行動する。


　ルール３・解答者は、《ルール》そのものについての質問が許されない。







　欧文研では何故なぜか俺に解答者役が回ってくる事が多い。そして今日もそうだった。


　放課後、俺が部室にやって来ると、他のメンバーは既すでに揃そろっていて、本日の《ルール》を確かく認にんし終えていた後だった。そしてるうるが高らかに「Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅ」の開始を宣言したのだ。





　部活開始からしばらく経たったが、いまなおゲームは続行中。つまり、俺はまだこの空間を支配している《ルール》を発見出来ていなかった。


　俺は割とこのゲームが得意なので、こんなに時間が掛かかっているのは珍めずらしい。俺が解けないのが楽しいのか、みんな微び妙みようにそわそわしているように見えた。


　むー、しかし、さっぱり分からない。


　小春さんがテーブルの上にティーカップを並べてくれている間、改めて隠かくされた《ルール》がなんなのか、考えてみる。


「動き」に関する《ルール》では無いと思う。何故なぜなら、碓氷と俺を除く女子三人は、この一時間くらい椅い子すに座ったままだったからだ。格好や視線の方向にも共通点は無い、ように見える。


　とすると、注目すべきは「言葉」なのだろう。これには多少確信があった。というのも、さっきから、みんなの喋しやべり方が微妙に変だなと感じていたのだ。


　けれど、なにがおかしいのか、言葉の中にどんな『ルール』が隠されているのか、それが分からない。


　テーブルにクッキーの並んだ皿が置かれ、小春さんが自分の椅子に戻もどっても、まだ違い和わ感かんの正体には気づけなかった。


　俺は、出来るだけ平静を装って御剣に向き直った。


「まあ、あんまり早く解いちゃったらもったいないからな。楽しみは延ばすほど喜びが増すもんだ」


「つまり、すぐには解けないのね」


「ぐぬ」


　思わず口に出てしまう。


「帰るまでには絶対当ててやるからな」


「あらそう。まあ、せいぜい頑張りなさい」


　気のない励はげましを受けて、俺は益ます々ますやる気を燃やした。





　とまあ、こんな感じで、今日はボードゲームは遊んでいないけど、十分楽しい部活動だった。るうるはゲームが出来なくて不満かもしれないが、まあ学校が始まって、これから毎日遊べるのだ。今日くらいは我が慢まんしてもらおう。


　いつもの、何気ない日常。


　そう、思っていた。





　甘かったのだ。俺は。





　俺がティーカップに口を付けた時、ドアをノックする音が聞こえた。





　それが、始まりだった。




　第一章　数の謎







　るうるがぴょこんと椅子から降りて、とてとてと入り口に向かう。来客の対応は部長の仕事なのだ。


　入り口の前でぴたっと立ち止まり、引き戸をガラガラ開ける。


「どちらさまですかー？　入部希望なら──」


　と、るうるの声が止まる。


　そこに立っていたのは見知らぬ大人の女の人だった。


「こんにちは。欧おう文ぶん研けんは活動中かしら？　入っていい？」


　良く通る声で、女の人はそう言い、るうるが答えるより前に、脇わきを通ってするりと部屋の中に入ってきた。


　俺達は思わず立ち上がるものの、その人はそれを気にする風も無く、天てん井じようまである棚を見回しながら懐なつかしそうな笑顔になる。


「うーん、変わって無い。この雰ふん囲い気き。やっぱり、いいね」


　首筋あたりで短く切った髪かみが、尖とがった鼻や引き締しまった口、なにより自信に満ちた瞳に良く似合っていた。ただでさえ美人さんなのに、目元のほくろが色気を増していた。


　スーツの色は深しん紅く。ブラウスの胸むな元もとが大だい胆たんに開いていたり、ただでさえ短いタイトスカートには大きくスリットが入っていたりして、仕事で着ているようには見えなかった。


　そして、注目すべきはそのぴちぴちのスーツが浮かび上がらせる魅み惑わく的なボディラインだ。特にバストサイズは特筆に値あたいする。さっきすれ違ちがいかけた小こ春はるさんと良い勝負──


「っ！」


　突とつ然ぜん小春さんが何かに気づいたようにハッと息を呑のんだ。俺は思わず背中がびくっとなり、慌あわてて小春さんの方を向いて釈しやく明めいする。


「いや、別に何か意図があって比ひ較かくした訳じゃなくて──」


　口にしてから自らの失策に気づく。小春さんは来客を見て驚おどろいただけで、別に俺の心を読んだ訳では無かった。よく考えれば当たり前だ。


　小春さんは俺の声を聞いていなかったようで、目を見開いてその人を見ている。セーフ。


　けれど、御み剣つるぎとるうるの二人はジト目で俺を睨にらんでいた。


「ホント、男って最低ね」


「言こと乃のと同意見。８ptポイントダウン」


　二人には心が読まれたらしい。……アウト。


　俺がうなだれていると、小春さんが入り口に駆かけ寄る。


「ムーファさん！　え、ええと、どうしてここに!?」


　ムーファと呼ばれた女の人は、明るい笑顔を小春さんに向け、右手を挙げた。


「はーいアイちゃん。用事でこっちの方まで来たから。顔見て行こうと思ってさ」


　ん、「ムーファ」って聞き覚えがあるな。確か俺の村で小春さんと話した時に出てきた名前のような……。


　上手うまく思い出せずにいると、小春さんと女の人に挟はさまれたるうるが、キョロキョロと二人を見て、そして小春さんに聞いた。


「うーんと、どちらさま？　アイのお友達さんなの？」


　すると、小春さんは少しだけ顔を赤らめて答えた。


「はい！　あの、両親が外国に行っている時の間、私の保護者役になって下さってる方なんです」


　そう言えば、小春さんの家族は海外赴ふ任にん中で、小春さんは今一人暮らしなのだった。


「ああ、でもそれだけじゃないのよ」


　女の人はそう言うと、少しかがんで、るうるの瞳ひとみを覗のぞき込む。そして言った。


「私ね、月つき城じよう舞まい花かって言うの。知らないかもだけど、欧文研のＯＧなのよ。だから、この部室に入る権利もあると思うんだけど、どうかな？」


　一いつ瞬しゆん、時間が止まる。


　るうるがゆっくり振ふり返って俺を見る。俺は、以前るうると二人で見た部員名めい簿ぼを思いだしていた。


　十年前、欧文研の成立時には三人の部員の名前が書かれていた筈はずだ。確か……。





　水那斗　繫


　甲斐　歩


　月城　舞花





「「！」」


　俺とるうるが目を大きくして見つめ合う。


　欧文研ＯＧ、月城舞花さんは、ニッコリと笑った。





　　　　◆





「ムーファさん、どうぞ。宇治茶です」


　小春さんが湯飲みをテーブルに置くと、月城さんは湯飲みではなく小春さんの手にそっと触ふれた。


「ありがと。アイちゃん」


　小春さんの顔がぽっと赤くなり、慌ててお盆ぼんを置きに行く。少し不思議な空気。


「けど、悪かったわね。忙いそがしかったのかしら？」


　月城さんはそう言いながら、ゲームが床ゆかに積まれた部屋を見回す。俺は答えた。


「いえ、今日中に終わらせなきゃならないって訳でも無いので、気にしないで下さい」


　月城さんによる衝しよう撃げきの発言から数分後、本日の部活動は急きゆう遽きよ「欧文研ＯＧを囲む会」に変更された。来らい賓ひんである月城さんには大テーブルの窓まど際ぎわの椅子に座って貰もらい、一人ずつ自己紹しよう介かいを済ませた。


　月城さんのすぐ横に座っていた俺は、ついさっき月城さんから「あげる」と言って渡わたされた名めい刺しを眺ながめていた。名刺という物を触さわったのは、これが初めてかも知れない。


　とはいえ、それは白地に職業と名前、それとメールアドレスだけが書いてある、シンプルな代しろ物ものだった。俺は四文字で書かれた短い職業欄らんを読み上げた。


「ライター……ですか？」


「そ。お題と文字数を貰って、それに即そくした文章を書くのがお仕事」


　湯飲みから口を離はなして月城さんが微笑ほほえむ。


「立場としてはフリーだけど、いろんな所とツテがあるから、まあ普ふ通つうに食べていけるだけの収入はあるのよ」


「はあ……」


　イマイチ『食べていけるだけの収入』という物のイメージが湧わかない。


　ちなみに、俺の横には碓うす氷いが座っていた。小春さんと御剣は向かい側。今、小春さんは流し台で追加のお菓か子しを用意しているので、月城さんと御剣の間の席は空いていた。


　そして、月城さんとテーブルをはさんで反対側、一番遠い席にはるうるが座っていた。いつもと変わらない無表情で、月城さんを見つめている。


　その大きな二つの瞳には、突然現れた大人の、しかも美人さんに対し、25％程度の警けい戒かい心しんを浮うかべていた。その警戒心が、時折俺の方にも向けられている気がするのは何故なぜだろう。


[image: ]


「タマぴょん、僕もそれ見ていいかな」


　身を乗り出して、碓氷が名刺を指差す。俺が無言で手て渡わたすと、碓氷はそれを見て笑え顔がおになった。


「なるほど、『舞花』から、素す直なおに『ムーファ』なんですね」


「？　何が素直なんだ？」


「中国語読みだよ、タマぴょん。ちょっと強ごう引いんだけどね。この場合は」


　流し台から戻もどって来た小春さんに、月城さんは微笑みかける。


「昔、海外でお仕事した時に、現地の人からそう呼ばれていた事があって、あだ名みたいになってるのよね」


　顔をほんのり赤くした小春さんは視線を下に向けて、でも嬉うれしそうに答えた。


「どっちも素す敵てきな名前だと思います。え、ええと、ね、言乃さん」


　急に振られて、御剣が焦あせる。


「アタシっ!?　……ええ、そうね。元がいいから、素敵だと思うわ。名前も」


「ふふふ、ありがと」


　月城さんは上品な大人の微笑みを浮かべた後、少しだけ不思議そうな表情になった。


「なんか、みんな喋しやべり方がぎこちないわね。緊きん張ちようしてるのかな？」


　一瞬、俺を除く、部員の動きが固まる。すぐに沈ちん黙もくを破ったのは碓氷だった。


「今、ゲームの最中でして、仕方がないんですよ」


　すると、月城さんが興味深げに身を乗り出した。


「ゲーム？　どんなゲーム？」


　ここでいつもなら、るうるがテーブルに跳とび乗らんばかりの勢いで説明を始めるのだけど、今日はなぜか、椅い子すにじっと座ったままだった。微妙にもじもじしているように見える。


　……ああ、そうか。きっと《ルール》を守りながらゲームの説明をするのが難しいんだな。未いまだに、俺はその《ルール》がなんなのか分からんのだが。


　まあいい。ここは俺が説明しよう。


「ええと、『Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅ』ってゲームをしてまして」


「あ、知ってる！　へえ、今でもやってるんだそれ！」


　どうやらＲｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅは欧文研の伝統的なゲームのようだ。ならば話が早い。


「今は俺が解答者役なんです」


「なるほどなるほど。それで、みんな喋り方がぎこちないのか。ふむふむ、とすると……」


　月城さんはおでこに指を当て、少し視線を落として、小さく何かをぶつぶつと呟つぶやく。


「どうしました？」


「ごめんちょっと話しかけないで。考えてるから。さっきアイちゃんはこう言ったでしょ。それで御剣さんが……」


　月城さんはしばらく独り言を続けた後、「よし」と言って顔を上げ、楽しそうに言った。


「『あらゆる情報を目で見て耳で聞き、常に注意を払はらう事がＲｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅのポイントである』こうでしょ！」


「え、はあ、そうですけど──」


　月城さんが何を言いたいのか分からず、俺は曖あい昧まいに返事をした。


　と、その時、突とつ然ぜんるうるが立ち上がった。そして叫さけぶ。


「それ、あたり！　すごい！」


　その瞳からはさっきまでの警戒心が一いつ掃そうされ、驚きと尊敬の念が50％ずつ占しめていた。


　俺はそこで、ようやく月城さんの言葉の意味を理解した。月城さんはこの短時間で、今この場を支配している《ルール》に気づき、その《ルール》に沿うように喋ったんだ。


　他ほかの三人も遅おくれて気づいたのか、目を大きくしたり、笑顔を月城さんに向けたりした。


　月城さんは右手でピースを作り、ニカッと笑った。


「犬いぬ海かい君が答えに辿たどり着くまで、私もゲームに参加してていいかしら。部長さん？」


　こくこくこくと、るうるの小さな頭が縦に振られる。月城さんは一瞬でるうるの信しん頼らいを勝ち取ったようだ。やるな、この人。





　　　　◆





「しかし、懐なつかしいわあ。なんにも変わって無い」


　お茶を飲み終えた月城さんは、そう言って立ち上がり、部室の中を見回した。俺が碓氷に視線だけ向けると、狐きつね顔がおはニヤニヤ笑いながら頷うなずき返した。どうやら、月城さんは先ほどの宣言通り、Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅを続行しているようだ。


　床に積まれたボードゲームの箱を器用にすり抜ぬけ、部室を見て回る月城さん。大おお股またで歩く度たびにスカートのスリットがめくれ、自然と視線が吸い込まれてしまうけれど、一体誰だれが俺を責められよう。


「犬海、いい加減、にやけた顔してるの気づいたら？」


「タマキ、大人の女性ひとに弱いかも。５ptダウン」


　……二人に責められた。


　流し台と反対側の壁かべに到とう着ちやくすると、月城さんは棚たなに並んだゲームの箱に手を当て、一つずつ撫なでるように歩いた。そして、懐かしそうに言う。


「ホント、気持ちが若返るくらい変わって無い。沢たく山さん遊んだなあ。三人で」


　三人。俺は聞いた。


「水み那な斗と繫つなぐさんと、甲か斐い歩あゆむさんですよね？」


「そうね。この部室は、私達三人の秘密基地みたいな場所だったから」


　カラッとした笑顔を俺に向けた後、月城さんは再び棚に視線を戻した。碓氷が聞く。


「その頃ころは、どんなゲームを遊んでいたか、覚えてますか？」


「何を遊んでたか、ねえ……」


　月城さんはおでこに指をあてて目を閉じる。


「ボードゲームも沢山したけど、私はもっと単純な遊びが好きだったのよね。こう、例えば……」


　更さらにおでこに指を押し当てた後、ぱっと目を大きくして、笑顔をこちらに向けた。


「あのね、黒板を使ったちょっと変わった形の四目並べを繫君が考えたの。『無重力四目』って言うんだけど、知ってるかな？」


　知らない。るうるを見ると、ふるふると首を横に振って返してきた。


「今の欧文研には伝わっていない遊びみたいです」


　俺が首を搔かきながら答えると、月城さんは少し残念そうに笑った。


「仕方ないか。昔の話だものね」


　月城さんはゲームの詰つまった棚に向かって両手を広げた。


「誰かが黒板に四角を書くのね。それがゲーム開始の合図で、部室に三人が丁度集まるタイミングで、毎日一回は遊んでたわ」


　今の俺達にとってのＲｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅみたいな物か。


　と、急にるうるが立ち上がって、右手を挙げた。瞳ひとみに70％の興奮がにじみ出ている。


「それ、教えて！　お兄ちゃんが作ったゲーム！　知りたい！」


「いいわ。勝負物としては結構熱いのよ。黒板があれば、すぐ説明出来るんだけど」


　月城さんはゲームの箱をなぞりつつ、少し戸と惑まどったような顔をした。


　俺は、さっきから月城さんの言葉に、小さな違い和わ感かんがあった。


　碓氷が、その違和感に気づいたらしく、月城さんに聞く。


「あれ。そういえば、この部室には、とりあえず黒板がありませんね」


　碓氷の言う通り、欧文研の部室は左右の壁が一面棚で埋うまっていて、黒板が配置されるスペースは無い。


　では、月城さん達は「無重力四目」なるゲームをどこで遊んでいたのか？


　月城さんは少し残念そうな、でもやっぱり戸惑ったような顔で笑った。


「こっちの壁かべに黒板があったと思うんだけど……。私が転校してから、すぐ黒板を撤てつ去きよして、こっち側の棚を作ったのかも」


　碓氷が納なつ得とくした顔で頷く。


　なおも棚を見つめていた月城さんは、やがて小さく息を吐はいた。


「ま、仕方ないわよね。紙に書くわ」


　そう言ってこちらを向き、ゲームの箱から手を離そうとした、その時。


「おかしいだろ」


　俺は呟き、勢いよく立ち上がった。


　かゆみを訴える首筋をガリガリ搔きながら。


　みんなが驚おどろいた顔で俺を見上げている。


　月城さんもこちらに視線を向けた。何故だか、少しだけ、その視線は鋭するどく感じた。


「ええと、なにか、おかしいかな。タマぴょん」


　もどかしげに聞いてくる碓氷。多分、《ルール》を満たしながら喋るのが難しいんだろう。


　俺は説明した。


「欧文研は繫さんが行方ゆくえ不明になった後すぐ部員がいなくなり、今年になるまで休きゆう眠みん扱あつかいだった。黒板を撤去して棚を取り付けるような事をした人がいたとは思えない」


　月城さんの瞳が少しだけ大きくなって、俺を見つめたような気がした。俺は続ける。


「それに、もっと変な事がある。その棚だ」


　俺は、月城さんが手をついている棚を指差す。その手は、ボードゲームの箱に置かれている。棚には、一面ボードゲームの箱が並んでいる。俺は言った。


「棚からは、ゲームの箱は全部出した筈だ。俺はさっき碓氷と二人で確かく認にんした。現に、」


　振ふり返って、流し台のある側の棚を見る。こちらはどの段も空っぽだ。


「こっちの棚のゲームは全部出し終わっている。でも、その棚にあるゲームは取り出されていないし、俺と碓氷は取り出す事を考えもしなかった。つまり……」


　つまり、こういう事だ。


　俺は、息を小さく吸った後、本来あるべき《理ことわり》を、口にした。





「《そっち側の壁には、最初から棚なんて無いんだ》」





　ぱちん。





　とても大きなシャボン玉が、ゆっくり割れるような音が、耳の奥で聞こえた、気がした。


　同時に感じた目め眩まいで、俺は一いつ瞬しゆん目を閉じる。





　そして、目を開けると、部室の景色が一変していた。


　壁際に月城さんが立っていた。けれど、壁の方に向けている手の先には、ゲームの箱は無かった。


　箱だけじゃない。床ゆかから天てん井じようまできっちり備え付けられていた棚が、綺き麗れいさっぱり消えていた。


　天井近くには、どこの教室にもあるスピーカーが壁に取り付けられていた。


　そして、その下には、これまたどこの教室にもある──


「黒板だっ！」


　るうるが立ち上がって叫んだ。


　そう。どこの教室にもある黒板が、そこにはあった。


　深緑色の黒板にはチョークで何なにかが書かれていた。それは、数字の羅ら列れつのように見えた。


　ゴクリ。思わず唾つばを飲み込む。


　俺には分かった。


　これはメッセージだ。


　俺がこの部室にかけられていた魔ま術じゆつを破る事で、なにかのメッセージが現れたんだ。


　部室は、奇き妙みような緊きん張ちよう感かんに包まれていた。みんなが、黒板に視線を集中していた。


「……？」


　あれ。ちょっと違ちがうな。


　確かに、部室は奇妙な緊張感に包まれていた。けれど、それは微び妙みような戸惑いを含ふくんだ物だった。


　そして、目を見開いて黒板を凝ぎよう視ししているるうる以外の欧文研メンバーは、黒板ではなく、るうるを見つめていた。みんな、なんというか、微妙な表情で。


　やがて、碓氷が頰ほおをかきながらるうるに笑いかけた。


「るーちゃん、残念だけど、それ、《ルール》違い反はんじゃないかな。リアルな話」


　言われた途と端たん、るうるはハッとした瞳になり、慌あわてたように周りを見た後、両手を頭の上に当てて、恥はずかしげに手首をぴょこんと前に倒たおした。そして呟つぶやく。


「……うさぎさん」


　は？　うさぎさん？　何を突とつ然ぜん？


　……待てよ。


　今日、部室でみんなが喋しやべっていた言葉が、頭の中で繰くり返される。








　……ぼくものぼろうか？……


　……なんていうんだったかしら……


　……あのね、これはどうぶつさんの……


　……ええと、ふくろ、うしろに……


　……そろそろときおえたのかしら……


　……まいかから、すなおに……


　……ね、ことのさん……


　……みみできき、つねにちゅういを……


　……あたり！　すごい！……








　……ようやく、俺は違和感の正体に気づいた。


「分かったぞ」


　ため息をついてから、この場を支配していた《ルール》を、口にする。


「どの言葉にも、動物の名前を隠している。そうだろ？」


　すると、碓氷、御剣、小春さん達は右の拳こぶしを俺の方に向け、一いつ斉せいに指を鳴らした。





　パチンッ。





　そして叫さけぶ。


「「「正解！」」」


　Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅが解けた事を示す、いつもの光景。


　けれど、るうるだけは、このいつもの儀ぎ式しきに参加していなかった。


　るうるの関心は、既すでに、この場に現れた新たな謎に移っていたのだ。


　好こう奇き心しんに満ちた二つの大きな瞳は、黒板に書かれた数字の羅列に、吸い込まれていた。





　　　　◆





　るうるは、引っ張られるみたいにふわふわとした足取りで、黒板の方に向かった。俺達も、その後を追う。


　床に積まれた箱をすり抜ぬけながら、るうるを囲むように、黒板の前に立つ。


　月城さんは俺達とすれ違うみたいに場所を空け、テーブルに体を預けていた。その視線は、黒板に書かれた数字をじっと見つめている。俺も、改めて数字を見た。


　黒板には二色のチョークで、大きく数字の羅列が書かれていた。全部で四行。こんな具合に。





　１１１２３３９３１２７５１３４５９３１３９３８４


　５１８２９４５８０


　１０７３


　２７００００





　一行目と三行目がピンク、二行目と四行目が茶色のチョークで書かれている。黒板は昨日雑ぞう巾きんで掃そう除じしたんじゃないかってくらいピカピカで、四行の数字以外には何も書かれていなかった。


「この数字……、なんでしょうか？」


　黒板を見たまま、小春さんが不思議そうに首をかしげる。俺は言った。


「数字も謎なぞだけど、それ以前に、もっと謎な事がある」


「もっと謎な事？　なんだい、タマぴょん？」


「この黒板その物だよ」


　碓氷の質問にそう答えると、御剣がキッと俺を睨にらんだ。


「なによ、犬海。もったいぶらないで言いなさいよ。黒板がどうしたってのよ」


　責めるようなその瞳ひとみは、しかし、少し緊きん張ちようしているように見えた。俺は答える。


「なんでこの黒板が隠されていたのか、だ」


「隠されていた、ですって？」


「ああ。今俺は魔術を破った。それによって、この黒板と、この文字が現れた。つまり、この黒板は魔術によってずっと、ひょっとしたら十年間、隠されていた事になる」


「誰だれがそんな事をしたって言うの？　それに、一体なんの為ためによ？」


　誰がしたのか。思いつくのは一人しかいない。


「るうるの兄貴、水那斗繫さんだろう」


「！」


　こちらに背中を向けているるうるの、ふわふわの髪かみがかかった肩かたが、小さく震ふるえた。


「なんの為かはわからん。けれど──」


　俺は、さっき直感的に感じた事を、そのまま言葉にした。


「──メッセージなんじゃないかな。繫さんからの」


「タマキ！」


　振り向きながらるうるが俺を呼ぶ。瞳に焦あせりと懇こん願がんが滲にじんでいる。


「なんて書いてあるの!?」


「……わからん」


　書いてあるのは単なる数字の羅列。一行目と二行目は何桁けたなのか数えるのも面めん倒どうなくらい大きな数字だ。だが、その数字の意味はさっぱり分からない。


「ねえ、タマぴょん。暗号なんじゃないかな。この数字を、どうにかして言葉に変へん換かんするんじゃないかな」


「暗号か……あり得るな」


「どんな暗号なんでしょう？」


　小春さんがるうるの横に立つ。俺は考える。


「そんなに難しい物じゃない筈はずだ。ヒントがないんだから、逆に言えば、ヒントが無くても分かるような単純な暗号で──」


「ねえ」


　今までじっと黒板を見つめていた月城さんが、腕うでを組んだまま言った。


「一行目って、ポケベル打ちなんじゃない？」


　ポケベル？　俺は月城さんに聞き返す。


「ポケベルってなんですか？」


　すると、テーブルに腰こし掛かけていた月城さんの体がガクッと滑すべった。


　慌てて体勢を直した月城さんは、驚おどろいた顔を俺に向ける。少し血の気が引いて見えた。


「……今の子って、ポケベル知らないの!?」


　今までのクールな表情が少し崩くずれている。俺がポケベルを知らない事が、相当ショックだったようだ。


　碓氷が笑え顔がおでフォローを入れる。


「タマぴょんは、高校入るまで携けい帯たい電でん話わも持ってなかったから、そういうの疎うといんですよ」


「あ、そ、そうなの……」


　月城さんは胸に手をあて、深呼吸した。碓氷が続ける。


「僕は知ってますよ。ポケベルって電話から数字を送る事が出来る機械ですよね。携帯電話が普ふ及きゆうする前には、大人から学生までみんな持ってたって言う」


「そう、それ」


　落ち着きを取り戻もどした月城さんは、余よ裕ゆうのある笑顔に戻って、説明を始めた。


「ポケベルには数字だけじゃなくて、文字を送る事も出来るんだけど、その時は、二つの数字の組み合わせで、一つの文字を表すのね。それがポケベル打ち」


　空中でボタンを押すポーズをする月城さん。やたらと指の動きが速い。


「二つの数字、ですか？」


「そ。一つ目の数字が行を表していて、二つ目の数字がその行の中の何番目かを示すのね。例えば、13なら、あ行の三番目で『う』、35なら、さ行の五番目で『そ』って感じ」


「なるほど！　じゃあ、仮にこの一行目がポケベル打ちだとすると……」


　俺が黒板の数字を見直すよりも早く、碓氷がテーブルにノートを広げて、数字と文字の対応を書き出していた。


「最初は11だから『あ』、次は12で『い』と……」


　ノートの上に、次々とひらがなが並んでいく。


「できた！」


　碓氷が最後まで書き上げたのを見て、俺達はノートを覗のぞき込んだ。
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「!!」


　全員で顔を見合わせ、一いつ斉せいにるうるを見る。るうるは、大きな瞳を更さらに広げて、ノートに書かれた文字を凝ぎよう視ししている。


「お兄ちゃんだ……」


　顔を上げたるうるは俺を見た。その瞳には、歓かん喜きと驚きがない交ぜになっていて、でも、内から来る喜びを抑おさえきれないようだった。


「タマキの言う通り、これ、お兄ちゃんからのメッセージだよ！」


　直感が当たった俺は、本来ここで、喜ぶなり、誇ほこるなり出来ただろう。


　けれど、なんでだろう。


　その時、俺は急に理由の無い不安を感じていた。


　るうるのお兄さんの事を知る、またとないチャンスだっていうのに。


「……タマキ？」


　るうるが小首をかしげる。気がつくと、るうるをじっと見つめていた。俺は誤ご魔ま化かすように咳せきをして、視線を逸そらす。ついでに、今感じた理由の無い不安も考えないようにした。


「碓氷、残りの三行も文字にしてみてくれるか」


「うーん、そうなんだけど……」


　碓氷が困ったように頭を搔かき、俺に向かって肩をすくめた。


「二行目からは、ポケベル打ちでは無いみたいだねえ。上手うまく言葉にならないよ」


「確かに、そうみたいね」


　いつの間にか、碓氷の横でノートを広げていた御剣が、シャーペンを手のひらでクルクルと回しながら同意する。


「じゃあ、残りの数字は何を意味してるんだ？」


　部室の中を歩きながら考える。ゲームの箱が邪じや魔まして歩きにくい。


「繫さんからのメッセージなのは間ま違ちがい無い。だったら、どんなメッセージを送ろうとしているのかから、逆算して考えられないか？」


　それは独り言だったけど、みんなに聞こえていたらしい。


「あのあの……」


　小春さんが遠えん慮りよがちに手をあげる。


「二行目の最初の４と７って、四月七日って事じゃないでしょうか」


「それだと三文字目以降がわかんないわよ」


　特に責める訳でも無く、御剣が軽くツッコミを入れる。


「あうあう……。そうですね。ごめんなさい……」


　小春さんはしゅんと縮こまって椅い子すに座った。


「ああ、ううん。そんなに気にしないで。アタシも分かって無いんだから」


　御剣が笑顔を向けると、小春さんも笑って返した。御剣が聞く。


「そもそも、小春はなんで日付だと思ったの？」


「あのあの、水那斗さんのお兄さんからのメッセージだとしたら、日付とか、時間とか、場所とか、そういうなにか伝えたい物が来るんじゃないかなって思って」


「うーん、それは、確かにありそうね……。あ、小春。お茶のおかわりもらってもいいかしら」


「あ、はい！　ちょっと待って下さいね！」


　小春さんが立ち上がった時、俺の中で、ひらめく物があった。


「なあ、るうる」


「なに？」


「お前、誕生日、四月十一日だったよな」


　こくん。


　小さな顔が下を向いたあと、るうるはすぐに顔を上げて俺を見た。大きな瞳に、何故なぜか歓喜が30％滲み出ていた。


「タマキがわたしの誕生日覚えてた！　30ptポイントアップ！」


　ええい、今はそんな事どうでもいい。


「自分が何時何分に生まれたかって知ってるか」


「知ってる！」


　るうるは両手を振ふりながら嬉うれしそうにぴょんぴょん飛ぶ。


「零れい時零分ぴったりに生まれたの！」


「それは丁度良かった」


　なおもぴょんぴょん飛び続けるるうるから視線を離はなし、テーブルの方を向く。


「碓氷」


「なんだい？」


　椅子の前を浮うかせて、バランスを取っている碓氷が俺を見ないで言った。俺は答える。


「この計算をしてくれ。６０かける６０かける２４かける３６５かける１６だ」


「えええ!?」


　急に言われて、碓氷は椅子のバランスを崩した。なんとか転ばずに座り直し、俺を見る。


「なんだいタマぴょん急に」


「いいから！」


「わ、分かったよ。今の、もう一度、ゆっくり言ってくれる？」


　碓氷は携帯の電でん卓たく機能を使って、俺の言う式を計算した。その結果をノートに書いて行く。
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　小春さんが「……あ」と小さな声を上げる。


「この数字、黒板の二行目と、一番上の桁の数が同じ５ですね。あと桁けた数すうも同じです」


　御剣がこめかみに手を当てる。


「でも、これがどうしたってのよ。この式はなんだってのよ」


　俺は「確証は無いけど」と前置きをしてから言った。


「この数字は、るうるが生まれてからの秒数を表してるんじゃないかと思うんだ。るうるの兄貴は、るうるに何かを伝えようとしている。あれが文字を表してるんじゃないとすれば、数字で示せるのは時間とか、大まかな場所とか、それくらいになる筈だろ」


「なるほど！」


　碓氷が手を叩たたく。


「ちょっと待ってね。今計算するよ」


　碓氷が猛もう然ぜんとノートにペンを走らせ始める。


「るーちゃんの誕生日は四月十一日だから、黒板の数字から今の計算結果を引いた数が、今年の四月十一日からの経過秒数って訳だ。一日は８６４００秒だから──」


　御剣が身を乗り出す。


「この十六年間でうるう年が四回起きてるわ。その分を引かないと」


「あ、そうだね！　という事は──」


　みんなが碓氷の計算に注目する。静まりかえった部室の中にカリカリとシャーペンを走らせる音だけが響ひびいた。


　やがて、


「出来た！」


　碓氷がくるりとペンを回して胸ポケットに差し込み、ノートを御剣の方に向ける。御剣がそれを読み上げる。


「……九月十二日。午後六時四十三分」


　俺は息を呑のむ。その時間には見覚えがあった。


「六時、四十三分って……」


　振り向くと、るうるは既すでに首から提さげている懐かい中ちゆう時計の蓋ふたを開けていた。


　るうるが肌はだ身み離はなさず持っているその時計は止まっていて、いつも同じ時間を指していた。


　長針と短針が示している時間は、六時四十三分。


　盤ばん面めんをじっと見つめた後、るうるは顔を上げ、俺を見た。


「これ、お兄ちゃんのなの」


　ぐいっと時計を俺に突きつける。


「あの時、大事に持ってろって、言われたの」


　るうるの言う「あの時」というのは、十年前の事件の時の事だろう。


「あのあの、でもそれって、どういう事なんでしょう？」


　小春さんが文字盤ばんを見つめながら言う。


　繫さんの残した時計と、残したメッセージが示す時刻が一いつ致ちした。偶ぐう然ぜんでは無いだろう。でも、それが何を意味するのかは分からない。


　その時、俺達の後ろからノートを覗き込んでいた月城さんが呟つぶやいた。


「九月十二日って……明後日あさつての日曜日じゃない？」


「あ、確かにそうです！」


　小春さんが叫さけぶ。


「これは……」


　俺の呟きを碓氷が引き継つぐ。


「九月十二日の午後六時四十三分に、何かが起きるって事なんじゃないかな」


「曖あい昧まいすぎるのよ」


　御剣が碓氷を小さく睨にらむ。


「何かって、何よ？　それに、何処どこで？」


「うーん、それは、残りの数字が示しているんじゃないかな」


　るうるが俺を見上げた。


「タマキ！　三行目と四行目は!?」


　興奮したその大きな瞳ひとみには、好こう奇き心しんと、珍めずらしく焦あせりが映り込んでいた。俺は考える。


「時間の次は、場所だと思うんだけど……」


　御剣が、今度は俺を小さく睨む。御剣は御剣で、なにか焦っているように見えた。


「１０７３が示す場所ってどんな所よ？」


「わからん」


　そう言いつつ、俺は微び妙みように首筋にちりちりするものを感じていた。


　どうも、この「１０７３」という数字をどこかで見た気がするのだ。しかも、つい最近。


　首筋を搔きながら考える。思い出せ。どこかで見た筈はずだ。








　──ねえタマキ！　ここに行きたい！──








「思い出した！」


　俺はテーブルの隅すみっこに置かれた雑誌を奪うばうように取って、猛然とページをめくり始めた。


「ど、どうしたのよ」


「テーマパーク『ルークスワールド』だ。最も寄より駅は北きた帆ほ群むら守もり、車で行く場合は──」


　ようやく、さっきるうるが見ていたページを開く。


「これだ！　国道１０７３号線！　距きよ離り２・７km！」


　三行目と四行目の数字が同時に書かれているページを見て、碓氷と小春さんは驚おどろいた顔をした。るうるは「わああ！」と歓かん声せいを上げる。


　けれど、御剣は微妙に納なつ得とくしていない表情を見せる。


「１０７３号線はともかく、距離の方は偶然じゃない？　道のどっち側から２・７km計ればいいのか分からないじゃない」


「いいや、そんな事無いよ。タマぴょんの推理は正しい」


　御剣の疑問に碓氷が答える。


「なんで、そう言い切れるのよ？」


「国道っていうのは、常に始点と終点が決まってるんだよ」


「え、そうなの？」


「うん。そして、国道１０７３号線の始点は北帆群守駅だから、そこから──」


　黒板の数字を指差す。


「２７００００cm、つまり２・７kmって事で合ってるんじゃないかな」


「……なるほど」


　なんだか、少し悔くやしげな御剣。じっと碓氷を見る。


「にしても、あんたはなんでそんなどうでもいい事を知ってるわけ？」


「情報は速度だよ、御剣さん」


「意味わかんないのよ」


「あのあの！　これで時間と場所が分かりましたね！」


　小春さんが場をとりなすように言う。別に碓氷と御剣は喧けん嘩かしていた訳じゃないけど。


　けれど、これで日付、時間、場所が判明した。


　九月十二日午後六時四十三分。テーマパーク「ルークスワールド」。


　そこで何が起こるかは分からないけど、るうるの兄、水那斗繫さんが伝えようとしたメッセージは、これで間ま違ちがい無いと思う。


　静かな興奮の中、月城さんがパチパチと拍はく手しゆをした。


「君達お見事！　凄すごいわ。繫君のメッセージをこんなすぐに読み取るなんて」


「まあ、解いたのはタマぴょんですけどね」


　碓氷がおどけて言うと、月城さんは首を振った。


「ううん。君達みんなが凄いのよ。でもね、もっと凄いのは、偶然ってあるんだなって事」


「え？」


「んー、もっと言えば、この世界には運命ってあるんだなって、感じかな」


　言っている事が良く分からない。


　俺達が戸と惑まどっていると、月城さんは口に手を当てて微笑ほほえみながら、椅い子すに置いていた自分のカバンを持ち上げて、机に置いた。


「あのね、実は今日は、みんなにプレゼントを持ってきてたの」


　小さなカバンに手を入れて、封ふう筒とうを取り出す。


「コレ。現げん役えき生へのちょっとしたご褒ほう美びのつもりだったんだけど。はいどうぞ」


　封筒から取り出したプラスチックのカードを、俺達に一枚ずつ渡わたして行く。それはチケットで──


「あっ！」


　るうるが叫ぶ。そして碓氷が、


「これ、ルークスワールドの１ＤＡＹワンデイパスポートじゃないですか！」


「そ。びっくりでしょ？　ホント偶然」


　驚く俺達を見て、月城さんは楽しげに微笑んだ。


「ルークスワールドのオーナーがね、古い友達なのよ。それで、そのチケットを無た料だで貰もらって来たの。……あ、そうだ！」


　月城さんは、ぱっと笑え顔がおになって、両手をパンと合わせた。


「明後日なら私仕事無いし、車でみんなを連れて行ってあげようか！　どう？」


「行く！」


　るうるが即そく答とうした。目が爛らん々らんと輝かがやいている。


「こうなったら、行かない理由は無いよね」


「まあ、まだメッセージについては半信半疑だけど、確かめる価値はありそうね」


「あのあの、私お菓子作って行きますね！」


　碓氷、御剣、小春さんも異存は無いらしい。皆、少しだけ興奮しているように見えた。


　けれど、俺はさっき感じたのと同じ不安が、じわじわと心の中に広がっていくのを感じていた。


　ルークスワールドに行けば何かが分かる。多分。きっと。


　その「何か」を知りたい。けれど、知ってしまったら、多分別の「何か」が、終わる。


　そう。「何か」が、終わる。


　どうしてか分からないけど、小さく、そんな予感がしていた。


「……タマキ？」


　るうるが、少し心配さを含ふくんだ瞳で俺を見る。不安を振ふり払はらうように、俺は笑った。


「行こう。メッセージを解いた事を、教えてやるんだ。繫さんに」


　瞳が一いつ瞬しゆんで喜びに染まり、こくんと頭が下を向く。


「うん！」


「よし、決まりね」


　月城さんが楽しそうに頷うなずく。


　るうる、御剣、小春さんは、早さつ速そく何を着て行くかという話で盛り上がり始め、俺と碓氷は蚊帳かやの外になった。


　俺は、何気なく月城さんを見た。


　月城さんはるうる達を眺ながめていて、俺の視線には気づいていないようだった。


　ん、違ちがうな。


　るうる達を眺めているんじゃないな。


　月城さんは、その向こう、黒板に書かれた四行の数字を眺めていた。


　そして、少しだけ笑みを浮うかべたまま、何かを呟いた。


「……？」


　音が聞こえなかったので、なんと呟いたかは分からなかった。


　口の動きだけでは、ちょっと想像が付かない。


　けれど、何故なぜだか。


　何故だか、俺には、月城さんが「そうきたか」と言っていたように、思えた。




　第二章　車の中







　九月十二日。日曜日。朝。


　喫きつ茶さ店てん「ねこのあしあと」のマスターにして、るうるの叔父おじさんでもある甲か斐い歩あゆむさんは、オールバックをかきあげつつ、そのタレ目を憂ゆう鬱うつそうに月つき城じようさんに向けた。


「なんで俺がガキの遊びに付き合わなきゃならねえんだよ……」


「しょうがないじゃない。私の車、五人も乗せられないもん」


　月城さんは軽快に答える。なんか、楽しそうだ。





　黒板の数字が示したその日、俺達欧おう文ぶん研けんのメンバーは、ねこのあしあとの駐ちゆう車しや場に集まっていた。月城さんがそこを集合場所に指定したからだ。


　待ち合わせの時刻に着くと、ハーフパンツにノースリーブという涼すずしそうな格好をしている月城さんの横に、甲斐さんが立っていたのだ。


　ＧパンにＴシャツといういつものスタイルの甲斐さんは、ボンネットに腕うでを投げ出しながら、嫌いやそうな顔を月城さんに向ける。


「理由になってない。日曜日に喫茶店を休みにするって意味を分かってんのか。大損だ」


　店の方を見ると、入り口に「やむをえない理由につき臨時休業」と看板が掛かかっている。


　月城さんは楽しそうな顔で、ポンポンと甲斐さんの頭を優やさしく叩たたく。


「どうせお客さんなんか来ないんでしょー？」


　甲斐さんは睨にらんだまま答えない。


「欧文研の現役生のお願いなんだから、ＯＢとしては聞いてあげなきゃでしょ？」


　月城さんがそう言って、猫ねこのように微笑む。


　なおも頭を叩こうとする手を振り払って、甲斐さんが起き上がる。


「お前がもっと大きな車をレンタルしてくればいい話じゃんかよ。俺を巻き込むな」


「昔みたいに舞まい花かって呼んでよー」


　月城さんの声が、急に可愛かわいく、艶つやっぽくなる。少し前まえ屈かがみになり、ノースリーブが強調する胸の谷間の上で、綺麗な瞳ひとみが上うわ目め遣づかいで甲斐さんを見上げる。


「私、甲斐君と遊びに行くの、楽しみにしてたんだけどな」


　濡ぬれた唇くちびるに指先をあてて微笑む。遠くで見ている俺が何故か引き込まれそうになるけど、甲斐さんは動じない。


「そういう手には乗らない」


「なあにそれ？」


「地じ雷らいと分かっていて踏ふみに行く奴やつはいない」


「地雷かどうか……」


　月城さんはするりと甲斐さんの横に立って、その腕に自分の両手を絡からめた。


「一日かけて、ゆっくり確かめてみない？　十年ぶりに」


「だ・か・ら、そういう手には乗らないんだっつの」


　手を振り払う甲斐さん。そして黙だまって運転席のドアを開き、乗り込んだ。月城さんはニヤニヤしたまま運転席を覗のぞき込んでいる。


「……あの二人、なんか雰ふん囲い気き怪あやしくない？」


　黒のミニスカートに袖そでの無い赤いブラウスを着た御み剣つるぎが、俺の隣となりで呟つぶやく。


「あのあの！　同意見です！」


　顔を赤くした小こ春はるさんが同意する。こちらはデニムのスカートに水色のＴシャツ。柄がらが伸のびて胸が強調されていて、どこを見ていいのか悩なやむ。


「おじさん、楽しそう」


　薄うすいピンクのワンピースに麦わら帽ぼうを被かぶったるうるが呟く。え、楽しそう？


「嫌がっているようにしか見えなかったけど」


　俺がそう言うと、女子三人がジトッとした目を俺に向ける。


「まあ、あんたはそういう機き微びが分からない男よね」


「犬いぬ海かい君は、しょうがないです」


「１ptポイントダウン」


　なんか、最近俺に対する評価が容よう赦しや無い気がするんだが……。碓うす氷いが肩かたを叩く。


「人気者はつらいね」


「俺の安あん寧ねいはどこに行ってしまったんだろう……」


「そもそも、そんな物は本当にあったのかな？」


　俺と碓氷がくだらない事を言い合ってると、やがて、月城さんが「さあ！」と言って笑顔で手を叩いた。


「どっちの車に誰だれが乗るのか決めなさい。まあ、二人と三人に分かれるだけだけど」


　ふむ。俺は碓氷を見る。


「甲斐さんの車に俺とお前が乗って、女子三人が月城さんの車に乗ればいいよな」


「タマぴょんが構わないのなら、僕は別にいいよ」


「どういう意味だ？」


「どういう意味だと思う？」


　からかうような目で俺を見る碓氷。


　と、その時、


「はい」


　るうるがぴっと右手を挙げる。


「どうしたるうる」


　るうるは俺を見て、少しだけ黙った後、こう言った。


「わたしが、タマキと二人で、おじさんの車に乗る」


　途と端たんに、俺達の間に緊きん張ちようが走はしった。え？　緊張？　なにそれ？　なんで？


　緊張感の発信源は御剣と小春さんだった。御剣はじっと、小春さんは不安げに、けれど二人共、るうるを睨むように見つめている。


　御剣が小さく息を吐はき、ぎこちなく笑顔を作った。


「……水み那な斗と、こういうのは、くじ引きとかの方が、いいんじゃないかしら」


　冷静な言い方だったけど、どうも冷静さを装っているような雰囲気があった。


　御剣の言葉に、小春さんがぶんぶん首を縦に振る。


「そそそそ、そうですね。やっぱり機会は平等の方が。あ、いえいえあのあの、機会ってのは別に深い意味じゃなくて、そうじゃなくてえとえとそのその」


　何を言いたいのかよく分からない。


「なるほど、タマぴょんが構わなくても、他ほかの人が構う訳だ」


　碓氷がクククと笑いをこらえながら、俺の肩に手を置く。


「どういう意味だ？」


「深い意味は無いよ。人気者はつらいね。タマぴょん」


「益ます々ますわからん」


　俺が事態を把は握あく出来ずにいると、やがてるうるがとことこと御剣の前まで歩く。


　そして、その大きな瞳で御剣を見上げた。


「言こと乃の」


「な、なによ」


　急にるうるに名前を呼ばれて、御剣は赤くした顔を少しだけのけぞらせる。


　るうるはじっと御剣の顔を見つめたまま、静かに言った。


「お願い」


　その瞳には、強い意志と、懇こん願がんの気持ちが50％ずつ滲にじんでいた。少し潤うるんだその瞳の色は、普ふ段だん、るうるが見せた事のない物のように、俺には見えた。


　御剣は顔を赤くしたまましばらくるうるを見返していた。


　そして、やがて目を閉じて下を向き、小さく息を吐いた。


「……お願いなら、しょうがないわね」


　顔を上げた御剣は、いつもの表情に戻もどっていた。


　御剣はそのまま小春さんの手を取り、歩き出す。


「小春。行きは水那斗に譲ゆずるのよ」


「え、あのあの……」


　小春さんは御剣に引きずられるように月城さんの車に向かった。


「じゃあ、僕も行くね」


　碓氷がニコニコしながらそれに続く。


　なんとなく三人を目で追っていると、ぎゅっと、手が握にぎられる。


　いつの間にかるうるが前に立っていた。俺が見ると、るうるは珍めずらしく視線を逸そらした。


「タマキは、こっちなの」


　そしてそのまま俺を引っ張って、甲斐さんの車の方に向かう。


　後部座席のドアを開けて、るうる、俺の順で乗り込んで、ドアを閉める。運転席でぼんやりしていた甲斐さんがバックミラーごしにこちらを見た。


「あれ？　姫ひめは前じゃなくていいのか？　後ろの席、酔ようんじゃなかったっけ？」


　姫、というのは、甲斐さんがるうるを呼ぶ時のあだ名だ。


　後部座席に深く腰こし掛かけたるうるは、うつむいたまま、


「いいの」


　と小さく呟いた。


「あそ。じゃあ出すぞ。シートベルト忘れんなよ」


　月城さんの車はもう動き出していて、駐車場を出る所だった。甲斐さんの車もゆっくり動き出し、その後を追う。


　空は曇くもっていた。あまり行楽日和びよりという感じじゃない。





　　　　◆





　車が走り始めても、るうるはうつむいたまま、黙っていた。


　その瞳が、何かをずっとぐるぐると迷っているように見えて、俺は、なんとなく喋しやべりづらくて、黙っていた。


　甲斐さんは俺達の事は気にしていないみたいで、あまり上手うまくない口笛を吹ふきながら車を進めていた。


　やがて、月城さんの車に続いて高速に乗った頃ころ、るうるは「よし」と呟いて、顔を上げた。決意25％、不安75％の瞳が、運転席を見つめる。


「ねえ、おじさん」


「なんだ？　姫」


　るうるは一いつ瞬しゆん目を閉じ、また開いた。


「お兄ちゃんの話、して。約束」


　その瞬間、るうるが俺と二人だけで甲斐さんの車に乗りたいと主張した理由に、俺はようやく気付いた。


　この話をする為ためだったんだ。


　甲斐さんは一瞬だけ表情を硬かたくした後、前を向いたままニヤリと笑った。


「それ、もう姫は聞く気が無いのかと思ってたわ」


　実は、俺もそう思っていた。





　　　　◇





　夏休みに入る前、俺とるうるは甲斐さんと直じか談だん判ぱんして、ある交こう換かん条件を取り付けた。


　それは、お店の手伝いをする代わりに、十年前の話を聞かせてもらうという物だった。


　甲斐さんは、るうるの兄、水那斗繫つなぐさんが始めた欧文研の創設メンバーの一人だ。繫さんの事を調べると決めた俺達は、甲斐さんが何か手がかりを知っているかもしれないと考えたのだ。


　合宿旅行から帰った後、俺達は約束を果たすべく、一週間ねこのあしあとで働いた。


　しかし、これがまた大変だった。


　普段はいつ行っても閑かん古こ鳥どりが鳴いているお店のくせに、俺達がバイトに入った一週間は目が回るような忙いそがしさだった。まるで、俺達がホールに立ったのを見計らって、客が押し寄せてきたみたいな印象さえ感じた。


　普段から店でバイトをしている御剣と三人で回しても、とても注文をこなせなくなり、御剣の提案で小春さんと碓氷にも臨時ヘルプをお願いした。


　予定していた一週間が過ぎ、俺達は多少おまけのついたバイト代を貰もらった。なんだかんだ言って、みんなでバイトをしたのは楽しかったし、バイト代も嬉うれしかった。


　おかげで条件は満たした。あとは、甲斐さんから十年前の話を聞くだけだ。





　ところが、るうるは、当初の目的を果たそうとは、しなかった。





　みんなの前で気軽に出来る話じゃない。それは分かる。


　けれど、たまたま店で三人きりになったりして、甲斐さんから話を聞ける機会は何度かあったのに、るうるはそれに気づかないふりをしたり、ある時は無む理り矢や理り話題を逸らそうとした事もあった。


　話を聞けるのに、るうるはそれを先送りにしていた。


　けれど、その時の俺には、るうるの気持ちも少し分かったのだった。


　怖こわいのだ。真実を知る事が。


　そして、るうるが真実を知るのを怖がる原因の一つは、俺自身にあった。


　夏休みの合宿旅行で、俺は自分に関する二つの事実を知った。


　一つは、十年前、俺が村で発見された時、レビクシの光教団の制服を着ていたという事。


　それは、少なくとも、俺が教団に関かかわっていたらしいという事を示している。


　もう一つは、どうやら、俺は、るうるの言う「マル」と、同一人物らしいという事。


　うっすらと感じていた疑念が、一気に真実だと分かってしまった。


　甲斐さんから十年前の話を聞いて、それでまた新しい真実を知ったら、今の俺達の関係が変化してしまうんじゃないか。


　その事を、るうるは恐おそれている。だから、約束を先送りにしてるのだと、俺は思っていた。





　　　　◇





　るうるは、また下を向いた。


「知らなかった事を知る事は、とても怖いの」


　小さく、けれど、想おもいの籠こもった言葉が、車内に漏もれる。


「でも、やっぱり逃にげてちゃ駄だ目めなんだって、思ったの」


　るうるの言葉は、自分自身に言い聞かせてるみたいだった。


「タマキだって、ちゃんと自分自身と向き合ったんだから。今度は、わたしの番なの」


「るうる……」


　俺は思わず、るうるに呼びかけた。


　るうるは顔を上げ、俺を見た。


　こくん。


「大だい丈じよう夫ぶ。なにがあっても、受け止めるから」


　大きな瞳ひとみが小さく潤む。


「タマキと二人なら、きっと、受け止められるから」


　急に。


　体の中から何かが湧わき上がって、胸がいっぱいになった。


　そのせいで、俺はるうるに言葉を返す事が出来なかった。


　なんとか、るうるの目を見て、小さく頷うなずく。


　るうるの顔に、小さく、喜びが広がった。


　雲間から太陽が顔を出し、一瞬車の中にも日差しが差し込んだ。


　その光が、るうるの笑え顔がおを、柔やわらかく包んだ。





　ずきん。





　何故なぜか、いっぱいになった胸に、痛みを感じた。


　るうるが前向きになってくれたのは嬉しい。


　嬉しい、けど。


　その事で、そのせいで、終わりが近づいて来ている。


　何故か、そんな思いに包まれた。


「タマキ？」


　るうるが小首をかしげている。俺は悟さとられないように、「なんでもない」と呟つぶやいた。


　なおもるうるはいぶかしげに俺を見ていたが、やがて、座席に座り直し、バックミラーごしに甲斐さんを見つめた。


「おじさん。教えて。お兄ちゃんの事」


　しばらくの沈ちん黙もく。やがて、運転席から小さくため息が聞こえた。


「……分かったよ。でも先に言っておくと、大して話せる事は無いんだぜ」


　雲の切れ間は広がっていって、高速道路の上にまばらに光の島が出来る。車はその島の上を飛び越こえていく。


　甲斐さんがフロントガラスを覗のぞき込みながら言った。


「お、晴れそうだな。良かったな。遊園地まで行って雨になりましたじゃ、つまらんしな」


[image: ]


　その後、しばらく間があって、甲斐さんはゆっくり、喋り始めた。


「俺は養子なんだ」


「え？」


　突とつ然ぜん言われて、俺は思わず問い返してしまった。


「姫と十歳しか離はなれてないのに『叔父さん』って変だろ？」


　あれ？　気にしてなかったけど、言われてみればおかしいか？


　名字の違う叔父さんって事は、甲斐さんはるうるの母親の弟さんの筈はずだ。でも、確か甲斐さんは二十六歳だって御剣が言っていた。年ねん齢れい的にちょっと考えにくい……かな？


「ええと……」


「甲斐の家は子供に恵めぐまれなくてな。とは言っても、水那斗家の分家筋としては割と大きな家いえ柄がらだった。だから、どうしても魔ま術じゆつ師しの後こう継けい者しやが必要だった」


　甲斐さんはまるで他人の話をしてるみたいに淡たん々たんと語った。


「で、遠とお縁えんの俺が養子に入る事になったんだ」


「そう、だったんですか」


　るうるを見ると、ふるふると首を横に振ふり返される。るうるも知らなかったみたいだ。


「で、こっちに来て、帆群守学園の中等部に入学した。それで、繫と出会ったんだ」


　水那斗繫さん。るうるのお兄さんだ。


「出会ったってのは変か。本家の後継者だから、何度も顔を合わせた事はその前からあったけど、腹割って話が出来たのは、同じ学校に通ってからだった」


　前の車が隣となりの車線に移って、車の前が一気に空いた。甲斐さんは少しだけスピードを上げる。


「同い年って事もあって気があってさ、クラスも同じだし、よくつるんでたんだ」


「『つるんで』って何？」


　るうるが聞く。甲斐さんは少しだけ驚おどろいた顔をした。


「今の高校生は使わないのか？　『つるむ』ってのは『ダチになる』って事だよ」


「『ダチ』って？」


「それも死語なのか……？」


　甲斐さんは結構ショックを受けていた。月城さんもポケベルの事で落ち込んでいたし、高校生に言葉が通じないのって割とつらい事なんだろうか。よく分からないけど。


「『ダチ』ってのは、友達の事だ。こっ恥ぱずかしいから、『ダチ』って言うんだよ」


「そうなんだ」


　るうるが興味深げに納なつ得とくする。俺は、『ダチ』がどうのの前に気になっていた事があって、それを聞いた。


「『クラスも同じ』って言いましたけど、それって魔ま術じゆつクラスの事ですよね。甲斐さんって、魔術師なんですか？」


「今は廃はい業ぎよう中だけどな。喫きつ茶さ店てんのマスターの方が性しように合ってる」


　魔術師は、免めん許きよを持たなければそれを職業には出来ない。いやでも、それはおかしい。


「でも、甲斐の家の後継者として、養子に入ったって、さっき言ってましたよね？　廃業したら不味まずいんじゃ？」


「ああいや、それは建前なんだよな」


　甲斐さんは、少し楽しそうに笑みを作る。


「俺の両親は──甲斐家の両親は──ただ子供が欲しかったんだ。だから俺には、家に縛しばられる必要はない、自由に生き方を決めろと言ってくれた。元の家にいた頃ころから、俺は魔術師としての素質はともかく、向上心が無かったから、正直助かった」


　道路には時折小さな水たまりがあって、キラキラと太陽の光を反射させていた。


「ま、俺の事はどうでもいいんだよ。繫の話だ」


　甲斐さんは冗じよう談だんめいた口調に戻もどって、話を続けた。


「そんなわけで、俺と繫は魔術クラスでつるんでた。とは言っても、お互たがいの家に遊びに行く、みたいな関係じゃなかった。だから、その頃の姫ひめとは会ってない、だろ？」


　こくん。るうるの小さな頭が上下する。


「高等部に進学してすぐに、繫が部活を作ると言い出した。その頃あいつはボードゲームにハマり始めていて、次々とゲームを買い込んだり、海外から輸入したりしてた。あいつ天才だったから、ゲームの説明書を読む為ためにドイツ語を覚えたんだよ」


　思いだし笑いを堪こらえるように甲斐さんが言う。


「部活って、欧文研ですよね。どうして部活を作るなんて？」


「家にゲームの置き場が無かったんだろうな。水那斗の家は厳格だったから。それに」


「それに？」


「遊び相手が、欲しかったんだろうな。あいつ、俺しかいなかったから。ダチが」


　甲斐さんが言葉を切り、車内が静かになる。


「お兄ちゃん、わたしにはまだ早いって、遊ばせてくれなかったの」


　不満40％を瞳に滲にじませて、るうるが俺を見る。


「あいつは難しいゲームが好きだったからな」


　甲斐さんは苦く笑しようしつつ続けた。


「俺はほとんど強制的に入部させられた。ただ、部員が三人いないと部にならないとかで、繫が舞花を連れてきた」


「え？」


　急にるうるが身を乗り出して、運転席の背もたれを摑つかんだ。


「お兄ちゃんが？」


「ああ。『隣のクラスにちょっと変わった女の子がいて、多分こういうのが好きな筈だ』とか言ってさ。『それって単にナンパだろ。惚ほれたのか』って言っても、適当にはぐらかされた」


「……むむう」


　るうるが難しい顔をする。繫さんが他ほかの女の子に関心を持っていたのが気になるのだろうか。十年も前の話なのに。


「舞花は変わった子で、繫の提案に秒で応じて三人目の部員になった。繫は大喜びだったよ」


　バックミラーごしにちらりとるうるの顔を見て、甲斐さんは続ける。


「けれど、繫と舞花の関係が恋れん愛あいに発展する事は無かった。なんでかって言うと、俺と舞花が付き合う事になったからだ」


「「えっ！」」


　俺とるうるが同時に驚きの声を上げると、甲斐さんはちらっと笑って言った。


「昔の話だよ」


　そうは言っても、意識してしまう。さっき女子陣じんが月城さんと甲斐さんの関係を疑っていたけど、それはある意味当たっていた訳だ。


　甲斐さんは月城さんの事を「舞花」と呼び捨てにしている、かつての同級生というだけでは無かったって事なのかな。


　俺とるうるの驚きをよそに、甲斐さんは淡々と話を続ける。


「繫が舞花に気があったのは見てて分かったから、さすがに申し訳ない気持ちはあった。でも、こればっかりはどうにもならんからな」


　月城さんの車が見えた。真っ赤なボンネットが、太陽の光で更さらに赤くなって見えた。


「けれど、あいつは笑って『おめでとう』って言ってくれた。多分、こうなるって分かってたんだと思う。あいつは、そういう奴やつだ」


　背もたれを摑んでいた手が離れ、るうるはまたシートに深く腰こし掛かけた。少し、寂さみしげな瞳。


「俺達は毎日遅おそくまで部室で遊んでた。ボードゲームも色々やったけど、俺は、どっちかというと『無重力四目』とか『Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅ』とかの方が好きだった」


　ハッと、るうるの顔が持ち上がる。


「Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅってその頃もやってたの？」


「やってたもなにも、あれは繫が考えたゲームだぜ」


「そうなんだ！」


　るうるの大きな瞳ひとみが驚きに満たされる。


「繫は次から次へと新しいゲームを考案しては、俺達に遊ばせていた。まあ、ほとんどは失敗作だったけどな」


　昔の事を思いだしたのか、甲斐さんはそう言ってクックと笑いを堪えた。でも、すぐに遠い目に戻る。


「けれど、部活は三ヶ月も続かなかった。あの事件が起きたから」


　あの事件。


「『レビクシの光教団集団失しつ踪そう事件』ですね」


「そうだ。事件が起きて、繫はいなくなっちまった」


　いなくなった。甲斐さんはそう言った。バックミラーごしに、タレ目をるうるの方に向ける。


「姫は、あの事件の日の事って、なにか覚えていないのか？」


　その言葉に、るうるの体がびくりと震ふるえた。


　それは、俺も聞きたいと思っていて、でも何故か、聞けずにいた事だった。


　るうるは、膝ひざの上で両の拳をぎゅっと握にぎって、口を開いた。


「……ほとんど、覚えて無いの」


　瞳が、沈しずんで見えた。


「誘ゆう拐かいされてから、家に戻って来るまでの事が、全部、ぼんやりしてるの。なんでなのか、分からないけど」


　バックミラーごしの甲斐さんの視線が、一いつ瞬しゆん俺の方に向いた後、言った。


「……なにか、ショックな物を見たのかもな」


　るうるは答えない。思い当たる事があるのか、無いのか。


「……でも、マルがいたの。それは、間ま違ちがい無いの」


　顔を上げたるうるは、俺を見た。


　俺は、視線を逸そらさない。逸らさないと、決めたから。


「マルは、『次は絶対助けるから』って言ってた。それだけなの。覚えてるのは」


「……そうか」


　甲斐さんは短く相づちを打った。


　しばらく、車内が無音になる。


　急に、月城さんの車が速度を上げ、距きよ離りを離していく。甲斐さんは「落ち着いて走れよな」と呟つぶやき、アクセルを踏ふんだ。


「繫がいなくなった後、すぐに舞花が両親の都合で転校していった。彼氏の俺に挨あい拶さつも無しにだぜ。ひどい話だよな」


　クックと笑う。


　俺はさっきから感じてた違い和わ感かんに気づいた。


「あの、今の話からすると、月城さんも魔術クラスの生徒だったって事ですよね。転校するって事は……」


「魔ま術じゆつ師しになるのを諦あきらめるって事だな。免許無しには魔術を使う事はできないから。転校する奴なんて滅めつ多たにいないんだけど、親が一人暮らしを許さなかったんだろうな、多分」


　標識を通り過ぎる。目的地はもうすぐのようだ。


「一人になった俺は、新しい部員を集める気にもならなくて、部室には行かなくなった。いや、違ちがうか。単に嫌いやだったんだな。あの部屋にいると、今にも繫や舞花が扉とびらを開けて入ってくるんじゃないかと期待しちゃうんだ」


　甲斐さんの瞳に、寂さびしさが映り込んだ。


「それは、つらい事だった」


　月城さんの車がテールランプを点つけ、インターチェンジに入る。甲斐さんがそれに続く。


「舞花と再会したのは一ヶ月前くらいかな。それまでは連れん絡らくも取ってなかった。終わった話だったから。俺の中では」


　静かにそう言った後、甲斐さんは急に楽しそうな口調に変わった。


「これで俺の話はおしまいだ。な？　つまんない話だったろ？」


　甲斐さんは、「昔の話は、あんまりしたくない」と言っていた。今なら、その気持ちが少しだけ分かる気がした。


「ひとつだけ、教えて」


　るうるが言う。


「いいぜ。なんだ？」


「おじさんは、事件の後、お兄ちゃんと会って無いの？」


　るうるがバックミラーをじっと見つめる。


　甲斐さんは、前を向いたまま答えた。


「……ああ、会ってない。もし、生きてるんなら、手紙の一つも寄よ越こせってんだよな」


　るうるは顎あごに指先をあて、少し考えていた。


　そして、「もいっこ」と言って、身を乗り出し、聞いた。


「おじさんは、月城さんが今でも好きなの？」


　甲斐さんは不意を突つかれたらしく、少しだけ目を大きくした。


　けれど、すぐにいつもの余よ裕ゆうを含ふくんだ顔に戻る。


「『ひとつだけ』って言ったろ。ルール違い反はんだ」


　料金所が見えてきた。甲斐さんは窓を開けながら、こっちを振ふり返り、笑った。


「さ、高速降りればすぐ目的地だぜ。辛しん気きくさい話は終わりにして、高校生らしく遊んで来い」


　そして、少しだけ、ほんの少しだけ潤うるんだ瞳で、俺達二人を見つめた。


「お前達まで、繫に囚とらわれる必要なんか、ホントは無いんだからな」




　第三章　光の園







「あの、こっちって入り口じゃないですよね？」


　全員が感じていた疑問を碓うす氷いが代表して聞く。歩きながら振り返った月つき城じようさんは、笑って手を振りながらこう言った。


「あんな混雑してる入り口から入りたいの？　こっちに関係者専用の特別エントランスがあるのよ」


　高速を降りた後、五分も経たたずに車はテーマパーク「ルークスワールド」に到とう着ちやくした。


　と言っても、パークの周囲は木に囲まれていて、見えるのはジェットコースターの骨格と、パークのシンボルである巨きよ大だいな建物「ムーンキャッスル」だけだった。


　パークの手前には巨大な駐ちゆう車しや場があるのだけど、月城さんの車はそこへの入り口を素す通どおりして先に行ってしまった。甲か斐いさんの車も後を追う。その道はパークに沿うように作られていたけど、普ふ通つうは来ない場所のように思えた。


　しばらく進むと、道は唐とう突とつに行き止まりになり、その先に大きな門が立っていた。月城さんが窓から顔を出して手を振ると、門が自動的にスライドして開く。車が中に入ると、そこはこぢんまりとした駐車場だった。


　空いているスペースに車を停とめて降りると、月城さんは「行くわよ」と言ってすたすたと歩き出した。そこで碓氷が質問した訳だ。


「特別エントランス、ですか？」


「そ。テーマパークとかコンサート会場とかに、有名人が普通にやって来たら大混乱になっちゃうでしょ？」


「まあ、確かに」


「そういう時の為ために、こういう施し設せつでは、大たい抵てい専用の入り口とか観覧席とかを分けて作っておくのね。イマドキの言葉じゃないかもだけど、ＶＩＰ待たい遇ぐうって奴。この駐車場もね」


「へえ……」


　感心する碓氷。俺も知らなかった。


　柵さくに囲まれた駐車場の端はしには、小さな建物がパークに向かって伸のびるように建っていた。けれど、なんというか、地味な建物で、入り口も小さくて、何かの事務所のようにも見えて、とてもここがエントランスとは思えなかった。


「ここ、ですか？」


　半信半疑に俺が聞くも、月城さんは笑え顔がおのまま答える。


「そうだよ」


　ドアの前に守衛が立っていて、月城さんはその人に何かのカードをかざして見せた。


　すると守衛は頭を下げ、


「お待ちしておりました。月城様」


　と言って扉を開けた。月城さんは「どうも」と言ってから俺達に振り返る。


「さ、行くよ。中でオーナーが待ってるから」


　ホントにここが入り口なのか？　微び妙みように不安を感じつつも、俺達は扉へと向かった。
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　しばらくの間狭せまい通路を進み、角を曲がると急に開けた空間に出た。先頭の月城さんに続いて、るうるが通路から空間へ出る。


「……わあ！」


　るうるが歓かん声せいを上げる。けれど、それは俺達も同じだった。小さな雑居ビルのイメージが一変して、そこは夢の国の入り口になっていた。


　碓氷が小さく口笛を鳴らす。


「こりゃすごい。これがＶＩＰ待遇って奴やつか」


　そこは、見た目は高級ホテルのエントランスホールのようだった。ふかふかの絨じゆう毯たんの上にソファとテーブルが並んでいる。いくつかの席で高そうなスーツを着ている男の人や女の人が楽しそうに話をしている。


　ソファの間を制服を着た男の人がワイングラスをお盆ぼんに載のせて優ゆう雅がに歩いていた。


　観葉植物の向こうにある大理石の壁かべがゆらゆら揺ゆれている、と思ったら、少し離はなれた所には噴ふん水すいがあって、ライトが当たった水が壁にキラキラと反射していた。


「タマキ、見て！」


　るうるが右手を大きく伸ばしてぴっと天てん井じようを指差す。


　見上げると、随ずい分ぶん高い所にある天井はドーム状になっていて、そこには満天の星が描えがかれていた。時折、星がちかちかと瞬またたいているように見える。天井にライトを埋うめ込んでいるのかな？　なんにせよ、とても綺き麗れいだった。


「いらっしゃいませ。ワインはいかがですか？」


　さっきの制服の男の人が、いつの間にか側そばまで来ていて、手に持ったお盆を小こ春はるさんの方に笑顔で差し出していた。小春さんが慌あわてる。


「えとえとあのあの！　わたわた、私、未成年なので！」


「それでしたら、こちらをどうぞ」


　お盆を片手でくるりと回し、オレンジジュースを前に向ける。流れるような動きに思わず感かん嘆たんの息が漏もれた。


「あのあのあのあの、……ありがとうございます」


　男の人はニッコリ笑って俺達にオレンジジュースを渡わたし、去っていった。小春さんがぽわんとした顔でその後ろ姿を追っている。


「ここって、ＶＩＰ専用のエントランスな訳よね。そんな一部の人間の為に、こんなにお金かけてて良い物なのかしら？」


　御み剣つるぎが少し批判的に言う。けれど、視線はあちこちに吸い寄せられているようだった。


　すると、


「ＶＩＰというのは語ご弊へいがあるね」


　遠くから男の人の声が届いた。


　見ると、大おお柄がらなスーツ姿の人が、笑顔でこちらに向かって来ていた。


「ここは、正確には、商談目的でルークスワールドに来た人用のエントランスなんだ。まあ、年に何回かは有名人がお忍しのびで来たりもするけどね。きっと月城が大げさな事を言ったんだろう？」


　柔やわらかい目の男の人は、そう言って月城さんを見る。


「あら、噓うそは言って無いわよ私は。ちょっと誇こ張ちようしただけ」


　月城さんは笑顔のままちろりと舌を出した。いつの間にか受け取ったらしく、赤ワインが注がれたグラスを片手で揺らしている。


　男の人は俺達の前に立って、続けた。


「商談によっては、一いつ般ぱん客きやくが落としてくれるお金とは桁けたが違ちがう利益が入るんだ。なので特別扱あつかいだってするんだよ。まあ、表立って言える事では無いがね」


　いたずらを告白するみたいに、笑顔で片目を瞑つぶる。


　月城さんがグラスを片手に男の人の横に立ち、こちらを向いた。


「紹しよう介かいするわね、この方がルークスワールドのオーナー、田た賀が健けん太たさん。古い友達なの」


「残念ながら、友達以上には進展しなかったがね」


「なに言ってんのよ。最初っから興味範はん囲い外がいだったくせに」


　月城さんに言い返されて、田賀さんと呼ばれたその人は口を大きく開けて豪ごう快かいに笑った。不思議と、不快な感じはしなかった。


　田賀さんの第一印象は、若い、という物だった。


　こんな大きなテーマパークのオーナーというのは、もっと年の行った人なんじゃないかと勝手に思っていたけど、まだ「おじさん」というような雰ふん囲い気きじゃなかった。


　髪かみは黒く、肌はだは日に焼けていて、スーツの上からでも、その体が鍛きたえられている事が分かる。三十代のスポーツマンって感じだ。


「紹介するわね。まずこちらが水み那な斗とるうるちゃんで──」


　月城さんは田賀さんに、俺達欧おう文ぶん研けんのメンバーを一人ずつ紹介した。


「あ、あと、あそこにいるのが元同級生の甲斐君。甲斐くーん、こっち来なよー！」


　俺達の背後に向かって呼びかける。振り返ると、甲斐さんは壁に寄りかかって、ぼんやりとこちらを見ていた。月城さんの言葉に反応する気配は無い。


　月城さんは肩かたをすくめて、


「集団行動が苦手なのよね、彼」


　田賀さんは少しだけ甲斐さんを見つめた後、すぐに笑顔に戻もどって、俺達の方を向いた。


「はじめまして、皆みなさん。田賀と言います。みんな月城の部活の後こう輩はいなんだってね。今日は楽しんで行くといい」


「あ、はい」


　たまたま目が合った俺は曖あい昧まいな返事をした。


　田賀さんは、単に月城さんが部活の後輩を遊びに連れてきたと思っている。月城さんにお願いして、俺達の真の目的は黙だまっていてもらう事にしたのだ。


　真の目的。るうるのお兄さんの手がかりを探す事。俺達はその為にここに来たんだ。


「パスポートは、みんな持っているね？」


「はーい！」


　るうるが代表して返事をして、右手をぴっと高く上げる。その手には、昨日月城さんが渡してくれたプラスチックのカードが握にぎられていた。


「よろしい」


　満足そうに頷うなずく田賀さん。


「それがあれば、どのアトラクションも待たずに乗れるし、園内の飲食店も全部無料で入れるよ。グッズまではさすがに無料になったりしないけど──」


　一度言葉を切り、田賀さんはかがんで、周りを見回した。


　そして、こっそりと言った。


「──君達のパスポートは、特別に買い物もし放題にしてある。グッズショップで好きなだけお土産みやげを買っていくといい。他ほかのスタッフには内ない緒しよだよ？」
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　ぱあっと、御剣と小春さんの顔が花が咲さいたように明るくなる。ええと、真の目的を忘れてないよな二人とも？


　嬉うれしそうに頷いた後、田賀さんは立ち上がって横を見た。


「月城、君はどうする？」


「私は一休みしたい。運転しっぱなしで疲つかれちゃった」


「そうか。じゃあ僕と行こう。ええと、甲斐さん」


　壁に寄りかかったままの甲斐さんに呼びかける。


「あなたはどうします？」


　甲斐さんは興味なげな口調で答える。


「タバコが吸いたい」


「なら、あなたも一いつ緒しよにどうぞ。来客専用のクラブがあるんです。アルコール飲み放題」


　甲斐さんが口笛を鳴らす。


「そりゃナイスな提案」


「でしょう？」


　と、るうるが甲斐さんの方にとことこと歩み寄り、袖そでをひっぱる。


「ん、姫ひめ、どうした？」


「おじさん、運転」


「あ、しまった。車で来たんだっけ。酒飲めねえじゃんか」


　田賀さんがまた大きな声で笑った。


「帰りは、ウチのスタッフの誰かに送らせますよ。存分に飲んじゃって下さい」


「そうよ、さっきから私もこれ飲んでるじゃない」


　月城さんがワイングラスを回しながら笑う。


　田賀さんは手を大きく広げてこちらを見る。


「なあ、みんな、夜まで遊んでいくだろう？」


「うん！　夜まで遊ぶ！」


　大喜びで頷くるうる。こいつも目的を忘れてないか？


　田賀さんは満足そうに頷くと、「案内を！」と言ってパチンと指を弾はじいた。


　すぐに、パークの制服を着た、綺麗な女性のスタッフがやってきた。下にタイツを穿はいているものの、ミニスカート姿が目に眩まぶしい。


　スタッフは小さなパンフレットを持っていて、それをみんなに渡していく。俺が受け取った時、その人が優やさしく微笑ほほえんだ。


「どうぞ、楽しんでいって下さいね」


「あ、はい。どうも」


　おもわずぼんやりと答えると、後ろからトゲトゲしい声が届く。


「あいつ、ここに来た目的わかってんのかしら」


「やっぱり年上に弱い。15ptポイントダウン」


　俺は小声で隣となりの碓氷に言う。


「俺の安あん寧ねいはどこに行ってしまったんだろう」


「うーん、どうだろうねえ」


　と、碓氷はいつものようにジョークで返してこなかった。


「ん、どうした？」


「さっきはああ言ったけどさ、タマぴょん」


　碓氷は笑え顔がおで俺に言った。


「タマぴょんの安寧は、今ここにあるんじゃないかと思うよ。あとは気持ち次し第だいだね」


「どういう意味だ？」


「そういう意味さ」


　碓氷の言葉がジョークなのか、よく分からない。


　考えているうちに、スタッフが手を挙げて言った。


「では、園内までご案内しますので、どうぞこちらへ」


　碓氷が笑顔のまま俺の腹をぽすっと叩たたいて、スタッフに付いていく。俺はなんかふわふわした物を感じながら、それに続いた。





　　　　◆





　スタッフについてエントランスホールを横断すると、その先はまた細い通路になっていた。


　微び妙みようにカーブしているその通路の突つき当たりにはドアがあった。


「この向こうが、園内になっています」


　ドアを開けると、まず明るい外の日差しが通路の中に差し込む。眩しい。


　次いで、喧けん噪そうと、音楽と、なにより楽しそうな空気が、がばっと流れ込んできた。


　いち早くるうるが外に飛び出し、さんさんと注ぐ太陽の光を浴びながら叫さけぶ。


「着いたー！」


「いや確かに着いたけど、遊びに来た訳じゃないんだからな」


　両手を上げてはしゃいでいるるうるに、俺は冷静にツッコミを入れる。


　とはいえ、正直、俺もワクワクし始めている自分を感じつつ、外に出た。


　ドアを抜ぬけたすぐの場所は背の高い椰や子しの木に囲まれていて、周囲からちょうど目立たないようになっていた。


　椰子の木の隙すき間まから、多くのお客さんが楽しそうに歩いているのが見えた。


　全員が外に出ると、スタッフがドアの外側にある小さなボタンを指差す。


「ドアは内側からしか開きませんので、お戻りの際は、こちらのインターホンを押して下さい。この場所を忘れないように、気をつけて下さいね」


　スタッフはニッコリ笑い、


「それでは、良い日曜日をお過ごし下さい！」


　と、営業スマイルを浮うかべてドアを閉めた。扉とびらの外側は木目の壁かべと同じ装そう飾しよくになっていて、綺き麗れいに姿が隠かくれてしまった。インターホンのボタンだけが、ここが入り口だと主張していた。


「ありがとー！」


　るうるが壁に溶とけたドアに向かって大きく手を振ふっている。


「で、どうするのよこれから。犬いぬ海かい？」


　御剣がぶっきらぼうに言う。けれど、その目は少し離はなれた所でパフォーマンスをしている着ぐるみを追いかけていた。こいつも浮き足立っている。


「ふむ。どうしようか」


「乗り物に乗るー！」


　自己主張の激しいるうるの頭をぐりぐりと撫なでる。


「はうう」


　るうるは気持ち良さそうに目を閉じている。


「だーかーらー、遊びに来たんじゃないんだよ俺らは」


「とはいえタマぴょん、どうするんだい？」


「うーん、そうだなあ……」


　黒板の数字が示した時間は今日の午後六時四十三分だ。その時間になにかが起きる、と考えるのが妥だ当とうだと思う。


　でも、どこで？


　その時間に、この巨きよ大だいなテーマパークのどこにいればいいんだろう？


「……目的地を探す必要がある筈はずだ」


「目的地？」


「今日の午後六時四十三分に、俺達はこの園内のどこかにいなきゃいけないんだ。多分」


「どこかって、どこよ」


「……わからん」


　分からないけど、一つだけ確かな事がある。


　繫つなぐさんが出したあの黒板のクイズを、俺達はまだ解き終えてないんだ。


　けれど、あの四行の数字から、これ以上なにか導き出せる物があったか？


　俺が考え込んでいる横で、るうると小春さんはスタッフからもらったパンフレットを広げて、楽しそうに話していた。


「これが面おも白しろそう！」


「そうですね。行ってみましょうか」


「お、僕にも聞かせてよ。るーちゃんはどれに乗りたいの？」


　碓氷が会話に参加する。ちなみに御剣は呆あきれて黙っている訳では無く、離れた所でクマの着ぐるみが繰くり広げている大道芸に瞳ひとみを奪うばわれているのだ。


　るうるは碓氷の前にパンフレットを広げながら、嬉しそうに喋しやべった。


「えっとねえっとね、『グリーン・ツリー・ハウス』でしょ、『パープル兄弟の宇宙旅行』でしょ……」


　るうるが次々とアトラクションの名前を挙げていく。パンフレットはさっき見ていたので、聞き覚えのある名前が続く。


「あと『クリムゾン・リバー・フォール』と、それに『ノワール・ジャンパー・テスト』も乗りたい。あとねあとね……」


　俺は思わずツッコミを入れる。


「幾いくつ乗る気だお前は、乗り物乗ってるだけで日が暮れる──」


　──待てよ。


「あのあの犬海君、どうかしましたか？」


「ちょっとひらめく物があった。そのパンフ貸してくれ」


　小春さんからパンフレットを借りて、俺は地面に座り込んでそれを広げた。最初のページに園内の全体図と、アトラクションの一覧が載のっていた。


[image: ]


　パンフレットを眺ながめていて、ひらめきが確信に変わっていく。アトラクション一覧の一カ所を指差して、碓氷に聞いた。


「碓氷、この『大空のロッソ・アエレオ』って、どういう意味か分かるか？」


「え？　ロッソもアエレオもイタリア語だね。『赤い飛行機』って意味じゃないかな？」


　やっぱりな。


「じゃあこっち、『二つのインディゴ・コロナ』は？」


「ええと、インディゴはスペイン語だったかな。確か……」


「『藍あい色いろの王おう冠かん』よ」


　碓氷が腕うでを組んで考えるよりも早く、御剣が答えた。


「凄すごいや御剣さん！　スペイン語分かるのかい!?」


「たまたま単語を知ってただけよ。それより犬海、それがどうかしたの？」


「ああ。このテーマパークの乗り物の名前には共通点がある」


「あのあの、共通点ってなんですか？」


　パンフレットを覗のぞき込んでいた小春さんが俺を見上げた。俺はアトラクションの一覧を指し示した。


「どのアトラクションも、名前に色が含まれている」


　みんなは一いつ斉せいにパンフレットを覗き込んだ。


「『グリーン・ツリー・ハウス』、『パープル兄弟の宇宙旅行』、『大空のロッソ・アエレオ』……確かに、入ってるわね」


　御剣が呟つぶやく。


「『ノワール・ジャンパー・テスト』はー？」


　るうるが不満げに俺を見上げ、上うわ目め遣づかいで睨にらむ。


「るーちゃん、『ノワール』はフランス語で『黒』って意味なんだよ」


「そうなんだ！」


　小春さんが、何かに気づいたように口に手を当てる。


「そう言えば、ここって、『光のテーマパーク』ですよね」


「ああそうか！　僕としたことが！」


　碓氷があちゃーとおでこを叩く。


「ルークスワールドは、『光』がコンセプトのテーマパークなんだ。そもそもルークスってラテン語で『光』って意味だしね」


　よどみなく碓氷の口から薀うん蓄ちくが流れ続ける。


「光は色を届けるだろう？　だから、アトラクション名に色が入るのは、不思議な事じゃない」


「おお、なるほど」


　俺が碓氷の説明に感心していると、御剣が俺をキッと睨む。


「乗り物の名前に色が付いてるのは分かったわよ。だから、それがどうしたのよ！」


　ここまで来れば残りは見えた。俺は説明する。


「これが、次の目的地を示しているんだ。黒板の文字を思いだしてみろよ」


「黒板の文字？　あの数字の暗号はもう全部解いたじゃない──」


「何色で書いてあった？」


　ハッと、御剣が息を呑のむ。


　そう、あの黒板の数字の羅ら列れつには、もう一つメッセージが込められていたのだ。


「文字はピンクと茶色で書いてあった。園内のアトラクションの中で、この二つの色を名前に持っているアトラクションは──」


　俺はパンフレットの一カ所を指差す。


「『ローズプリンセス＆マロンプリンス』。最初の目的地はここだ」


「え？　犬海、ローズって薔薇ばらじゃないの？　マロン栗は茶色かもしれないけど……」


「フランス語ではローズはピンクの意味なんだよ。御剣さん」


「え、そうなの？」


「ああ、ちなみにマロンは茶色の事」


　御剣はちょっと恥はずかしげに「知らなかったわ」と言った。


「よし、行こう！」


　るうるが叫さけぶ。今日はテンション高めだな。


「僕が道案内になるよ。ええと、現在位置は……」


　碓氷がパンフレットをもう一度見て、周囲の景色と見比べた。そしてこの園内のシンボル、ムーンキャッスルを指差す。城のてっぺんにある満月に描かかれた笑え顔がおが、見返してくる。


「……あのお城を左手に、この道を行けばいいんだな。よし、ついて来て！」





　　　　◆





「長いな」


「しょうがないさ。女の子だからね、彼女らは」


　待合室で、俺と碓氷はぼんやりと話していた。


「ローズプリンセス＆マロンプリンス」は、厳密にはアトラクションじゃなくて、ルークスワールドの雰ふん囲い気きに合った衣装に着き替がえて、その格好で園内を歩き回れるという、要はコスプレ衣装貸出店だった。


　中に入ってからその事実に気づいた俺達は顔を見合わせたけど、るうるだけは大喜びで、嫌いやがる御剣と小春さんを無む理り矢や理り引っ張って着替え室に入って行った。


「あいつ、ああいう時だけは行動力あるよな」


「るーちゃんかい？　そうだね。みんなの衣装も一人で決めてたからね。三人のお姫ひめ様さま姿、楽しみだね」


　そう。二人が着替える衣装を決めかねていると、るうるが独断で三人とも「お姫様」に着替える事になったのだ。


　難を逃のがれた俺と碓氷は、こうして待合室で三人がやって来るのを待っている。


　真四角の待合室の壁かべは、全すべての面に大きな鏡が嵌はめられていた。着替えから出てきた人達は、思い思いにポーズを取って、自分の姿を確かく認にんし、そして部屋から出て行く。


　部屋の中央に円形に椅い子すが並んでいて、俺達はそこに腰こし掛かけて、延々と続く仮装行列をぼんやりと眺めていた。


「そういえばさ、タマぴょん」


　碓氷が口を開く。


「なんだ？」


「『レビクシの光教団』の事、調べてみたんだよ。夏休みの自由研究にするって、言っただろ？」


　そう言えば、碓氷は合宿からの帰りに、そんな事を言っていた。


「ああ、どうだった」


「ううん、実はあんまり芳かんばしく無くてねえ」


　わざとらしく肩かたをすくめて笑う。


「なんかね、変なんだよ」


「変？」


「調べれば調べるほど曖あい昧まい模も糊ことしているというか、報道規制がとても厳しかったみたいで、当時の新聞を調べても事件の事がほとんど分からないんだよね」


「そうなのか」


「それにね、もっとおかしいのは──」


　碓氷の細い目に、少しだけ光が灯ともる。


「──警察庁の犯罪記録データベースにアクセスしても、この事件のデータだけぽっかり抜ぬけてたんだ。恐おそらく、ハックされる事を見み越こして、そもそもデータをデジタル媒体に記録してないんだと思う」


「ん、データベースって、なんだ？」


「ええと、説明が難しいな。つまりさ、警察の人間しか見られないようになっている資料の中から、本来ある筈はずの、教団に関する資料が綺き麗れいさっぱり消えてるんだよ」


「……なんで、警察の人間しか見られない筈の資料を、お前が探せるんだよ」


「そりゃあサーバーをハックして……」


　碓氷は言葉を切り、舌をちろりと出す。


「ままま、細かい事は気にしないでよ」


「おいおい……」


「情報は速度だよ、タマぴょん。るーちゃんの為ためさ」


　いいんだろうか。


「そんな訳でさ、残念ながら有益な情報は得られなかった。るーちゃん達が誘ゆう拐かいされたアジトの場所がどこだったのかすら、分からないていたらくだよ。申し訳ない」


「いや、謝る必要なんて無い。こっちこそ、そこまでやってもらってサンキュな」


「いやいや、こっちこそ、お礼なんていいよ。さっきはるーちゃんの為って言ったけど、今やこれはタマぴょんの為でもあるんだしさ。それに」


　碓氷は狐きつね目めをまた細めた。今度は、楽しそうに。


「友達じゃないか。僕ら」


　急にそんな事を言われて、俺は照れる。なので、答えなかった。


「タマキ！」


　喧けん噪そうの中から、聞き慣れた声が届いた。るうるだ。顔を上げて、声の方に振ふり向く。


「るう──」


　思わず、声を飲み込んでしまう。


　るうるが、こちらに駆かけ寄って来る。肩を出した純白のドレスが、いつもよりるうるに大人びた印象を与あたえていた。ドレスの白さが、肌はだの色を際きわ立だたせている。ふんわり広がったスカートには細かい刺し繡しゆうがされ、まるでそこに白い花が広がっているみたいに見えた。


　るうるは俺の目の前に立つと、頭に被かぶった薄いベールを自分でめくった。歓かん喜きに満ちた大きな瞳ひとみが、興奮気味に俺を見つめる。


「かわいいでしょ！」


「あ、ああ」


　上手うまく返事が出来ない。薄く化け粧しようもしてもらったようで、いつもよりるうるの唇くちびるが赤い。ぷるっとした口元に目が吸い込まれて、訳も無く鼓こ動どうが速くなるのを感じた。


「相変わらずつまんない男ね。『可愛かわいい？』って聞かれたら、まず『可愛いよ』って返すのが男のマナーよ」


　これまた聞き慣れた、辛しん辣らつな言葉が届く。見ると、るうるに遅おくれて着替え室から出てきた御剣が立っていた。ベールに隠かくれながらも、少し顔が赤くなっているのが分かった。


　御剣は象ぞう牙げ色のドレスを着ていた。肘ひじまである手て袋ぶくろも同じ色で、肩や二の腕うでの健康的な肌の色を引き立てている。上半身のラインが綺麗に浮うかび上がっていて、元々良いスタイルが更さらに強調されているように見えた。


　大きく広がるスカートの上に、御剣の綺麗な黒くろ髪かみが川のように落ちて、そのコントラストが綺麗だった。


「……なによ」


　御剣が抗こう議ぎするように俺を睨む。


「え？　ああ、すまん。見とれてた」


「……そういう事さらりと言うのも、なんか、むかつくのよね」


　御剣は何故なぜかさらに顔を赤くして視線をそらし、振り返った。


「ほら小春も、隠れてないで出てきなさいよ」


　すると、柱に隠れていた小春さんが微び妙みように両手で体を隠しつつ、走り寄ってきた。


「あのあの、なんか私だけ趣しゆ旨しが違ちがうような……」


　小春さんのドレスは、るうると同じように白色だけど、生き地じが光こう沢たくを帯びた光を発している。パールって奴やつかな。頭に載のったティアラが、キラキラと光っている。


　確かに、他ほかの二人とちょっとドレスの方向性が違った。簡単に言えば、露ろ出しゆつ度どが高い。


　スカートの前側が大きく切り取られていて、ふとももまで丸見えになっている。むっちりした足を包む白の網あみタイツとガーターベルトが目に眩まぶしい。背中や胸むな元もとも他の二人に比べて大きく開いていて、どこを見ればいいのかよく分からない。いや、どこも見たいという意味ではなくて。決して。


「いやあ、みんなすっごく可愛いよ！　とても良く似合ってる！」


　ゼロ秒で碓氷がソファから立ち上がり、笑顔を三人に向ける。こういう時の反応の速さは正直見習いたい。


　さっきるうるを見た時も思ったけど、三人並んだ所を見ると、改めてそこに三つ花が咲さいたみたいな華はなやかさがあった。化粧のせいもあるかもだけど、みんないつもより大人びて見えて、訳も無くそわそわしてしまう。


　俺は首筋をかきながら、三人をついつい見つめてしまう。


　碓氷が、ニヤリと笑って、俺に向かって言う。


「なあタマぴょん。誰だれが一番似合ってると思う？」


「え？」


　俺が聞き返すのと、何故かその場にピーンと張り詰つめた空気が生まれたのは同時だった。


　御剣が腕を組み、真しん剣けんな顔を俺に向けた。


「そうね……、是ぜ非ひ、聞かせて貰もらおうかしら」


　必死に体を隠そうと無む駄だな抵てい抗こうをしていた小春さんも、急に顔を上げる。


「わたわた、私も知りたいです！」


　るうるが、闘とう争そう心しんを75％滲にじませた瞳で俺を見つめる。


「だれ？」


　三人とも、その声は冷静だが、熱意に満ちていた。


　え、なんだこれ？


「い、いや、そんな、誰が一番かなんてどうでも──」


「「「よくない！」」」


　綺麗に揃そろった声。


　ドレス姿の三人組は一歩ずいと前に出て、ソファに座っている俺を見下ろす形になった。全員腕を組んで睨にらみ付けている。可愛いとか似合ってるとかの前に、怖こわい。


　助けを求めて横を見ると、碓氷は明らかに状じよう況きようを楽しんでいる顔で肩をすくめる。


「お前な……」


「タマぴょん、もっと気楽に考えなよ。誰が一番お姫様っぽいかを決めるだけだから」


　と、その時。


　俺はようやく、自分がどうしてさっきから首筋をかいているのか、その理由に気づいた。


　慌あわてて立ち上がる。三人は驚おどろいて一歩引いた。


「な、なによ」


「るうる、お前、お姫様になるって言ってたよな」


「そうだよ！　みんなでお姫様なの！」


　るうるが両りよう腕うでを大きく振ってアピールするが、俺は首を振った。


「《お前達が着てるの、お姫様じゃなくて、ウェディングドレスだろ》」





　ぱちん。





　腕を組んで俺を睨んでいた御剣が、急にハッとなって自分の姿を見下ろし、叫さけぶ。


「え、どうして!?　なんでこんなの着てるの!?」


「ええええ、わたわた私、こんなの着た覚えなくて……！」


　小春さんも慌てている。唯ゆい一いつるうるだけがその場でクルクル回って、


「タマキ、これ可愛いよね？」


　こいつはぶれないな……。


　気がつくと、待合室がざわめきに包まれていた。


　周りを見ると、お客さんが俺達に注目している。そりゃそうだ。着き替がえられる衣装は色々あったけど、その中にウェディングドレスは入って無かった筈だ。


　更に言えば、御剣達が着ているのは貸衣装みたいな物じゃなくて、三人のサイズにぴったり合ったガチなウェディングドレスだった。服の事をよく知らない俺でも、相当高級な物だと分かる。


「不思議の国のアリス」のようなエプロンドレスにお着替えした女の子が、お母さんの裾すそを引っ張ってるうるを指差す。


「ママー、私もあのお洋服が着たいー」


「静かにしなさい！」


「えー」


　不満げな女の子。なんか申し訳ない気分になってくる。


　待合室内の困こん惑わくの濃のう度どが徐じよ々じよに上がっていく。どうしたものかと悩なやんでいたら、


「お客様！　申し訳ありません！」


　制服を着た女の人たちがそう叫びながら、着替え室から飛び出して来て、真っ直すぐこちらにやって来る。ここのスタッフだろう。


　先頭の人が俺の前に立つなり、また「申し訳ありません」と繰くり返した。


「当テーマパークにて結けつ婚こん式を挙げられる方達のウェディングドレスを、間ま違ちがえて提供してしまいました」


「はあ」


「そちらの三着は、当店の貸衣装では無いのです。本来あり得ないミスなのですが、なにがどうしてこうなったのか、私わたくしどもにも良く分からなくて……」


　喋しやべっている方も困惑を隠し切れないようだ。額に浮かんだ汗あせをぬぐいながら続ける。


「大変、申し訳無いのですが、別の衣装に着替えて頂けませんでしょうか……」


「えー、これがいいー」


　るうるが不満を表明する。ますます恐きよう縮しゆくするスタッフたち。


　碓氷が苦く笑しようしながらるうるをなだめた。


「言うとおりにした方がいいよ、るーちゃん。その方がるーちゃんの為ためでもある」


「どうして？」


　るうるが小首をかしげると、碓氷はしゃがんでるうると目線を合わせた。


「用も無いのにウェディングドレスを着るとね、婚こん期きを逃のがすって言われてるのさ」


「「！」」


　御剣と小春さんががばっと碓氷を見る。二人とも、血の気が引いてるのか興奮しているのかよく分からない顔色をしていた。


「そっ、そうね、急いで着替えるのよ！」


「ははははい！　賛成です！」


　急に焦あせり始める二人に、るうるがむずかる。


「えー」


「わがまま言うんじゃないの！」


　るうるの手を御剣が握にぎり、着替え室に連れていこうとする。


　その時俺は、一体、今、何が起きているのかを考えていた。


　今、俺は確かに魔ま術じゆつを破った。三人が、お姫ひめ様さまでなく、ウェディングドレスを着てしまうという魔術を。


　言い方を変えれば、誰かが魔術をかけていたという事だ。


　それは、誰だ？　繫さんか？


　仮にそうだとしたら、もう一つ、疑問が生まれる。


　その魔術をかけたのはいつなんだ？


　実は、黒板の暗号を解いた時から、俺には違い和わ感かんがあった。


　雑誌には、ルークスワールドは今年が開園五周年と書いてあった。


　とすると、あの黒板の暗号が書かれたのは、繫さんが失踪した十年前ではない。


　少なくとも、五年以内。いや、もっと最近かもしれない。


　魔術は、かけっぱなしには出来ない。術者がかけた魔術の事を忘れると、その魔術は解けてしまうと、御剣は言っていた。


　黒板は十年前から隠されていた。


　それは多分、いざという時、そこに書かれた物が確実に繫さんからるうるへのメッセージだと分かるようにしたのだろうと俺は思う。


　そして、ウェディングドレスを着せる魔術は、るうる達を狙ねらい撃うちにしていた。


　それってつまり、魔術をかけた当人は、俺達の動向を見張ってるって事なんじゃないか？


　そしてそれが繫さんなんだとすれば、繫さんがすぐ側そばにいるって事じゃないか？


　慌てて周囲を見回す。他のお客が、俺達を遠巻きに見ている。


　……駄目だ。よく考えたら、俺は繫さんの顔を知らないんだった。


　落ち着け。目の前の問題を片付けるんだ。


　小さく深呼吸。頭の中をクリアにする。


　チョークの色を頼たよりにこの店に来たのは正しかった。


　なら、その次は？


　ここが目的地とは思えない。俺に破らせる魔術を用意したのは、その先がある事を示す為だ。


　俺は抵抗を続けるるうると、るうるを引っ張っている御剣と小春さんを見た。


　あのウェディングドレスだ。あれがヒントの筈はずだ。


「ウェディングドレスと言えば……白か！」


　色のクイズが続いているとすれば、白が含ふくまれているアトラクションが次の目的地に違い無い。


　ポケットに突つっ込んでいたパンフレットを開いて、アトラクションの一覧を頭からチェックする。


　横で女子三人が引っ張り合いをしている間、パンフレットを穴が空くほど読み返した。


　けれど。


「……白が、無い」


　速そつ攻こうで躓つまずいてしまった。


　アトラクションの一覧に含まれる色の名前については、英語以外も一通り碓氷が調べて、パンフレットに書き込んでもらっていた。


　それを信じる限り、ルークスワールドのアトラクションには、白が含まれた物が無い。


　白じゃないとすると、なんなんだ？


「もー、わかったよー」


　ようやくるうるが折れて、三人はスタッフの先導で再び着替え室に向かおうとしていた。るうるは不満そうに、御剣と小春さんは多少足早のペースで。


　先頭を歩く御剣の姿をぼんやりと眺ながめる。


　黒くろ髪かみが揺ゆれて、その隙すき間まから、腰こしのラインを綺き麗れいになぞったドレスが覗のぞいて──


「っ！　ちょっと待った！」


　俺は走り寄って、御剣の腕うでを摑つかんだ。驚いた御剣が顔を赤くして叫ぶ。


「放しなさい犬海！　あんたアタシの婚期が延びたらどうしてくれんのよ！　それともアンタが責任取ってくれるとでも言うわけ!?」


「っ!!　あのあの、御剣さん！　今のは、聞きようによっては……」


「……っ!?　アタシったら何言ってんのよ！　いいいっ、今のは言葉の綾あやって奴やつで！」


　御剣と小春さんが顔を真っ赤にしてなにか言っていたけど、俺は聞いてなかった。


　俺は摑んだ腕を持ち上げて、ウェディングドレスの胸むな元もとを、まじまじと見つめた。


「な、なに見つめてんのよこのスケベ！」


　形の良いバストラインを包みこむように、胸元からお腹なかのあたりにかけて、綺麗な刺し繡しゆうが施ほどこされている。


「いつまで見てんのよ見物料取るわよ！　……犬海？」


　その刺繡は、花を模かたどっていた。


「碓氷！」


　俺の行動を楽しげに見ていた碓氷が駆かけ寄って来る。


「はいはい、なにかご用かな？」


「この刺繡、なんの花か分かるか？」


　呼ぶと、碓氷は一目で答えた。


「それは百合ゆりだね。見事な刺繡だ。白百合の花言葉は『純潔』と『無む垢く』だったかな。ぴったりだね。お、そう言えば、小春さんやるーちゃんのドレスも、百合の刺繡があるね」


　言われて、他ほかのウェディングドレスも見る。確かに、小春さんのもるうるのも、綺麗な百合の花が刺繡されていた。


　これだ。


「碓氷、百合は英語でなんて言うんだ？」


「え？　リリーだけど」


「次の行き場所が決まったぞ」


　俺はパンフレットを碓氷に投げる。


「『グレイ・ドラゴン・アンド・リリー』だ」


　碓氷はパンフレットを見直しながら、首を捻ひねる。


「……でもそれ、グレイは『灰色gray』じゃないの？」


「あ！　あのあの！」


　急に小春さんが瞳ひとみを大きくする。


「グレイgrayには『太古の』という意味もあります！」


「ああ、なるほど！　『太古の竜りゆうと百合の花』なんだねこれ！」


　碓氷が喜ぶのと、小春さんが何度も頷うなずくのと、そして、御剣が俺に向かって目をぎゅっと瞑つぶって叫さけぶのは同時だった。


「分かったから、その手を放してアタシを着き替がえさせてよっ！」


　顔面にグーが飛んできた。





　　　　◆





「……十五分着てたら、何年婚期が延びるのかしら……」


「どうなんでしょう……」


　竜の意い匠しようが彫ほられた乗り物に乗り込みながら、御剣と小春さんが暗い顔で話していた。


　貸衣装屋を出た俺達は、地図に従って「グレイ・ドラゴン・アンド・リリー」にやって来ていた。田賀さんがくれたパスポートは、どんなに行列が出来ていても、それをパスして最優先で乗る事が出来るらしく、なんなく乗り物の前まで進んだ。ちょっと申し訳ないくらいだ。


　ちなみに、御剣と小春さんはウェディングドレスを脱ぬいだ後、元の私服に戻もどった。新しい服を選ぶ気にはなれなかったらしい。


　るうるはもちろん別の衣装に着替えていた。少しパンクな魔ま法ほう使つかいの格好だ。


　光こう沢たくのある黒いドレスで、ちょっとボンテージ風だけど、腰の辺りにとても大きなリボンがついてて可愛かわいらしかった。スカートの前が大きく開いていて、パニエの下に見える真っ白なニーソとガーターベルトが目に眩まぶしく、色々とよろしくなかった。なにがよろしくないのかは上手く説明できないけど。


　頭に被かぶったつばの大きな三角帽ぼう子しは前に見た事ある奴なので自前なのだろう。雰ふん囲い気きが合って良く似合っていた。


　暗い表情をした女子二人と対照的に、先頭の席に乗り込んでいたるうるは、大きく手を振ふって俺を呼んだ。衣装に合わせて髪かみに編み込まれた黒いリボンが大きく揺れる。


「タマキー！　こっち！」


　碓氷が俺の肩かたを押して、


「呼ばれてるよ」


　と言って笑い、自分は一番後ろの席に一人で乗り込んだ。


　呼ばれるままに、るうるの隣となりの席に乗り込む。るうるは嬉うれしそうに前に向き直った。


　俺の頭の中は、考え事で一いつ杯ぱいだった。


　繫さんは俺達に何をさせようとしているのだろう？


　ウェディングドレスの刺繡から、次の目的地がここだという事が分かった。


　まだ確証は無いけど、もしこのアトラクションに乗っている最中に、また魔術が発動すれば、間ま違ちがい無いだろう。


　そして、その魔ま術じゆつを破ると、また次の目的地が示されるのかもしれない。


　けれど、それに一体どんな意味があるのだろう？


　どうして、こんなオリエンテーリングみたいな事をする必要があるのだろう？


　繫さんは、俺達に何を伝えようとしているんだろう？


　分からない事だらけで、思考の迷めい路ろに嵌はまりつつあった。





　ぷに。





　と、不意にるうるにほっぺたをつねられた。


　横を見ると、大きな瞳に不満が45％程浮うかんでいた。


「……10ptポイントダウン」


「え、なんで？」


　俺が聞くと、るうるはすぐには答えず、ぷいと前を向いた。


　そして、俺を見ないまま、小さく呟つぶやく。


「……デートの最中なのに、他の事考えてる」


　デート。


　その言葉に、自分の顔がみるみる赤くなるのが分かった。


　慌あわてて周囲を見る。けれど、一つ後ろの席の、まだ少し気落ちした顔をしている御剣達には聞こえなかったみたいだ。


　ちなみに乗り物は六人乗りで、碓氷は一番後ろの席に一人で座ってニコニコしている。正確には、俺を見てニヤニヤしているように見えた。


　さっきの言葉を頭の中で反はん芻すうする。


　デート。


　デートなのかこれは。


　いや違ちがう。今日は繫さんの手がかりを探しに来たんだから、主目的は調査の筈だ。けれど……。


　今は三角帽子は姿を消していて、太陽の下、キラキラ光る髪の上で、薔薇ばらの髪かみ飾かざりと、そこから伸びる一枚葉がピンと立っている。


　じっと前を見ている顔は、頰ほおが少し朱しゆに染まっていた。


　肩を出した魔法使いのドレスも似合ってるけど、俺は、さっき目に焼き付いたウェディングドレス姿を重ねていた。


　ふう、と息を吐はく。


　右手を伸ばして、るうるの頭をぐしゃぐしゃと撫なでる。るうるの体から力が抜ぬけていくのが分かった。目を閉じて気持ち良さそうにしている。


「はうう……」


「悪かった」


　くるりとむき直った瞳からは、不満が綺麗さっぱり洗い流されていた。


「10ptダウンは取り消し」


「ああ。今は楽しもう」


　るうるは、俺のその言葉が気に入ったらしい。跳はねるように答える。


「うん！　楽しもう！　ジェットコースター！」


「……え？」


　聞き間違いかと思った。


　ガタン。


　乗り物がゆっくりと動き出す。


「……ジェット、コースター……？」


　俺は慌てて立ち上がろうとして、体がしっかりとバーに固定されている事に気がつく。


　繫さんの事を考えるあまり、俺は自分がなにに乗り込んだのかも、このぶっといバーがいつ下りてきたのかも、気づいていなかった。


　目の前には長いレールが、ゆっくりと角度を付けて上に向かっている。俺達五人を乗せた乗り物は、ゆっくりとレールに沿って上に向かって進み始めた。


　なるほど、確かに、ジェットコースターだ。


　いやいやいやいや、状じよう況きようを納なつ得とくしている場合じゃない！


　俺は体を固定しているバーを必死に上げようとしながら叫ぶ。


「嫌いやだ、降りる！　俺は高い所が苦手なんだ！　みんな知ってるだろ!?」


　急に暴れだした俺に、御剣の呆あきれるような声が背中に届く。


「今いま更さら何言ってんのよ。もう降りられる訳無いでしょ」


　ゆっくりと、坂道を上がっていく。なんとか逃にげ道が無いかと左右を見回すが、もちろんそんな物は無いし、第一、このがっちり嵌まったバーを外す方法が無い。


　カタン。


　頂上まで登ったコースターが、一いつ旦たん停止する。目の前にレールは無い。つまり、ここから先は落ちていくだけだ。一いつ瞬しゆん想像しただけで目め眩まいがした。


　既すでに退路は断たたれているのに、俺は往おう生じよう際ぎわ悪く逃げ道を探していた。


　左右を見回し、なにか希望の光は無いかと探し求める。


　もちろん、ジェットコースターの骨組みのてっぺんまで到とう達たつしてしまった今、希望の光なんて、何処どこにもなかった。


　すぐ横にルークスワールドのシンボルであるムーンキャッスルのてっぺんがあって、尖とがった屋根の一番上に刺さった丸い月のオブジェが、ほぼ同じ高さにあった。


　丸い月には笑え顔がおが描き込まれていて、それが俺に向かって優やさしく笑いかけているように見えた。笑ってないで助けてくれ！


「楽しいね、タマキ！」


　るうるの無む邪じや気きな声も、残念ながら今の俺の心には届かなかった。


　そして、どうして一番前の席に座ってしまったのだろうという後こう悔かいの念が、俺の脳内に渦うず巻まいた。


　カタン。カタン。カタカタカタカタ……。


　コースターが、奈な落らくの底へ向けて動き始める。


　俺は。


　俺は、何もかもを諦あきらめた。


　ガッタン、ゴゴゴゴゴゴゴゴッ！


「きゃああああぁぁぁぁぁ!!」


「うわああああぁぁぁぁぁ!!」


　るうるのは歓かん喜きの絶ぜつ叫きよう、俺のは恐きよう怖ふの絶叫である。
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　背景を吹ふき飛ばしてコースターは上に下に、右に左に進む。もう俺は怖こわすぎて思考すら停止している。目を閉じてしまいたいけど、目を閉じるともっと怖さが増す。


　コースターがぐるりと一回転。強きよう烈れつなＧを感じながら、視界一杯に園内の光景が広がる。この高さから見ると、ルークスワールドは巨きよ大だいなミニチュアのように見えた。


「……？」


　その光景を見て一瞬なにかが引っかかったが──


「──うわあああぁぁぁぁ！」


　またそのすぐ後の急降下でその疑念が吹き飛んでいく。


　お次はスクリュー、更さらにまた一回転。下に見えるムーンキャッスルが、てっぺんの丸い月のオブジェが、米こめ粒つぶみたいに小さく見える。いや米粒は言い過ぎか。でもまるで模型みたいに──


「……っ！」


　今度こそ違い和わ感かんに気づく。


　これはおかしい。


　顔面に吹き付ける風を押しのけて、俺はるうるに向かって叫さけんだ。


「るぅぅぅるううぅぅう！」


　なんかもの凄すごく必死にるうるの名前を呼んでいるようになってしまって恥はずかしい。


「なああぁぁあにぃいぃぃ！」


　るうるも楽しそうに叫び返してくる。


　俺は、必死にムーンキャッスルを指差す。コースターが頂上に登ったとき、同じ高さに丸い月が並んでいた、ムーンキャッスルを。


　今、ムーンキャッスルは遥はるか下に見える。


　ジェットコースターは、位置エネルギーを運動エネルギーに変へん換かんする乗り物だ。


　だから、スタート地点より高い場所には行けない。


　俺は、本来あるべき《理ことわり》を告げた。


「《このコースターは空を飛んでるぞ！》」





　ぱちん。





　シャボン玉の弾はじける音の直後、体が奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに包まれた。


　いつの間にか、俺の体を拘こう束そくしていたバーが無くなっていた。


　というか、コースターその物が無くなっていた。


　つまり。


　俺達五人は、空中に放ほうり出されていた。


「うそおおおおぉぉぉぉぉぉお！」


　御剣を皮切りに、五人それぞれが叫び声を上げながら、地面に向かって落下していく。


　俺は上に向かって叫んだ。


「るうる！　御剣！　翼つばさを出して飛んでくれ！　前に学校でやった奴やつ！」


　こくん、と視界の隅すみでるうるが頷うなずく。御剣の返事は聞こえなかったけど、あいつならきっと大だい丈じよう夫ぶ。


　と、同時に、パンクな魔ま女じよの背中に、巨大なピンク色の翼が、ばさあと広がる。


　太陽の光を吸って赤く光る翼が、抜けるような青空に大きなハートを描えがいたように見えて、綺き麗れいだった。


　……などと見とれている場合では無い！　ただいま絶賛落下中なのである！


　俺は必死に手を伸のばしてるうるに抱だきついた。


　その瞬しゆん間かん、翼が大きく羽ばたき、一気に落下速度が下がる。


「た、助かった……」


　しかし足はぶらぶらしてるし、地面までの距きよ離りはまだ相当あるしで、怖い事には変わりが無い。


「タマキ、胸摑つかんでる」


　るうるが無表情に指し摘てきする。


「今体勢を変える余よ裕ゆうは無い！　後で謝るから！」


「……５ptポイントアップ」


　なにがだ！


　遠目に、同じように翼を広げた御剣に、碓氷と小春さんがぶら下がっているのが見えた。


　二つのピンクの翼はゆっくりと旋せん回かいしながら、やがて広い芝しば生ふに同時に着地した。


　俺はるうるから手を放して芝生に転がった。


　御剣が頭の上に立ち、息を切らしつつ睨にらむ。


「あんた、魔ま術じゆつを破るなら破るで、もうちょっと考えてからにしてよね……」


「すまん」


　ここは素す直なおに謝るしかない。


　碓氷と小春さんはその場にしゃがみ込み、るうるは自分で出した翼の肌はだ触ざわりを頰で楽しんでいた。


　パチパチパチパチ……。


　何故なぜか拍はく手しゆの音が響ひびく。見ると、俺達を取り囲んでいるお客さんが、笑顔で拍手を送っていた。


　碓氷が苦く笑しようしながら俺を見た。


「パフォーマンスの一種だと思われてるんだね、きっと」


「……翼をしまってくれ、二人とも」


　御剣は俺が言う前に、もう元の姿に戻もどっていた。るうるは微び妙みように不満そうな顔をしながらも、徐じよ々じよに翼を小さくしていく。


「で、犬海、あれはなんだったのよ」


「あれって？」


「コースターが空を飛んでた事よっ！」


「ああ……」


　実はその答えはもう分かっていた。


　俺は芝生からゆっくり立ち上がり、みんなを見た。


「繫さんのメッセージだ。次の場所を表す色を指してる」


「え？　でもでも、空中にはなんにもありませんよね？」


　小春さんが不思議そうな顔をする。俺は頷いた。


「ああ。そこにあったのは一つだけ、空だ」


「空？」


「見たろ？　空中に放り出された時、雲一つない──」


　俺は、今さっきの光景を思い出し──


「……？　犬海、続きを言いなさいよ」


　──同時に、自分が極度の高所恐きよう怖ふ症しようである事を思い出し──


「タマぴょん？」


　───そのまま気が遠くなっていった───


「タマキ！」




　幕間　男の人







「……我ながら、情けない」


　家族連れやカップルが楽しそうに喋しやべりながら目の前を通り過ぎて行く中、俺はベンチで一人、忌いま々いましげに呟つぶやいた。


　俺が気を失っていたのは数十秒だった。


　るうるにもたれかかるように倒たおれ、碓うす氷いが抱だきかかえてすぐ近くのベンチに座らせ、小こ春はるさんがハンカチを濡ぬらしにトイレに行っている間に、俺は意識を取り戻していた。ショックで一時的に気絶していただけらしい。


　とはいえ、目が覚めても気分は最悪。ベンチに座ったまま、しばらくは動けそうにない。


　そんな訳で、俺の気分が回復するまで、各自自由行動のお土産みやげ購こう入にゆうタイムとなった。


　るうるは一人で付き添そうと主張したけど、それは断り、御み剣つるぎにるうるの事を頼たのんだ。


　一人になって、考えたい事があったからだ。


　小春さんが置いて行ってくれた濡れたハンカチで目を覆おおう。


　ひんやり伝わる冷たい感かん触しよくを楽しみながら俺は、空に向かって疑問を投げる。


「次の目的地は、どこなんだ？」


　さっきのアトラクションでは確かに魔術が発動した。だから、「グレイ・ドラゴン・アンド・リリー」が二番目の目的地だったのは間ま違ちがい無いだろう。けれど、その次が分からない。


　るうるにしがみついて地面に着地した時は、次のキーワードは「空」だと確信していた。


　つまり、「青」だ。


　だって、あそこには雲一つ無い空以外は何も無かったんだから。


　けれど……。


　濡れたハンカチを目から離してベンチに置き、ポケットからパンフレットを抜ぬき出して広げた。


「……無いんだよな。『青』も、『空』も」


　見間違いかと思ってみんなにも一いつ緒しよに調べてもらったけど、アトラクションの名前に『ブルー』や『スカイ』が含ふくまれてる物は無かった。


　碓氷や御剣が他ほかの国の言葉の場合も見直してくれたけど、結果は同じ。


　パンフレットを睨んでいたらまた気持ちが悪くなってきた。地図を広げたままベンチに置いて、再び目の上に濡れハンカチを戻す。


「なにか、間違ってるのかなあ……」


　それは小さな独り言のつもりだったけど、


「まあ、人生は常になにかしら間違ってる物だよ」


　急に隣となりから話しかけられて、俺は驚おどろいてベンチにもたれていた体を起こした。目元に被かぶせていたハンカチが地面に落ちる。


　拾おうと思ってかがむと、横からすっと長い手が伸びてハンカチを拾い上げた。


　顔を上げると、いつの間にか俺の隣に男の人が座っていた。


　その人は小春さんのハンカチをささっと払はらって、俺の方に差し出し、こう言った。


「けれど、人生が常に間違っていたとしても、君達が常に間違っている事は意味しない」


　言っている事がよく分からない。


　なんと返してよいやら分からないままハンカチを受け取ると、その男の人は微笑ほほえんだ。


「もっと言えば、君達の選せん択たくが間違っているとしても、それが君達にとって間違いなのかどうかは、また別の問題なのさ」


　本来なら警けい戒かいすべき状じよう況きようだったと思う。


　けれど、俺はまだ体調が戻っていなくて、あと、なんだか頭がぽわぽわしていて、なんでか、警けい戒かい心しんが湧わき上がって来なかった。


　俺はぽわぽわとした頭で、隣に座っているその男の人を見返した。


　不思議な印象の男の人だった。というか、どうにも印象に残らない印象と言うのか。自分で言っててよく分からない。


　確かにそこにいるのに、上手うまくその人を認にん識しき出来ない、そんな雰ふん囲い気きがあった。


　髪かみは長く、少しウェーブのかかった毛先は肩かたまで伸びていた。


　年ねん齢れいも良く分からない。俺よりはずっと上だろうけど、若いようにも、おじさんのようにも思えた。


　全身薄うすい緑色のスーツを着ている。どう考えてもテーマパークに来るような服装じゃないのに、全体の印象の薄さから、それすらあまり気にならない。


　瞬まばたきをする間に消えてしまうんじゃないかとすら思えた。


　面識は無い、ような気がする。誰かと面おも影かげが似ている気がしたけど、分からない。


　ぼんやり眺ながめていると、男の人はもう一度微笑んだ。


「どうかな、そうは思わないかい？　犬いぬ海かい丸たまき君」


　この人は俺の名前を知っている。俺はこの人の事を知らないのに。


　それでも、頭の中はまだぽわぽわしていて、普ふ通つうに答えてしまう。


「ええと、あの、言っている事の意味が良く分からないんですけど。あと、なんで俺の名前を知ってるんですか？」


「他人を分かろうとするのは難しい。自分を分かろうとするのはもっと難しいけどね。だったら分かる必要なんて無いよね。言っている事の意味が分かったって、伝えたい事の意味が分かったとは限らないし」


　益ます々ますよく分からない。


　細ほそ面おもての男の人は、微笑みの表情を崩くずさないまま続けた。


「なんで君の名前を知っているのかという質問の方は、答えるのは簡単だ。それが僕の仕事だからさ。これをどうぞ」


　男の人は差し出した右手の先、親指と人差し指でつまんだ名めい刺しを小さく揺ゆらした。


　その時になって、この人が、俺にハンカチを渡わたしてから、ずっと右手をこちらに差し出していた事に気づいた。


　……ん？　それだと、名刺を取り出すタイミングが無いんじゃないか？


　けれど、指の先には確かに白い四角い紙がある。


　さっきから微妙におかしな雰囲気に包まれている気がするのだけど、ジェットコースターの後こう遺い症しようから中々回復していなくて、なにがおかしいのかを上手く認識出来ない。


　とりあえず名刺を受け取る。上質な紙の上には、名前が一行書いてあるだけだった。








　野口　真夏








「のぐち……まなつ、さん、ですか？」


「変な名前だろ？」


「そうですね。……あっ、すみません！」


　ぽわぽわとした雰囲気に乗せられたまま何気なく答えてしまい、慌あわてて謝る。


　野口さんは微笑んだまま、


「いやいや、他人にすぐに覚えて貰もらえるという意味では、恵めぐまれた名前だと思うんだよ。職しよく業ぎよう柄がらね。そう思わないかい？」


「いや、あの、この名刺、肩かた書がきが書いて無いんですが……」


　職業柄と言われても、これではこの人の職業が分からない。


「あれ？　書いて無かったかい？」


　おどけるように言う野口さん。


　どうもさっきからからかわれている気がするのだけど、まだ頭がはっきりしない。


「僕はね、フリーライターなのさ。月つき城じよう君と同じ」


「あの、答えになっていないと思うんですけど」


「答えだって？　さて、質問はなんだったかな？」


「えっと……」


　あれ、なんだっけ？　ぽわぽわが頭の中まで入ってきて、上手く考えられない。


　けれど、それは別に気持ち悪いとかじゃなかった。逆に、水の中に浮うかんでいるような気持ちよさがあった。


　思い浮かぶ事を口にする。


「月城さんの事もご存知なんですね」


「どういう意味で知っているかについては、プライベートな質問だから答えないよ」


　野口さんはそう言って小さく笑ったが、何が面おも白しろいのか分からなかった。


「はあ……」


「で、だね。僕は『レビクシの光教団』の事件の事を調べている。それで、水み那な斗とるうる嬢じようをこっそり追いかけているのさ」


　るうる。


　水那斗るうる。


　その名前が耳に入って来た途と端たん、頭の中を埋うめ尽つくそうとしていたぽわぽわ感が、一気に押し出されていくのを感じた。


　体にまとわりついていたぽわぽわした空気も、強く瞬きしたら綺き麗れいに無くなった。


　意識がクリアになるのと同時に、心がすっと冷たくなるのを感じた。警戒と、恐きよう怖ふで。


　俺はなんで、この初対面の男の人と、普通に会話をしているんだ？


　印象の薄い人、というのは変わっていないけど、今の俺には、この野口って人が、やたらと怪あやしく見え始めていた。


　俺の変化に気づかないらしく、野口は話を続けている。


「それで、るうる嬢の周囲も一通り調べている。だから君の名前も知ってるという訳だ。ああ、質問は確かこれだったね」


　屈くつ託たくの無い笑え顔がおをこちらに向ける。俺は出来るだけ静かに聞いた。


「……それで、俺になんの用ですか？」
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　言われて、細長い瞳ひとみがパチパチと瞬き、しばらく俺を見つめた。


　やがて、野口は、小さく口笛を吹ふいた。


「驚いたね。その騎き士し道どう精神の強さは想定外だ。もう少しのんびり話が出来る筈はずだったんだけど。何事も思った通りには進まないものだね。それは十年前から分かっていた」


　なんの事だ？


　俺が黙だまっていると、野口は肩をすくめた。


「そんなに睨にらまないでくれよ。君のお姫ひめ様さまに近づくつもりはないさ。約束する」


「俺は、なんの用かって聞いてるんです」


「そうだ、良い物を見せよう」


「ちょっと──」


　質問に答えようとしない野口に対し、俺は思わず体を乗り出した。


「これに見覚えは無いかい？」


　目の前に、野口の右手が突つき出される。いや、その右手は最初からずっとこちらに伸のびていた筈だ。ん、そうだっけ？


　とにかく、その右手には何かが握にぎられていた。


「──それは、るうるの！」


　野口が握っていたのは、いつもるうるが首から提さげている金色の懐かい中ちゆう時計だった。


　蓋ふたは開いていた。中の文字盤ばんが六時四十三分で止まっている。


「先に言っておくと、君のお姫様から盗ぬすんだわけじゃないよ。これは彼女のお兄さんの持ち物だったんだ」


「噓うそだ。るうるは自分の持っている時計は、お兄さんから貰ったと言っていた」


　野口は目を少しだけ大きくした。驚いたのだろうか。これまで見せなかった表情だ。


「あの子がそんな事を？　そうか……」


　右手で懐中時計を弄もてあそびつつ、野口は「そうだね」と呟つぶやく。


「今の状況に矛む盾じゆんの無い答えが一つあるんだけど、分かるかい？」


「なんだって？」


　野口は口元を押さえて小さく笑う。


「これは宿題だね」


「どういう意味だ」


「十年前、兄妹きようだいはお揃そろいの時計を持って、教団のアジトにいた」


　野口は、俺の質問には答えず、しかも突とつ然ぜん話が飛んだ。


「十年前？」


「そう、もう十年前だ」


　野口は半分開いた蓋を弄いじりながら、微笑みを顔に貼はり付かせたまま、喋しやべる。


「あの日、二人が連れて来られたアジトの周辺は、朝から強い雷らい雨うが続いていた」


　強きよう烈れつな違い和わ感かんが首筋を襲おそう。


「当時、アジトの周辺には民家も無く、隠かくれ家がには絶好の立地だった」


　なにかがおかしい。


「廃はい工場の再利用だとかで、防音は割合しっかりしていた」


　この違和感は魔ま術じゆつじゃない。そうじゃなくて──


　──そうか。


「あんた、アジトのあった場所を知ってるのか？」


　碓氷の話では、警察のデータベースにも残っていない情報の筈だ。


　野口はちらりと視線だけ俺に向け、少しつまらなそうな顔をする。


「君が今すべき質問は、そんな事じゃない筈なんだけどな」


「どういう、意味だ？」


「まあいいさ。反省はいつでも出来る。今は時間が惜おしい」


「ちょっと待て。どういう意味だと聞いて──」


「君はあの時、確かにあの場所にいた。マル」


「なっ──!!」


　唐とう突とつに言われて、言葉を失う。


「これは間ま違ちがい無い。この事を疑う必要は無いんだ」


「あんた、何を知って──!!」





　パチンッ。





　懐中時計の蓋が閉まると、硬こう質しつ的な音がやけに大きく響ひびいた気がした。


　それで気づいたけど、周りがやたらと静かだった。


　でもそんな筈はない。さっきまで道を歩く人達の喧けん噪そうに包まれていた筈だ。


　すぐ横を見れば、通りを歩いている人の波が見られる筈だ。


　でも、俺はそれを確かく認にんしなかった。


　頭の中でさっきの「パチン」が響き続けていた。


　また、体がぽわぽわに包まれ始めていた。それは、気持ち悪くは無かった。


　そのせいで、首を回す気にもなれず、ただ、野口を見つめていた。


　懐中時計をじっと見つめていた野口は、顔を上げて俺を見つめ返す。


　そして、笑顔の消えた顔で、こう言った。


「月城舞まい花かには気をつけた方がいい。あいつはライターなんかじゃない」


　頭の中もぽわぽわし始めた。思考が鈍にぶくなり、言われた事を上手うまく考えられない。


　なんでか、俺は冗じよう談だんを言われたような気になっていた。


　それで、適当な返事をしてしまう。


「さっき、あんたは自分が月城さんと同じライターだって言ったぞ。月城さんがライターじゃなければ、あんたはなんなんだよ」


　野口は瞬しゆん時じに笑顔を作った。


「あれ、そんな事言ったっけ？　名めい刺しの肩書きを良く見てくれよ」


「いや、この名刺には名前しか書いて──」


　名刺を見返そうと下を向いた時、


「あーいたいた！　やっと見つけたよー！」





　　　　◆





　女の人の声が遠くから聞こえた。


　その瞬間、今まで聞こえてこなかった喧噪が耳に戻もどってくる。


　ベンチのすぐ前を大勢の人達が、楽しそうにお喋りしながら通り過ぎて行く。


　顔を上げると、人の波を縫ぬうように、大きな荷物を持っている女の人が手を振りながらやって来る。


　よく見ると、それは月城さんだった。


　ベンチまでやって来た月城さんは、少し息を落ち着かせながら、左右を見た。


「あれ？　今、誰だれかここにいなかった？」


「え？」


　横を見る。ベンチに座っているのは俺一人だけだった。


　確か、俺は今ここで誰かと喋っていた筈なんだけど……。


　手を見る。小春さんが貸してくれたハンカチが握られていた。


　なんだか、気持ちが悪い。違和感がある。


「どうしたの？　顔色が悪いわよ」


　月城さんが顔を覗のぞき込む。


「ええと、その……」


「ところで──」


　月城さんは、俺に聞いておきながら、俺の言葉を遮さえぎった。すっと目が細まる。


「今、誰かここにいなかった？」


　さっきと同じ質問。けれどさっきとは、微び妙みように口調が違ちがって聞こえた。冷たいというか、重いというか。


　とりあえず何かを答えようとしたその時、頭の中に声が響く。





「××××には気をつけた方がいい」





　なんと言われたか、上手く思い出せない。いやその前に、その言葉は、いつ、誰に聞いたんだっけ？


　ただ、どうも気になって、俺は黙ってしまった。


　しばらく俺を見つめていた月城さんは、「まいっか」と、気にした風も無く俺の横にどっかと座った。両りよう肩かたから下がった二つのバッグが音を立てる。


「他ほかのみんなはどこに行ったの？」


「あ、グッズショップに行ってます。俺はちょっと休きゆう憩けいを……」


　高所恐きよう怖ふ症しようにやられて、とは、ちょっと情けなくて言えなかった。


「やっぱり！　暑さにやられたんでしょ～！　そうだと思ったんだよね～！」


　何か勘かん違ちがいされた。


　月城さんはうんうん頷うなずきながら、持ってきたバッグを開け、何かをつかみ取った。


「ほら、コレ」


　バッグから取り出した物をポンと投げて来る。


　受け取ったそれは、ルークスワールドのキャラクターのイラストが入った帽ぼう子しと、肩かたかけのベルトの付いたドリンクボトルだった。


「田た賀がさんがね、みんなにって。きっと遊びに夢中で、熱ねつ中ちゆう症しよう対策を忘れてるだろうからってさ。いい人でしょ～？」


「ええ、そうですね」


　確かにいい人だ。そして、わざわざ人数分の帽子とドリンクを担かついで、俺達を捜さがしに来てくれた月城さんも相当いい人だ。


　俺は、誰かに誰かを警けい戒かいしろと言われた気がしていたけど、どれもぼんやりした印象で、どうでも良くなっていた。


「飲まないの？」


　俺がボトルを持ったままぼんやりしていると、月城さんは俺の手ごとボトルを握にぎり、キュキュキュと蓋を開けた。急に握られて、手が熱くなる。


「さささ、とりあえず水分補給しときなさいよ」


　至近距きよ離りで笑え顔がおになる月城さん。俺はなんだか照れくさくて、体を引きながら答えた。


「じゃあ頂きます」


　一口飲む。


　冷たいアップルジュースが喉のどを通ると、あ、確かに俺喉が渇かわいてたんだ、と気づく。


　そのままごくごくと飲み続けると、月城さんは満足そうに笑った。


「飲み物が切れたら、すぐ別のを買うのよ」


「分かりました」


「よろしい。これ、みんなの分だから、渡わたしておいてね」


　バッグをポンポンと叩たたいてから、月城さんは立ち上がる。


「じゃあ、私、戻るから」


「あの、みんなも、すぐ戻ってくると思いますけど」


　月城さんは笑って手を振った。


「あの二人、放ほうっておくと酔よいつぶれるまで飲みかねないし、それに」


　手を空にかざして、太陽を見る。


「紫し外がい線せんはお肌はだの大敵なの。今日は室内にいるつもりだったから、ＵＶ対策を徹てつ底ていしてないのよね」


　なるほど、大人の女性はそういうのも大変なのか。


「もう少し曇くもってたら良かったんですね」


「ううん、でもそしたら君達が楽しめないよね。雨でも降ってたら最悪だったし」


　確かに、雲一つ無い青空は絶好の遊園地日よりだった。


「……え？」


　──雲一つ無い青空──


　──もう少し曇って──


　──雨でも降ってたら──


　俺は、無意識に立ち上がっていた。


「……？　犬海君、どうしたの？」


　月城さんの声が、少し遠くに聞こえる。


　代わりに、さっきの男の言葉が頭の中に響いた。





「あの日、二人が連れて来られたアジトの周辺は、朝から強い雷らい雨うが続いていた」





　思いだした。俺は確かにここで話をしていた。野口って男と。


　俺は、ジェットコースターで示された次の手がかりは、空の色、青だと思っていた。


　でも、もしかしたら、今日の空じゃ無いんじゃないか？


　十年前、事件があったあの日の天気なんじゃないか？


　とすると、それは雷雨。雷かみなり、雨、雲、そして暗くら闇やみだ。


　ポケットからパンフレットを抜ぬき取る。何度も出し入れして、パンフレットはしわくちゃになっていた。


　急いでページを開き、アトラクション一覧をチェックする。


　やがて、


「……ここだ！」


　西エリア中央に『サンダー・クラウド・ハウス』というアトラクションがあった。




　第四章　真相へ







「え、このアトラクションって、もしかして……」


　茶色いレンガ壁かべの建物の前に到とう着ちやくするなり、御み剣つるぎが顔を引きつらせる。


　その横で、るうるが両手を上げて喜ぶ。


「お化け屋や敷しきだー！」


「ですねー♪」


　小こ春はるさんも嬉うれしそうだ。女の子は怖こわい系が好きなんだろうか。


　てっぺんで満月が笑顔を振りまいているムーンキャッスルの北側をぐるりと回って、俺達は次の目的地、『サンダー・クラウド・ハウス』にやってきた。


　ちなみに月つき城じようさんはついて来ていない。というか、るうる達がグッズショップから戻ってくるより前に、田た賀がさん達がお酒を飲み続けているというお店に帰って行った。


　俺は月城さんの指令通り、全員に帽子を被かぶらせ、ドリンクボトルを肩から提さげさせた。


　お揃そろいの帽子に肩がけのドリンクボトル。どこから見ても「遊園地でグループデートを楽しんでいる高校生」みたいな図になったのは……まあいいよな、別に。


『サンダー・クラウド・ハウス』は、るうるの言う通り、お化け屋敷だった。


　レンガ壁の古めかしい洋館は鬱うつ蒼そうとした蔦つたに覆おおわれていて、窓の多くはひび割れている。時折戸板がバタバタ動いたり、窓の奥が光ったりして、「中に人ならざる存在がたくさん詰つまっていますよ」と主張している。


　けれど、周りの華はなやかな雰ふん囲い気きと、午後を回ったばかりの太陽の光のせいで、あんまり恐きよう怖ふ感かんは湧わいて来ない。頭にコウモリの形をした髪かみ留どめを付けた案内役らしいお姉さんも、中に入ろうとするお客達に笑顔を振りまいている。


「このアトラクションはお二人ずつ入って頂きます。順番に中へどうぞー」


　どうやらペアを作らなければならないらしい。


「僕は一人でいいよ」


　どうやって組を作るか聞くよりも早く、碓うす氷いが笑顔で言った。


「いいのか？　ジェットコースターも一人だったろ」


「女の子をお化け屋敷で一人にさせる訳にいかないからね」


　大げさに肩をすくめる碓氷。


「とすると、四人を二組に分ければいいのか」


　俺が言うと、るうるが拳こぶしを突つき上げた。


「じゃあグーパーで決めよう！」


「賛成です！」


　るうるはともかくとして、今回は何故なぜだか小春さんもテンションが高い。


　……あれ。


　一人反応が無いぞ。


　見ると、御剣が一歩下がった所に立っていて、少し虚うつろな顔で洋館を見上げていた。


「御剣？」


「えっ!?」


　俺が声をかけると、御剣は体をびくっとさせて、俺を見た。


「なっ、なによ！」


「いや、呼んだだけだけど……。どうかしたか？」


「そ、そう？　な、なんでもないのよ！」


　なんだか妙みようだ。心なしか、血の気が引いているように見えるし。


「言こと乃の、グーパーするのー」


　るうるが手を振ふって御剣を呼ぶ。


　御剣はふらふらと重心が揺ゆれた感じで歩き、るうるの横に立った。


「いくよー、グー──」


「ちょっと待ってっ！」


　るうるが振り上げた右手を御剣がガシッと摑つかんで、グーパーじゃんけんを止める。


「なあに？」


「あ、あのね、水み那な斗と。何も全員が入る必要は無いんじゃない？」


　そう言って、御剣は笑顔になる。が、その表情はどうにもぎこちなかった。


「魔ま術じゆつを見つける事が目的なんだから、犬いぬ海かいが水那斗と二人で入ってくればいいじゃない。あっ、アタシ達は外で待ってるわよ」


「えー、そんなのつまんないよー」


　るうるが抗こう議ぎする。


「そうですそうです御剣さん！　こんなチャンスを逃のがすのはもったいないですよ！」


　小春さんも力説する。ん、チャンスってなんだ？


「ええと、いやでもあの、……その、ね？」


　珍めずらしくはっきりしない弱気な御剣。


　と、その時、碓氷が何かに気づいたように、


「あれ？　もしかして、御剣さんは、お化け屋敷とか、苦手なの？」


「ばっ、馬ば鹿かな事言うんじゃないのよ！」


　御剣は慌あわてて否定し、つんと澄すました笑顔を作る。


「今は21世紀よ？　科学と魔術万ばん能のうの時代よ？　ゆ、ゆゆゆ、ゆゆゆゆ、幽ゆう霊れいなんて非科学的な存在いるわけないし、ましてやそれを、こっ、怖がるなんて事、あるわけななな無いじゃない！」


　声が震ふるえている。足もかすかに震えて見えた。


　幽霊が怖い？　御剣が？


　……あー、そう言えば。


　夏合宿でインナミさんを初めて見た時も、御剣はこんな感じだったな。


　どうやら、御剣は幽霊の類たぐいが口にするのも嫌いやなくらい苦手らしい。けれど、本人はその事を知られるのが嫌なようだ。既すでにバレバレな気もするのだが。


「第一、ゆ、ゆゆゆ、幽霊とか、おばおばおばお化けなんて、人が作り出した幻げん想そうの産物に過ぎないのよっ！　そうよ！　だからお化け屋敷なんて入る必要は無いのよ！」


　御剣はなおも幽霊の非科学性について語り続けている。確か、御剣の家は神社だったと思うのだが、神様と幽霊は別ものなんだろうか。


　……あー、もう、いいや。


　俺は頭を搔かいた後、御剣の右手を摑んだ。


「ひあっ！」


　急に摑まれて、御剣が裏声みたいな悲鳴をあげる。


「と、突とつ然ぜんなにすんのよ、犬海っ！」


「ほら、行くぞ」


　御剣を摑んだまま、洋館に向かう。


「えっ!?　いやちょっと待って！　こ、心の準備が！　いやそんな物必要無いんだけど！　そ、そもそもまだ中に入るって決めた訳じゃないから！　いやあああ！　行きたくない！」


　抵てい抗こうを無視してコウモリお姉さんの前を過ぎる。後ろからるうるの声が聞こえた。


「グーパーしないと駄だ目めなのーっ！　40ptポイントダウン！」


　……ま、仕方あるまい。





　　　　◆





「きやああああああぁぁぁぁぁぁあああああっ！」


　室内に御剣の悲鳴が響ひびき渡わたる。


　これだけ大きな声だと、後から来る小春さん達にも聞こえるんじゃないかと不安になる。それだとあんまり意味が無いんだが。


『サンダー・クラウド・ハウス』はウォークスルー、つまり歩いて移動するタイプのアトラクションだった。


　途と中ちゆう扉とびらとか箱とかがあって、それを自分で開けないと先に進めなくなっている。で、それらに触さわったタイミングでバンッとお化けとかよく分からない物とかが飛び出して来て、驚おどろかされる仕し掛かけになっていた。


　ほとんどは人形や映像だったけど、たまに本物の人間が出てきたりするから侮あなどれない。


　とはいえ、何か飛び出す度たびに俺より前に御剣が悲鳴を上げ、腕うでにしがみついてくるので、逆に俺は冷静になってしまい、あんまり怖がったり驚いたり出来なかった。どちらかというと、御剣に耳元で叫さけばれる方がびっくりする。


　俺の腕を両手でがっちりホールドしながら、御剣は延々と呟つぶやいている。


「ごめんなさいごめんなさい科学と魔術万能の時代とか言ってごめんなさい反省してますだから化けて出てきたりしないでお墓参りもちゃんとしてますいい子にしてます幽霊を信じてないなんて噓うそですごめんなさいごめんなさいだからもう出てこないでお願いっ！」


　さっきからずっとこんな感じ。この恐こわがりようは本物だ。


　御剣は既に怖くて歩くのもしんどく、とはいえ絶対に置いて行かれるのも嫌なようで、俺の腕にしがみついたまま、ほとんど俺に引きずられる感じになっていた。


　それもあって、前に進む度に、御剣の胸の柔やわらかい感かん触しよくがぷにぷにと腕に伝わってくるのが、少し気持ちをふわつかせた。


　やがて、長い廊ろう下かに出る。薄うす暗ぐらいが、特に何かが出る様子もない。一いつ旦たん休きゆう憩けいなのだろうか。


「ほら、ここはなにも出てこないみたいだぞ。ちょっと落ち着けよ」


「……ほんと？」


　震える声と共に、今までぎゅっと瞑つぶっていた目をゆっくり開ける御剣。小学生か。


　長い廊下に何も無い事を確かく認にんすると、御剣は大きく息を吐はき、ようやく自分の足で歩き始める。とはいえ、俺にがっちりしがみついたままだったけど。
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　しばらく、無言で廊下を進んだ。


　やがて、小さな声で、御剣が呟いた。


「……ありがと、ね」


　横を向くと、御剣はうつむいていた。


「ん、なにが？」


「アタシがこういうの苦手なの知ってて、一いつ緒しよに入ってくれたんでしょ」


「気にすんなよ、そんな事」


　少し間が出来る。やがて、御剣が何かをふっきるみたいに、こう言った。


「あっ、あんただって、どうせなら、水那斗とこうしてたかったでしょ。気にするわよ」


「どういう意味だ？」


　御剣は顔を上げて、キッと俺を睨にらみ付けた。


「察しろ……馬鹿」


　責めるように、でも、いじけたように呟いた後、御剣はまたうつむき、今度は絞しぼり出すように言った。


「あんた、水那斗の事、好きなんでしょ？」


「え」


　急にそんな事言われて、俺はキョドった。


　御剣はむくれた顔をして、あっちを向いている。照明が暗かったけど、首筋が赤くなっているように見えた。


　言われて、考える。


　今、一緒に歩いているのが、御剣では無く、るうるだった場合の事を想像してみる。


　あの小動物みたいな女の子が、きゃあきゃあ言って俺にしがみついてくる。


　その度に、ふわふわの髪かみに浮うかんだ二つの薔薇ばらの髪かみ飾かざりが揺れ、伸のびた一枚葉がぴょこぴょこと揺れる。


　怖こわがりながらも、瞳ひとみに好こう奇き心しんを一いつ杯ぱいに満たした顔が、俺を見る。


　ほんわりと、胸の奥が温かくなるのを感じた。


　察しろ、か。


　俺は頰ほおをポリポリ搔きながら、答えた。


「まあ、そう、なの……かな」


　腕にしがみついている御剣の体が一いつ瞬しゆん、小さく、震えた。


　やがて、御剣の顔がゆっくりとこちらを向き、今度は敵意の混じった視線を向ける。


「サラッと言うなよな、コノヤロー……」


「な、なんだよ」


　御剣はぷいと横を向く。


「別に、なんでも無いわよ。やり合わないって決めたのはアタシなんだから」


「だから、なにがだよ」


「ああもう、なんでもいいでしょ！」


　御剣はなんか投げやりにそう言って、俺の腕を振り払はらうようにして離はなれた。そして、俺の方を向く。


「アンタも水那斗も、さっさと素す直なおになればいいのよ。水那斗のお兄さんの事も大事だけど、あんた達は、もっと自分たちの事を大事にすべきなのよ」


「すまん御剣。言ってる事が良く分からないんだが」


「ああもうなんでこういう時だけ鈍にぶいんだこの男は！　あのね！　るうるは──」


　御剣が何かを叫ぼうとした時、





　にょっき。





　廊下の左右から何十本もの血まみれの腕が生えてきた。その全部がわきゃわきゃ動く。


「……きいぃやあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああっ！」


　御剣はエンジンでも付いてるみたいな速度で廊下を走り去って行った。





　　　　◆





　走り去った御剣を追いかけて出口を抜ぬけ、また太陽の下に出る。


「遅おそいっ！　なにをもたもたしてたのよっ！　なにかあったのかと思ったじゃない！」


　木こ陰かげのベンチにへたっと座り込んでいた御剣が、俺を見て怒ど鳴なる。


「走って逃にげたのはお前だろうが……」


「しょしょしょ、しょうがないでしょっ！」


　……まあ、いいか。


「もうすぐみんな来るだろうから、それまでに落ち着いておけよ」


「……うん」


　珍しく、しおらしい御剣。こういうのも可愛かわいげがあるなと思った。


　やがて、るうると小春さんが手を繫つないで出てきた。


「楽しかったーっ！」


「ですねー！」


　大喜びの二人。遅おくれて碓氷もニコニコしながらやって来た。


「いやあ、なかなかツボをついてくる演出だったね。今度は香か奈な恵えを連れて来なきゃ」


　ちらりと御剣を見る。いつの間にかベンチから立ち上がっていた御剣は、立ち振ふる舞まいも表情も、元の姿に戻もどっていた。


　俺の視線に気づいた御剣は、小さく頰を赤くして、俺にだけ聞こえるように呟いた。


「もう大だい丈じよう夫ぶよ。……ありがと」


　ふむ。ならよし。


「それで、タマぴょん、どうだったんだい？」


　碓氷が、いつになく真しん剣けんなまなざしで俺を見る。


「どうって、なにが？」


「『なにが？』じゃなくてさ、魔ま術じゆつだよ、魔術！　なんか起きたのかい!?」


　……あ。


　恐きよう怖ふに怯おびえまくる御剣をフォローするのに必死で、その事を忘れていた。迂う闊かつだった。


「ええと……」


　考える。なにかおかしな所があったか？


　正直に告白すると、御剣が耳元で叫んでたのと、しがみつかれたときの胸の感触くらいしか覚えていないのだけど、なんとか中での事を思い出す。


　けれど、特に変わった物は無かった。


　いつもの首筋の痒かゆみも、一いつ切さい感じなかった。


「……いや、特に何も無かったな」


　すると、るうるがぴっと小さな指で俺を指し、ジト目で睨んで来た。


「言乃に気を取られてたんでしょ」


　ぐっ。半分図星だったので、俺は思わず釈しやく明めいを試みてしまう。


「気を取られていたというか、ずっと抱だきつかれていて──」


　途と端たんに、御剣が顔を真っ赤にして怒おこる。


「なっ！　犬海！　なんて事言うのよ！　ちょっ、ちょっと腕を摑つかんでただけじゃない！」


「あのあのあのあの、腕を組んで歩いてたんですかっ!?」


　小春さんがそう言って顔を赤くすると、るうるがジト目で俺を睨んだ。


「15ptポイントダウン」


　……好きにしてくれ。


　けれど、これはどういう事なんだ？


「このアトラクションには魔術がかかっていなかったって事か？」


　碓氷が「ふむ」と顎あごに手を当てる。


「じゃあ、ここが最終目的地なのかな」


「いや、違ちがうと思う。もしそうなら、そうだって分かるようになってるんじゃないかな。今までの流れから考えると」


　自分でそう言いつつも、根こん拠きよは無い。けれど、繫つなぐさんはそういう人なんじゃないか、というイメージが、俺の中で出来つつあった。


「あのあの、じゃあ、そもそもアトラクションが間ま違ちがっていたとか……」


　小春さんが不安そうに俺を見る。


「ちょっと犬海。間違ってましたなんて承知しないわよ。アタシがどんな思いであの中を抜けて来たと思ってるのよっ！」


　腕うでを組んで睨み付けてくる和風美人。すっかり調子を取り戻したようで良かった。


　俺の推理が間違っていたのか？


　いや、そんな事は無い。次の目的地はこの『サンダー・クラウド・ハウス』で合ってる。その点について、俺には自信があった。


　ん？


「自信？　自信って、なんだ？」


「タマキ、どうしたの？」


　るうるが小首をかしげて俺を見上げる。


「俺は、次の目的地がここだって事に確信がある。でも、なんでそんな確信があるんだ？」


　今出てきた建物を見上げる。洋館のレンガの壁かべに太陽が照り返していて、少し眩まぶしい。


「なにか、根拠がある筈はずだ」


　洋館のずっと先にムーンキャッスルが建っていて、てっぺんの顔が描えがかれた月のオブジェが、俺を見下ろすように笑っていた。





　と、その時。





「……そうか」


　俺は自分が感じていた根拠に気がついた。パンフレットをポケットから引き抜きながら碓氷を見る。


「碓氷、黒板に書いてあった数字、覚えてるか？」


「ん。覚えてはいないけど、メモってあるよ」


　背中のリュックからさっとメモ帳を取り出し、開いて俺に渡わたす。


　俺はベンチに座って、メモ帳をじっと見つめた。みんなが集まってくる。


「やっぱりそうか」


「あのあの、なにがやっぱりなんですか？」


　俺は小春さんに答える。


「この数字には、まだ謎なぞが隠かくされている」


「そそそ、そうなんですか!?」


　俺はメモ帳に書かれた一行目の数字を指でなぞった。





　１１１２３３９３１２７５１３４５９３１３９３８４





「碓氷、これなんだが」


「ああ、ええと『あいするいもうとるうるへ』って奴やつだね」


「これ、ローマ字で書いてみてくれないか？」


　キョトンとする碓氷。


「ローマ字で？　同じ事だよ？」


「いいから、頼たのむ」


「まあ、そこまで言うなら。すぐに出来るし」


　碓氷はメモ帳をベンチの上に置き、その前に座り込んで指先でペンをクルクル回した。


　俺は言った。


「正確に、書いてある通りにローマ字にしてくれ」


「？　分かった。じゃあ最初は『あ行』の一番目だから『Ａ』だね……」


　さらさらと、メモ帳の上にアルファベットが並んでいく。
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「できたよ」


　碓氷が指先でピンとペンを弾はじく。ペンはクルクル回って碓氷の胸ポケットに収まった。


「サンキュ。やっぱりそうか」


「なんなのよ犬海、これがどうしたって言うの？」


　御剣が覗のぞき込む。俺は最後から二番目の文字を指差した。


「おかしいだろ？　なんでここはＹが来るんだ？」


　全員がポカンとした顔をする。俺は続けた。


「最後の文字が『へ』なら、その数字は『６４』の筈だ。けれど、黒板の数字は『８４』になってる。だから『ヤ行』の四番目だから『ＹＥ』になっちゃうんだ」


　碓氷が慌あわてて言う。


「いやでも、ヤ行のエの段も『え』で合ってるんだよ」


「そうだとしても、ここはヤ行の８じゃなくて、ハ行の６であるべきだ。それが自然だろ？」


「んー、まあそうかもしれないね」


　しびれを切らしたように御剣がもう一度言った。


「だーかーらー、それがなんだって言うのよ？」


「この『Ｙ』が、最後の目的地を示す地図だったんだ」


「地図？　どういう意味よ？」


　俺はベンチの上にパンフレットを広げた。そして、碓氷からペンを借りる。


「最初に行ったのは『ローズプリンセス＆マロンプリンス』」


　アトラクションのある場所に丸まるを付ける。


「次が『グレイ・ドラゴン・アンド・リリー』、そして最後が『サンダー・クラウド・ハウス』」


　地図の上に、丸が三つ出来る。俺は聞いた。


「何か気づかないか？」


　最初に口を開いたのは小春さんだった。


「うーん、逆三角形みたいな……」


「言われてみれば、これ、二等辺三角形だね」


　碓氷が頷うなずく。御剣はまだ不満そうに、


「点を三つ打てば、なんだって三角形になるわよ。それがどうしたってのよ？」


「そうだな。じゃあ、こうしたらどうだ？」


　俺は、三つのアトラクションの真ん中に点を打ち、そこから線を延ばして三つの丸と繫つなげた。


　それを見た途端、るうるがパンフレットを指差して叫さけぶ。


「Ｙが出来た！」


　地図の中心より少し右寄りに、Ｙのマークが浮うかび上がっている。


「そうだ。三角形の真ん中、Ｙの中心点、ここが繫さんが示した最終目的地だ。この──」


　俺はパンフレットから顔を上げ、みんなを見た。


「──ムーンキャッスルが」


　るうるが立ち上がって叫ぶ。


「行こう！」


　他ほかのみんなも、もう立ち上がっていた。


「ああ、行こう」


　そこに何があるのかは分からない。けれど、繫さんが俺達をそこに呼んでいるのは間違い無い。


　今にも走り出そうとするるうるの頭を押さえながら、俺達は移動を開始した。


　太陽が、随ずい分ぶん高くまで上がってきていた。





　　　　◆





　──三十分後。俺達は休きゆう憩けい所のベンチに座り込んでいた。いや、へたり込んでいた。


　俺達が囲んでいる丸い木のテーブルには大きなパラソルが刺ささっていて、午後の日差しを上手うまく遮さえぎってくれていた。


　ごくごく飲んでいたドリンクボトルからちゅぽんと口を外した御剣が、絞しぼり出すように言う。


「……なんで、辿たどり着けないのよ……！」


「なんででしょう……」


「弱ったね……」


　小春さんも碓氷も疲つかれた声を返す。ただでさえ暑いのに三十分も歩き続けたんだから当然だ。俺もへとへとだ。


　るうるは一人、両手でドリンクボトルを握にぎりながら、椅い子すに逆向きに座ってじっと斜ななめ上を向いていた。


　視線の先、少し遠くに、ムーンキャッスルが建っていた。


　俺は前を向き、みんなに言った。


「状じよう況きようを確かく認にんしよう」


　御剣はドリンクボトルの口を咥くわえたまま「そうして」とぶっきらぼうに言った。俺は頷く。


「俺達は、『サンダー・クラウド・ハウス』から、あそこ──」


　るうるが見つめているムーンキャッスルを指差す。


「──へ、向かって行った。そこまではいいよな？」


「問題無いよ。僕達は確かにあのお城に向かった」


　ごくごくと喉のどを鳴らしてジュースを飲んでいた碓氷が引き継つぐ。


「けれど、到とう着ちやくしたのはお城じゃなくて、『ローズプリンセス＆マロンプリンス』だった」


　そうなのだ。気がつくと、俺達は最初に行ったあのお店の前にいた。


「あのあの、ちゃんと地図を見ながら、地図の通りに行った筈です……よね？」


　小春さんが自信なげに言うと、ボトルの蓋ふたを閉めつつ、御剣が「間ま違ちがい無いわ」と肯こう定ていし、俺を見た。


「そして、道を間ま違ちがえたのかもしれないと思って、アタシ達はもう一度ムーンキャッスルに向かった。けれど……」


　御剣の言葉が小さくなり、俺はその先を引き継いだ。


「いつの間にか『グレイ・ドラゴン・アンド・リリー』の前に立っていた」


　あんなに大きな建物に向かうのに、二回も道を間違えるなんて考えにくい。この時になって、俺達は何かがおかしいと思い始めていた。


「で、今度は碓氷と俺で地図を見ながら、三度目の正直に挑ちよう戦せんした。そしたら──」


　俺が言いかけると、外を向いているるうるがぴょこんと椅子から飛び降りる。


　そして、前方に向けて小さな指をぴっと差した。そして言う。


「ここに戻もどって来た」


　るうるの指の先にはレンガの壁の洋館が建っていた。入り口ではコウモリ形の髪かみ飾かざりを付けたお姉さんが笑え顔がおでお客さんを誘ゆう導どうしている。


　ここは『サンダー・クラウド・ハウス』の前だ。


「つまり、私達はムーンキャッスルに向かっているつもりが、目的地を迂う回かいするようにぐるりと一周して、元の場所に戻ってきた訳ですね」


「そして力ちから尽つきてパラソルの下で休憩中だね」


　小春さんと碓氷が現状を解説してくれる。もちろんそれで物事が良い方向に進むわけでも無く、二人とも疲れた顔をしている。


　御剣が、ドリンクボトルの蓋を細い指でなぞりながら言う。


「なにかしらの魔ま術じゆつがかかってると考えた方が良さそうね」


　俺は頷いて、丸テーブルの上に地図を広げた。


　指で現在位置を差しながら、自分の考えを言葉にしてみる。


「ムーンキャッスルを目指しているのに、なぜか横に逸それてしまい、同じ所を一周してしまった。つまり、」


　地図に書き込まれた三つの丸を順になぞる。


「どうやら、俺達はこの三角形よりも内側には入れないらしい。何かしらの魔術のせいで」


　みんな黙だまっている。異論は無いようだ。


　だけど、俺には異論があった。


「でも、それだとおかしな点がある。しかも、二つ」


「二つ、ですか？」


　テーブルに突つっ伏ぷしそうな勢いの小春さんが聞いてくる。


「一つは、俺達をムーンキャッスルに辿り着けなくさせている魔術がどんな物か、だ。一体どんな《理ことわり》を歪ゆがめると、そんな事が出来るんだ？」


「それが分かったらこんなに苦労してないでしょうよ」


　投げやりに御剣は言った後、俺を見つめる。


「で、もう一つは？」


「ああ。もう一つは、なんで、俺達はムーンキャッスルに辿り着けないのか、って事だ」


　俺の言葉に、全員がポカンとした顔を向ける。


　御剣が、あからさまに呆あきれた顔をした。


「犬海、あんた暑さでどうかしちゃったの？」


「え？　俺なんか変な事言ったか？」


「言ったわよ。どうして辿り着けないのかって、魔術がかかってるからよ。あんたつい今さっき自分でそう言ったのよ？」


　俺は反論した。


「だからさ、なんでそんな魔術がかかってるんだよ」


「それは、水那斗のお兄さんが、アタシ達を城に近づけさせない為ために──」


　そこまで言って、御剣は言葉を止める。視線を下ろして考える。


「──あれ？　おかしいわね、これ」


「そうだ。おかしい」


　俺は頷く。


「繫さんは、俺達にヒントを出して、ムーンキャッスルに向かうよう伝えた。だったら、俺達の行く手を妨ぼう害がいする必要なんて無い筈はずだ」


　小春さんが俺を上うわ目め遣づかいで見る。


「じゃあじゃあ、なんでそんな魔術がかかってるんですか？」


　ふむむ、とみんなが考え込む。


　碓氷がぽつりと呟つぶやく。


「……もしかしたら、るーちゃんのお兄さんでは無い誰だれかが、僕達がムーンキャッスルに行くのを止めようとしているんじゃないかな」


「第三者の魔ま術じゆつ師しが妨害してるって事？」


　御剣の目が鋭するどくなる。


「誰が、なんの為に？」


「そんなの、僕には分からないよ」


　碓氷は肩かたをすくめて笑った。


「なんにせよ、これからどうすべきかを考えなきゃだな」


　そう言って、俺は腕うでを組んだ。


　ムーンキャッスルに到とう達たつする為には、魔術を破らなきゃならない。けれど、それがどういう魔術なのかが分からない。


　イマイチ、とっかかりがないんだよな。


　気まずい沈ちん黙もくが丸テーブルの上に落ちる。


　と、その時。


「はいっ！」


　突とつ然ぜんるうるが右手を挙げて叫んだ。目に75％の強い意志が見える。


「なんだい、るーちゃん？」


「るうる、なにかアイデアがあるのか？」


「水那斗、言ってみなさい」


「頑がん張ばって下さい、水那斗さん！」


　全員の視線と期待がるうるに集まる。るうるはもう片方の手も挙げて、宣言した。


「おなかがすきました！」


　……脱だつ力りよく。


　テーブルの上に溜たまっていた重い空気と緊きん張ちよう感かんが、午後の風に流されていく。


　腕うで時ど計けいを見ると、丁度二時を回る所だった。言われてみると、かなり空腹だ。


　碓氷が苦く笑しようしながら立ち上がる。


「腹が減っては戦いくさは出来ぬとも言うし、一いつ旦たんお昼にしようか」


「そうですね。私もお腹なかすいちゃいました」


「アタシも」


　小春さんと御剣が同意しながら立ち上がる。もちろん俺も腹ぺこだ。


「さて、るーちゃんはどのお店で食べたい？　あ、三角形の内側の店は駄だ目めだよ」


「うんとね、うんとね……」


　碓氷が差し出したパンフレットを、るうるが顎あごに指をあてながら見つめる。とりあえず歩き出した二人の後ろを付いていくと、御剣と小春さんが後に続いた。


　なんとなく、振ふり返って、ムーンキャッスルを仰あおぎ見た。


　てっぺんの月に描えがかれた顔が、俺をあざけるように笑いかけていた。





　途と端たん、足を止める。





「……いや、おかしいだろ」


　急に立ち止まったので、後ろを歩いていた小春さんが俺の背中にぶつかる。


「きゃ！」


　可愛かわいい声と、背中にあたる柔やわらかな感かん触しよくが今気がついた発見を忘れさせそうになる。急いで首を振って邪じや念ねんを取り払はらい、ムーンキャッスルを指差して碓氷に聞く。


「碓氷、あの城のてっぺんに月が見えるな」


　パンフレットから顔を上げた碓氷が城を見上げる。


「もちろん。満月がスマイルを浮うかべてるね」


「いくつだ」


「え、なんだって？」


「その満月の顔はいくつあるかと聞いている」


　碓氷はポカンとした後、肩をすくめて笑う。


「おかしな事を聞くねタマぴょん」


　碓氷は俺の格好を真似まねして、ムーンキャッスルを指差した。そして言った。


「顔は一つに決まってるじゃないか」


　その通りだ。城のてっぺんには満月が一つだけ置かれ、そこには顔が一つだけ描いてある。


「だけど、それじゃあおかしいんだ」


「犬海、何に気づいたのよ？」


　真しん剣けんな瞳ひとみを御剣が向けてくる。


「『ローズプリンセス＆マロンプリンス』、『グレイ・ドラゴン・アンド・リリー』、『サンダー・クラウド・ハウス』それぞれのアトラクションに来た時、俺は毎回何かが変だと思っていた。今ならそれがなんなのか分かる」


「あのあの、なんですか？」


　小春さんの問いに、俺はもう一度月を指差した。


「ムーンキャッスルの満月の顔が、常にこっちに向いてたんだ」


　みんながバッと顔を上げ、城を見る。


　満月に浮かんだ顔が、意味ありげに微笑ほほえみ返してくる。俺は言った。


「三つのアトラクションは城を中心に三角形の頂点の位置にある。なんで、どこに行っても、顔が俺達の方を向いているんだ？　あの満月は回転してるのか？」


「いや、そんな仕し掛かけは無い筈だね」


　碓氷が腕を組む。


「それに、さっきからずっとあの笑顔はこっちを向いたままだったよ」


「となると、考えられる事は、いや、考えにくいけど、俺達があの城に辿たどり着けない理由は、一つしかない」


「まだるっこしい言い方するのね」


　御剣のじれったそうな声。


「おなかすいた……」


　るうるの空気を読まない声。御剣はるうるの頭を押さえて言った。


「犬海、あんたもう答えが分かってるんでしょ？　合って無くてもいいから、早く言いなさいよ」


　そうだ。口にしてしまえばいい。


　間ま違ちがっていたら、魔術が破れないだけなんだから。


　喉のどが渇かわいた気がして、月城さんが持ってきてくれたドリンクを飲み干す。


　そして、本来あるべき《理》を、口にした。


「《ムーンキャッスルは元々三つあって、その全部が、俺達の目指している場所に建ってないんだ》」





　ぱちん。





　道にあふれる喧けん噪そうを一いつ瞬しゆんだけかき消すように、耳の奥で破は裂れつ音が響ひびく。でもそれは一瞬で、すぐにパレードの音楽や、子供が叫さけぶ声が戻もどってくる。


　周囲を見る。休きゆう憩けい所に並ぶパラソル、溢あふれる人ひと混ごみ、幾いくつもの建物、その向こうに──


「あっ！」


　るうるが叫んだ。遠くに向かって指を差す。


「お城が増えてる！」


　るうるの言う通りだった。


　ルークスワールドのシンボルであるムーンキャッスルが、見える範はん囲いに三つ建っていた。さっきまでは、確かに一つしかなかったのに。


　俺達は呆ぼう然ぜんとるうるが指し示す先を見つめていた。


　驚おどろいているのは丸テーブルを囲んでいる俺達だけで、他ほかのお客さん達は気にしている風も無かった。まるで、何事も起きていなかったかのように。


　俺はテーブルの上のパンフレットを見る。


「……三つ、あるな」


　パンフレットの地図もいつの間にか書き換かわっていて「ゴールド・ムーンキャッスル」「シルバー・ムーンキャッスル」「ブロンズ・ムーンキャッスル」の三つが、描かれていた。


　もう一度城を見る。三色に塗ぬり分けられたお城のてっぺんには、大きな満月があって、それぞれ違ちがう方向に微笑みを向けていた。


　さっきまで、満月は黄色だったのに、今は、それぞれの満月は金、銀、銅の色で鈍にぶく光っていた。


「……これが、ムーンキャッスルの本来の姿って事なのかな？」


　碓氷がぼんやり言うと、御剣が「そうね」と頷うなずいた。


「アタシ達だけが、勘かん違ちがいさせられてたみたいね」


「あのあの、それで、私達の目的地は、どこなんでしょう？」


　小春さんがこわごわと聞く。俺はもう一度パンフレットを見た。


　三つのムーンキャッスルは、どれもＹの字の中心には無くなっていた。そこにあるのは──


「これも、お城？」


　いつの間にか、るうるがパンフレットを覗のぞき込んでいた。


　Ｙの字の中心には、今まで見た事が無い、小さなお城のイラストが描かれていた。お城のてっぺんに、顔のある太陽が描かれていた。


　名前は「サンキャッスル」。俺はそれを指差す。


「ここが、本当の目的地だ」


　体が熱くなるのを感じた。ようやく、ゴールが見えたのだ。


　周りを見る。真剣な瞳が返ってくる。黙だまって頷く。


「さあ、行こう」


「タマキ！」


　るうるが短く俺を呼び、右手を挙げた。真剣さ80％に満ちた瞳が俺を射い貫ぬく。


「どうした、るうる」


「あのね」


　るうるは、秘密を告白するように、言った。


「ごはんがまだです」


　……全員で脱力。


　碓氷が苦笑しながらるうるの頭を撫なでる。


「るーちゃん、途と中ちゆうでホットドッグとか買って行こう。屋台がきっとあるよ」


「うん！」


　歓かん喜き90％を瞳に滲にじませてるうるが答えると、小春さんが顔を赤くしながら手を挙げる。


「あのあの、私もホットドッグ食べたいです」


「そ、そうね、腹が減っては戦は出来ぬって奴やつね。あれ、これ今さっき誰だれか言わなかったかしら……」


　御剣も視線をそらしながらお腹を押さえている。どうやら、みんなお腹が空いているらしい。


　……ま、いっか。


「よし、じゃあ昼食を探しつつ、『サンキャッスル』を目指そう」


「「「「おー！」」」」


　全員の声が重なる。


　繫さんが、俺達に出したクイズの意味が分かるのは、あと少しだ。




　第五章　終わり







「あのあの、ここ、なんですか？（もぐもぐ）」


「そうみたい、だな（もぐもぐ）」


「太陽のオブジェがあるし、間違い無いよ（もぐもぐ）」


「ただのグッズショップにしか見えないわよ？（もぐもぐ）」


「（もぐもぐもぐもぐ）」


　口をもぐもぐしているのは、ホットドッグを食べながら喋しやべっているからだ。るうるはひたすら幸せそうに食べているだけだが。あ、ほっぺにケチャップが飛んでる。


　折良く見つけた屋台で昼食を確保した俺達は、「サンキャッスル」の前までやってきた。


　てっぺんに太陽のオブジェを置いたそのお城は、ムーンキャッスルの半分くらいの大きさとはいえ、それなりに巨きよ大だいな建物だった。けれど、これはアトラクションでは無く、御み剣つるぎの言う通りグッズショップらしい。パンフレットにもそう書いてあった。


　俺は残り半分になったプレーンドッグを片手に目の前の城を見上げる。


「大きさの割には、なんでか目立たない建物だなあ」


「うーん、多分、それはわざとだね（もぐもぐ）」


　碓うす氷いがピザドッグを食べながら俺の疑問に答える。あれも美味おいしそうだな。


「ごらんよ。他のお店と隣りん接せつしてるだろ？（もぐもぐ）大きさが比ひ較かく出来るから、巨大さを感じにくいのさ（もぐもぐ）。それに、すぐ側そばに木が沢たく山さん伸のびて視界を邪じや魔ましてるから（もぐもぐ）、お城の全体像を確かく認にんしにくい。壁かべの塗と装そうも地味だしね（もぐもぐ）」


「解説してくれるのはありがたいけど、食べながら喋るな」


「でも、わざと目立たなくしてるってのは、ホントかもね」


　チリドッグを食べ終え、指に付いたチリソースを舐なめ取りながら御剣が言う。


「入り口も小さいし、グッズショップのくせに扉とびらが閉まってる。お客さんもみんな通り過ぎてるけど、当然よね」


「そうですね。ぱっと見、ただの壁みたいにも見えますもんね」


　確かに、あらかじめ分かって無ければ、あれがお店だと気づくのも難しいかもしれない。


　最後の一かけを口に放ほうり込んで、俺は言った。


「みんな食べ終えたよな？　なら、行くか」


「んーんー！」


　言葉にならない声で抗こう議ぎの声。


　振り返ると、るうるだけがまだ食べ終えてなくて、ミートドッグが半分以上残っていた。


　るうるの小さな口が高速で動き出す。


「（もぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐ）」


「……ゆっくりでいいぞ。待ってるから」


　こくん。





　　　　◆





　全員が中に入ると、ドアは勝手に閉まった。


　城の中は雑貨屋のような内装になっていた。


　入り口が小さかったのでそんなに大きな店では無いだろうと思っていたけど、その印象よりも更さらにこぢんまりとしていた。


　通路も狭せまく、俺達五人がいると、少し手て狭ぜまに見えるくらいの、そんな小さな店だ。


「あまり人気のある店じゃないみたいだね。誰もいない」


「そりゃあね。さっきからお店に入ってく人、誰も見なかったもの」


　碓氷と御剣が話しながら奥に進む。


　確かに人気がない。店内には俺達以外には誰もいなかった。


　通路の左右には背の低い棚たなが置かれ、その上に様々な物が並んでいる。


「イヤリング、指輪、ネックレス……女性物のお店みたいですね。……ん？」


　前を歩く小こ春はるさんが、そう言って立ち止まる。どうしたのかと思ったら、その更に前を歩くるうるが立ち止まって商品を覗き込んでいた。


「これかわいい！」


　小さなイヤリングを手に取り、自分の耳にあて、くるりと回って小春に見せた。


「どう？」


「とても良く似合ってますよ。あ、こっちはどうですか？」


　小春さんが楽しそうに別のイヤリングを手に取り、るうるに渡わたした。


「あのねえ、二人とも、目的を忘れるんじゃないのよ」


　そう言っている御剣も、冷静を装いつつも、キョロキョロと店内に視線を走らせている。


「やっぱり、みんな女の子だね」


　いち早く店を一周してきた碓氷が、そう言って俺の後ろに立って呟つぶやく。


「碓氷、どうだった？」


「いや、何も無いね。ただのアクセサリーショップ。客は僕達だけ。物もの陰かげに誰か隠かくれてるかもと思ったけど、誰もいなかったよ」


「そうか……」


　考え込むと、碓氷が下から俺の顔を覗き込む。


「どうかしたかい？」


「ううん、なんかしっくり来ない」


「なにが？」


「『サンキャッスル』が最終目的地なのは多分間ま違ちがい無い。けれど──」


　俺は店内を見回す。


「──この人気の無い雑貨屋が、繫つなぐさんが俺達を連れて来たかった場所とは思えない」


　いつの間にか御剣もるうる達に交ざり、お互たがいに商品を身につけて品評しあっている。楽しそうだ。ここに置かれている商品は、どれも目移りするに足る物らしい。


　碓氷は女子達を見ながら苦く笑しようした。


「そうだねえ。これだけ長い回り道をさせておいて、実は『客入りは悪いけど穴場のショップを教えたかっただけでした』なんて事は無いだろうね」


「さすがにそれは無いと……ん？」


　碓氷の言葉が引っかかった。いや、俺自身の言葉にもだ。


　首筋に急に痒かゆみが走り、手で押さえる。


「人気の無い……客入りが悪い……」


「どうしたの、タマぴょん？」


　俺はもう一度狭い店内を見回した。こちらを不思議そうに見ている碓氷。きゃっきゃと喜んでいる女子三人。そして、無人の店内。


　……そうか。


「分かった。単純すぎて気づかなかった」


「なにが？」


「この店、誰もいないじゃんか」


「うん、まあ入り口が目立たないのが元げん凶きようだと思うけど──」


「そうじゃない」


　碓氷の言葉を遮さえぎり、俺は本来あるべき《理ことわり》を、口にした。


「《客はともかく、店員すら一人もいないお店なんてあり得ない》」





　ぱちぃぃぃぃん。





　いつもより長い残ざん響きよう音に、強い立ちくらみを感じ、一いつ瞬しゆん目を閉じる。


　間違い無い。魔ま術じゆつが破れたんだ。


　ゆっくり瞼まぶたを開ける。


　アクセサリーショップは、無くなっていた。


　女子三人組を見る。


　るうる達は耳や胸むな元もとに手をあてていたけど、その手には何も握にぎられていなかった。


「……え？」


　小春さんが思わず呟いた小さな声が、やたら広い空間に反はん響きようした。


「い、犬いぬ海かい！　なんなのよこれは！」


　御剣が、少しだけかすれた声で叫さけぶ。


　俺は周囲を見渡しながら、答えた。


「恐おそらく、ここが、ゴールだ」





　俺達五人は、広く、大きな、そして真っ白な部屋の中にいた。





　床ゆかも壁も、コンクリートが白のペンキで一色に塗ぬりつぶされていた。


　大きさは体育館くらい。天てん井じようも体育館くらい高かったけど、窓は一つも無い。


　大きなスポットライトが天井にいくつも下がっていて、床や壁を照らしている。


　部屋の中央に、円くて大きな柱が一本、床から天井まで延びていた。これもコンクリートで、白く塗られていた。この柱を除けば、視界を邪魔する物は無い。


　俺達は、その大きな柱の前に立っていた。


　振ふり返ると、白いドアが、壁の白さに溶とけるように立っていた。見える範はん囲いでは入り口はあそこしか無いらしい。


　急に、るうるが呟く。


「ここって……」


「るうる？」


　俺の声が聞こえなかったのか、るうるはとことこと柱を迂う回かいし、入り口の反対側に向かった。


「……あっ！」


　小さな叫び声。


「どうした！」


　俺達は一いつ斉せいにるうるの後を追った。


　柱を挟んで入り口の反対側の壁は、一段高いステージがあって、その壁には、巨大なプロジェクタ用のスクリーンがぶら下がっていた。


　そのスクリーンを、るうるが恐きよう怖ふ75％が滲にじんだ瞳ひとみで凝ぎよう視ししている。


　どこかにプロジェクタがあるらしく、スクリーンには、ある図形が、大きく投影されていた。


「……これって！」


　御剣が目を大きくして驚おどろく。


　スクリーンに映し出された図形。


　それは、二つの欠けた月が横向きに重ね合わさった物だった。


「なななな、なんでこれが、ここに？」


　小春さんの声がいつも以上に震ふるえている。


　俺は、スクリーンを睨にらみ付ける。


　二つの欠けた月が重なった図形。


　それは、十年前に壊かい滅めつしたカルト集団、「レビクシの光教団」のシンボルだった。


　その途と端たん、頭の中で何かがスパークした。


　ポケットからパンフレットを抜ぬき出す。


　くしゃくしゃになった地図を広げて、それを横にした。


「なんでこんな事に気づかなかったんだ……」


　俺は、ようやく、繫さんが俺達をここに連れてきた理由を理解した。


　ルークスワールドの地図を横にすると、そこには二つの欠けた月が浮うかび上がっていた。


　パンフレットをくしゃっと折りたたんでポケットに突つっ込み、そして、るうるを探す。


　一番スクリーンに近い所にいた。


　大きな瞳を一いつ杯ぱいに開いてスクリーンを見つめている。


　俺は、その横に立ち、そして、るうるの手をぎゅっと握った。


　ハッとした顔で、るうるが俺を見上げる。怯おびえが滲み広がっている瞳。


　握ったるうるの手は、小さく、震えていた。


　俺は、静かに言った。


「ここが、十年前事件が起きた、レビクシの光教団のアジトなんだ」


「えっ!?」


　みんなが驚いてこちらを見る。俺は続けた。


「アジトの場所は警察の資料にも残されていない。そうだな、碓氷？」


　碓氷が小さく頷うなずき、緊きん張ちようした声で答えた。


「警察だけじゃないよ。あらゆる方面を調べても、アジトの場所は分からなかった。まるで、最初からそんな物が無かったみたいに」


「誰だれかが、アジトの存在を、隠そうとしたんだ」


　俺の言葉が、真っ白な空間に響ひびき渡る。


「その誰かは、魔術的な方法と、物理的な方法を使って、アジトの存在を隠した」


「どう、やって？」


　碓氷が聞く。


「ルークスワールドだよ」


「え？」


「巨きよ大だいなテーマパークを造って、その中にアジトを紛まぎれ込ませ、魔術で認にん識しきを上書きしたんだ」


「そんな……！」


　小春さんが口元を押さえる。俺は続ける。


「ルークスワールドは、このアジトの存在を隠す為ために、わざわざ、造られたんだ」


「そんなのおかしいわっ！」


　御剣が慌あわてて否定する。


「なんの為にアジトを隠す必要がある訳!?　誰にも見られたく無いならそんな面めん倒どうな事しないで、さっさと壊こわしちゃえば良かったじゃない！」


　碓氷も御剣に同調する。


「そうだよタマぴょん！　それに、もしタマぴょんの言っている事が正しかったとしたら、テーマパークの関係者はその隠いん蔽ぺい作業に荷か担たんしてるって事に──」





　パンッ！





　突とつ然ぜんすぐ近くで破は裂れつ音が響き、俺は反射的に目を閉じた。


「きゃあっ！」


　小春さんの声が響き、慌ててそっちを見る。


「一つめの疑問だが──」


　男の声が、空間に響き渡わたる。


「何故なぜ、壊さなかったのかと言うと、ここがかつて教団の総本山として機能していた神聖な空間だからだ。我々にとっては聖域と言っても過言じゃない。破は壊かいするなど、考えもしなかった」


　男の左ひだり腕うでが、小春さんの首に後ろから強く巻き付いている。


「二つめの疑問だが、正解、だ」


　右手に握った拳けん銃じゆうを、小春さんのこめかみに突きつけている。


「このテーマパークは、レビクシの光教団の残党によって、運営されているんだよ」


　そう言って、田た賀が健けん太た──このテーマパークのオーナー──は、ニヤリと笑った。





　　　　◆





「今日は楽しんでもらえたかな？　そうであってくれると嬉うれしいね。教団の隠かくれ蓑みのとはいえ、テーマパーク運営は、これで結構大変なんだ。それに、君達に最後の思い出をあげたかったしね」


　おどけた言い方をした後、田賀の顔からすっと表情が消えた。


「我々は、現在の自分達の事を単に『レビクシ』と呼んでいる」


　田賀は、小春さんを無む理り矢や理り引っ張って、一歩後ろに下がった。


「レビクシrevixiは、元々ラテン語で『生き返る』って意味があるんだよ。組織が壊滅し、それでもここまで復活した我々には相応ふさわしい名前だと思わないかい？」


　もう一歩下がる。首を絞しめられて苦しいのか、小春さんの顔が歪ゆがむ。


「小春！」


　御剣が叫び、頭の後ろ、真っ赤な二つのかんざしに手を伸ばす。けれど、


「動くなっ！　人ってのは簡単に死ぬんだからな！」


　田賀は銃じゆう口こうを小春さんのこめかみに当てた。「ひっ」と小さな悲鳴が漏もれる。


「お前が魔術を使うより、俺が引き金を引く方が早いぞ」


「……っ！」


　御剣はぎりっと田賀をにらみながら、ゆっくりと腕うでを下ろした。


「それでいい。しばらくは大人の自じ慢まん話を聞け」


　そう言って田賀は唇くちびるの端はしをつり上げた。気持ち悪くなる笑えみだった。


「月つき城じようは、お前達がここに来た本当の理由を話さなかった。けどな、そもそもチケットをくれてやったのは俺だ。封ふう筒とうの方に魔ま術じゆつが仕込んであってな、お前達が部室でやってた謎なぞ解ときは、全部聞こえてたんだよ」


「な……！」


「当初の予定、そうだな。プランＡとでもしようか。我々はプランＡの為に、お前達をこのテーマパークに連れてくる必要があった。チケットをお前らにくれてやったのも、そのプランの範はん疇ちゆうだ」


　更さらに一歩下がる。


「しかし、事情が変わった」


　田賀は残念そうに首を振る。


「部室でのお前達のやりとりを聞いて、水み那な斗と繫が、水那斗るうるにメッセージを残している事が判明した。しかも場所はこのルークスワールド。となれば、それは我々の教団に関係する物である可能性が高い。利益になるか不利益になるかは分からんが、我々はそれを手に入れたかった。そこでプランＢに変へん更こうだ」


　小春さんを引きずるようにもう半歩下がると、そこには円い柱があった。


　田賀は白い柱に背を預け、続ける。


「犬海丸たまきの力なら、お前の持っている、そのあらゆる魔術を破る力をもってすれば、水那斗繫のメッセージを見つけられるかもしれない」


「なんで──」


「君の力の事か？　我々の捜そう査さ力を甘く見ないでもらいたいね。まあ、そうは言っても、水那斗るうるの身辺を調査している時に偶ぐう然ぜん知っただけなんだがね」


　面おも白しろそうにクックと喉のどを鳴らす。


「でまあ、君らがその『何か』を見つけた後、適当な方法で奪うばうつもりだった」


　田賀は「しかし、」と言って、大げさに肩かたをすくめる。


「しかし、当ては外れた。ここは聖域として保存しているだけで、見ての通り何も無い。十年前から空っぽなのさ」


　ぎょろりと、田賀の瞳が左右に振ふられる。


「水那斗繫の『メッセージ』とやらは、単にこの空間の存在を水那斗るうるに伝える為だったようだね。がっかりだよ。そんな物、我々にはなんの価値も無い。お兄さんも、つまらない事をしたものだ」


　るうるは、じっと田賀を見つめている。握にぎっている手は今も震えていたけど、これは怒おこっているのだと、俺には分かった。


「そんな訳で、プランＢは意味を消失した。ただし──」


　更に笑みが深くなる。


「──全員、ここで死んで貰もらう。ここの存在は、誰にも知られてはならない」


　ドサッ、足の力が抜けたのか、碓氷がその場にへたり込む。


「そん、な……！」


「理り不ふ尽じんに感じて貰っていい。正直、申し訳ない気持ちも残っている」


「訳分かんないのよ！」


　御剣が叫さけぶ。両手が強く握りしめられている。


「こんな場所がどうしたってのよ！　あんた達が生き残ってるかどうかなんて、アタシ達は興味無いし、警察に告げ口したりしないわよ！　小春を放しなさい！」


「友達思いなのは結構だが、思ってもいない事を口にするのはやめたまえ、御剣言こと乃の」


　銃口が小春さんのこめかみを強く押す。


「犬海丸だけじゃない。君の事も調べがついている。正義感の強い君は我々の存在を看過出来ないだろう。秘密が漏れる可能性はゼロにするのが、我々の流りゆう儀ぎなんだ」


　田賀は「それに」と続ける。


「プランＢが意味を消失した以上、我々は本来予定していたプランＡを遂すい行こうする。その為にも、俺は殺さなければならない」


　俺は思わず大声を出した。


「なんなんだよ、そのプランＡってのは！」


　田賀の瞳ひとみが冷たく、でも鈍にぶく赤く、光った。


「復ふく讐しゆうだ」


　ぞくりと背筋に届く、腹の底から湧わき上がるような声だった。


「ある意味、我々レビクシの悲願だった、復讐だ」


「どういう、意味よ」


　御剣が、田賀をじっと見つめて言う。


　田賀は笑みを浮うかべたまま、銃口を小春さんから外した。


　そして、拳銃を持った手を、ゆっくりと、真正面に向ける。


「水那斗るうる」


　握った手が、ぴくりと動く。


　田賀は、静かに言った。


「十年前、教団を壊かい滅めつさせたお前に、死をもって償つぐなってもらう」





　……え？





「ちょっと待てよっ！」


　俺は思わず叫んでいた。


「なんだよそれ！　こいつが何をしたって言うんだよっ！」


　田賀は、表情を変えずに答える。


「その女は、教団の中ちゆう枢すうメンバー、あの時アジトにいた全員を、殺した」


「それはるうるが──────！」


　やった事じゃないだろ、と、言えなかった。


　るうるが、手をぎゅっと握ったから。


　十年前、アジトにいた人間を全員消した──殺した──のは、繫さんの筈はずだ。


　銃口をぴったりとるうるの顔に向けたまま、田賀は続けた。


「そう。誰だれもが水那斗繫の仕し業わざだと考えている。本人がそう自供したからだ。素す晴ばらしい兄妹きようだい愛だ。そうだろう？　水那斗るうる」


　隣となりにいるるうるの瞳を覗のぞく事は出来ない。けれど、不安と疑問の気持ちが湧き上がっている事が、繫つないだ手から伝わってきた。


「どうやら、君はあの日の事を忘れているようだな。水那斗るうる」


　こく、ん。


　ぎこちなく頷うなずく。


「何も知らずに死ぬのはつまらない。君には自分の罪を知った上で死んで欲しい」


　るうるの方を向いていた銃口が、すっと上がる。


「証しよう拠こをご覧に入れよう。これを見るがいい。心配するな、後ろから撃うったりはしないよ」


　田賀の言葉を信じる理由なんか無かったのだけど、俺達は言われるままに、震ふるえる体をそちらに向けた。


　スクリーンに投とう影えいされていたマークがすっと消え、別の何かが流れ始める。


　それは、モノクロの映像だった。右下に、日付と時刻が映っている。


「十年前、この部屋で信徒が撮さつ影えいしていた記録用カメラの映像だ」


　だだっ広い部屋。奥に、今俺達が見ているのと同じ、一段高いステージがあり、その真ん中に巨きよ大だいなモニュメントが立っている。


　二重の欠けた月。教団のシンボル。


「水那斗繫はご丁てい寧ねいにも、警察に捕つかまる前に、この建物に設置されていた監かん視しカメラの映像を全すべて消して行ったようだが、この映像の存在には気づかなかったらしい」


　カメラは、ステージを向かいにして部屋の反対側の床に転がっているようだ。この大きな空間を、広く画角に収めていた。


「警察に証拠物件として渡わたされたが、検証される前に、警察内にいる我々の仲間が盗ぬすみだした。つまり、このテープの存在を知っているのは我々だけなんだ」


　部屋のあちこちに何かが転がっている。


「……！」


　よくよく見たら、それは人間だった。


　何人、何十人もの、白い服を着た人が、床に突つっ伏ぷしている。


「モノクロだから良く分からないかもしれないが、倒たおれているのは教団の制服を着た信徒だ。倒れた付近の床ゆかが黒く汚よごれているのが分かるか？」


　田賀の言う通り、床に倒れている人達の周りに、黒い染しみのような物が広がっていた。


「血だよ。全員死んでる。水那斗るうるに殺されたんだ」


　田賀が無感動に言う。俺達は絶句してしまい、何も言えなかった。


「ほら、もうすぐ来るぞ」


　急に、画面の中に、二人、飛び込んでくる。


　背の高い男が、小さな女の子の手を引いている。男があんまり急ぐので、女の子はほとんど引きずられるような格好だった。


　やがて、二人は部屋の丁度真ん中あたりで立ち止まり、こちらに振り向く。


「るうる！」


　間ま違ちがい無い。女の子の方はるうるだった。十年前の映像でも、一目で分かった。


　何故なぜだか、とても、懐なつかしい気がした。


　まだ六歳前後の筈のるうるは、床に転がっている人達と同じ、白い詰つめ襟えりのような服を着ていた。胸むな元もとに、重なった月のマークが描えがかれている。


　男の方は、後ろ姿では分からなかったけど、俺達と同い年くらいの少年だった。同じような白い服を着ている。


「その男が、水那斗繫だ」


　長身で、鋭するどい瞳を持っていた。るうるに似ている感じでも無いのに、兄妹きようだいなのだと分かる、そんな雰ふん囲い気きを持っていた。


「水那斗兄妹は、幼いながらに驚きよう異い的な魔ま術じゆつの素質を持っていた。教団の、ひいては世界の導き手を探し求めていた我々にとって、またとない、相応ふさわしい人材だった」


　るうるは恐きよう怖ふを、繫さんは強い危機感を瞳に浮かべて、走って来た方を睨にらんでいる。


「しかし、二人とも我々を拒きよ絶ぜつした。あまつさえ、水那斗るうるは恐怖のあまり、自らの力を暴走させてしまう」


「暴走……？」


「映像を見れば分かるだろ。教団の人間をまとめて殺しちまったんだよっ！」


「！……」


　言葉を返せない俺に、田賀は「まあ、俺は当時その場にはいなかったがね」と言った。


「総本山、つまりこの建物にいた信徒はあの事件で全員消えちまった。このテープが唯ゆい一いつの手がかりなんだ」


　もう一度スクリーンを見る。じっと画面の外を見つめる二人。


「水那斗るうるは信徒を皆みな殺ごろしにしたが、死なずに済んだ信徒もいた。そいつはこの後登場するんだが、拳けん銃じゆうを持っている。恐おそらく水那斗るうるを殺すつもりだったんだろう」


　苦々しげに田賀が言う。


　ふと、俺は画面の中の繫さんの顔に見覚えがあるような気がした。


　何故だろう。初めて見た顔の筈なのに。


　もしかしたら、十年前、俺が「マル」だった頃ころに、見たんだろうか。


「それで、水那斗繫はその信徒から妹を守る為ため、この部屋に逃にげ込んで来た。そら、もうすぐだ」


　急に、映像の中のるうるの目が見開かれ、瞳に滲にじむ恐怖の色が更さらに濃こくなった。
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　繫さんがしゃがんでるうるを抱だき寄せ、入り口に向かって敵意の籠こもった視線を向ける。


「信徒の生き残りが、部屋に入って来たんだ。それが誰なのか今となっては分からんがね」


　田賀の声が一段低くなる。


「さっきも言ったが、そいつは拳銃を持っていた。その場でこの二人を殺す事だって、出来た筈なんだ」


　繫さんが、画面の外、部屋に入ってきた誰かに向かって、何かを訴うつたえている。けれど、映像には音声が入って無くて、何を言っているのか分からない。


「繫は命いのち乞ごいを試みるが、交こう渉しようは決けつ裂れつする」


　やがて、繫さんの顔が絶望に歪ゆがむ。


　そしてるうるをかばうように、入り口に背を向けてるうるを抱きしめた。


　けれど、るうるの大きな瞳は、繫さんの肩かた越ごしに、入り口に向いていた。


　るうるは、恐怖に怯おびえながらも、自分を殺そうとしている誰かを、見つめ続けていた。





　と、その時。





　カメラの少し右側で倒れていた人ひと影かげが、もぞっと動いた。


　次の瞬しゆん間かん、その人ががばっと起き上がり、るうる達の方に駆かけ寄った。


　子供だ。教団の服を着ていた。怪け我がはしていない。倒れたフリをしていたようだ。


　後ろ姿しか見えないけど、男の子だと分かった。


　男の子は、るうる達の前に立ち、まるで自分の背中を盾たてにするみたいに、両手を大きく広げた。


　俺は、なぜだか、その後ろ姿に、強きよう烈れつな既き視し感かんを感じていた。





　次の瞬間。





（パンッ）





　何故か、その硬こう質しつな音が、頭の中に響ひびいた。映像には、音声がついていないのに。


　背中の左側、心臓のあるあたりに、大きな穴が空いていた。


　血が、パッと床に散る。


「撃たれたんだな」


　田賀の冷静な声。


　けれど、俺は冷静ではいられなかった。嫌いやな予感が頭の中を埋うめ尽つくしていた。


　もしかして、こいつは、この男の子は……。


　男の子は、崩くずれ落ちるように、その場に膝ひざをつき、カメラに背を向ける形で、どさりと床に倒れた。


　映像の中のるうるが、床に転がる男の子を目で追い、徐じよ々じよに、顔を歪ませる。


　そして、その男の子に向かって、叫さけんだ。


　映像には、音声がついていない。だから、るうるがなんと叫んだのかは分からない。


　けれど。


　俺の頭の中では、あの時、るうるが叫んだ言葉が、鳴り響いていた。





（「マルッ！」）





　画面の中のるうるは繫さんを振ふり切り、男の子の下もとに駆け寄って、しゃがみ込む。


　なにかを叫びながら、るうるが男の子の肩かたに手を触ふれる。


　と、その体が、ゴロリと、仰あお向むけになる。


　画面に、男の子の顔が映し出された。


「っ!!」


　俺の手をぎゅっと繫いでいる、すぐ横にいるるうるが、声にならない悲鳴をあげる。





　その顔には、見覚えがあった。というか、面影があった。





「……噓うそ！　この子、犬海じゃない!?」


　御剣が、俺が一いつ瞬しゆん前に思い浮うかべたことを代わりに言ってくれた。


「……俺、なの、か？」


　小さい子供。画面に映っているるうると同い年くらいの男の子は、俺に似ていた。


　弾たまが貫かん通つうしたのか、左胸の部分が黒く染まっていた。


　るうるは涙なみだを流しながらその体を揺ゆらした。が、「俺」はなんの反応もしない。


　一目で、死んでいると分かった。


　るうるは、動かない「俺」の体を更に大きく揺らした。


　そして、涙をぼろぼろ流しながら、「俺」に向かって、何度も何度も叫んでいた。


　多分、叫んでいるのは「俺」の名前だ。





（「マルッ！　マルッ！　駄だ目めなの！　マルってば！」）





「いよいよだ」


　田賀が言った。


「良く見ていろ。水那斗るうるの罪を」


　繫さんが、るうるに駆け寄る。


　なおも「俺」を揺らし続けるるうるの肩をつかみ、引き寄せようとする。その目は、入り口にいる誰だれかに注意を払はらっていた。


　るうるはいやいやと頭かぶりを振って、「俺」を呼び続ける。


　繫さんが悲しい目で何かを言った。





（「その子は、もう死んでいる」）





　るうるの動きが止まる。表情が凍こおる。


　壊こわれた人形みたいに、繫さんを見上げる。繫さんは、黙だまって首を横に振った。


　再び、るうるは「俺」を見下ろす。


　そして、


　絶ぜつ叫きようした。





（「いやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」）





　直後。





　視界が、真っ白に染まる。





　違ちがう。真っ白になったのは画面の中だけだ。


　いや、それすらも俺の見間違いだったかもしれない。


　映像の中のるうるを見ていられなくて、目を閉じただけだったのかもしれない。


　でも、確かに、あの時、何かが起きた。


　再びスクリーンに視線を戻もどした時、俺は思わず声を上げた。


「……えっ!?」


　るうると繫さんが映っている。


　さっきと同じように、床ゆかに座り込んだるうるの肩を、繫さんが抱きかかえている。


　それだけ、だった。


　他には、誰も映っていなかった。


　遮しや蔽へい物ぶつの無い広い空間に倒たおれていた無数の人達が、一人も見あたらなかった。


　その人達が流して、床を汚よごしていた血の跡あとも、全て消えていた。


　るうるがバランスを崩して、下に向けていた両手を床に付く。何故なら、さっきまでその両手を載のせていた対象が消えてしまったからだ。


「俺」も、いなくなっていた。


　床に飛び散った血も、消えている。





　真っ白い部屋。





　そこに、るうると、繫さんだけが、いた。


「ここまででいいな」


　映像が一時停止される。


　広い空間の中に二人だけが映り、静止している映像が、なおさら不気味に見えた。


「分かっただろっ！」


　田賀が叫ぶ。さっきまでより、ずっと感情的な声だった。


　拳けん銃じゆうを持った手を大きく振り上げて、


「教団の人間を消し去ったのは、水那斗繫じゃない。お前なんだよ、水那斗るうる！」


　るうるは弱々しげに首を振る。


「わ……わからない……。おぼえて……ない」


　その声が震ふるえていた。


　田賀は苛いら立だたしげに叫んだ。


「自分のやった事を忘れたか！　お前が、自分の力を暴走させちまったおかげで、俺の仲間は全員消えちまったんだ！」


　びくっ、と、繫つないだ手が震える。


「人の死には尊厳って物がある！　殺した事だって許せないが、お前のやった事はそれよりも酷ひどい！　俺の仲間の死体を、この世界から消してしまった！　お前は死者が持つ弔とむらいの権利すら奪うばった。彼らの尊厳を踏ふみにじったんだ！」


　るうるの顔が怯おびえに歪ゆがむ。


「わ……、わた……し……。し、知ら……」


　それは、今にも泣いてしまいそうな声だった。


　自分がやったと思いたく無い。でも、覚えていない。


　それに、るうるの魔ま術じゆつでは無いとしたら、繫さんの魔術という事になってしまう。


　どちらも、るうるが許容出来る事ではない。


「ちが……ちがう……」


「違わないっ！　お前は魔ま女じよだ！　世界災さい厄やくの魔女なんだよ！」


　田賀の叫びが、広い部屋の中に響く。


「この映像だけで、お前が『世界災厄の魔女』としての力を持っているかを断定するのは難しい。だから我々も長い間、お前に復ふく讐しゆうをする決断ができずにいた。しかし、だ」


　瞳ひとみに殺意が滲にじむ。


「この数ヶ月の調査の結果、お前には十分に世界を改変するだけの力がある事が判明した。身に覚えがあるだろう？」


　田賀が言っているのは、四月から俺達が遭そう遇ぐうした事件の事を言っているのだろうか。


　確かにいくつかの事件の最中、るうるは強力な魔術を何度も使いこなしていた。入学式直後の事件では、一時的とはいえ、本当に人間を一人、消す事さえ出来たのだ。


「もはや疑う余地は無い。お前が我々の同どう胞ほうを皆みな殺ごろしにして、その痕こん跡せきを世界から消し去ったんだっ!!」


　るうるの大きな瞳に、涙がうっすらと溜たまる。


「わたしは……わたしは……」


　涙がこぼれる直前、俺はるうるの手をぎゅっと握にぎった。


　そして言った。


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　ハッと、るうるが俺を見上げる。


「お前は、そんな事してない。俺は信じてる。だから、お前も自分を信じてろ」


　不安げに揺れる瞳が俺を見上げたまま、やがて。


　……こくん。


　その小さな顔が、小さく頷うなずいた。


「なにをごちゃごちゃ話している！」


　田賀が叫さけび、もう一度るうるに拳銃を向けた。


「終わりだ。兄の下へ行け」


　俺は繫いだ手を解いた。


　そして、震える足を一歩斜ななめ前に出し、るうるをかばうように田賀の前に立った。


　銃じゆう口こうをこちらに向けたまま、田賀は俺を睨にらみ付ける。そして短く言った。


「どけ」


「……嫌いやだ」





　死ぬのかもしれない。





　死ぬのかもしれない。そう思った。


　田賀に拳銃で撃うたれて、ここで死ぬのかもしれない。


　あの引き金が引かれた瞬しゆん間かんに、俺は、あっけなく死ぬのかもしれない。


　けれど、それはあまりに唐とう突とつで、あっけなくて、さっぱり現実感が無かった。


　嫌だとか、怖こわいとか、逃にげたいとか、泣なき叫びたいとか、正直、そういう気持ちは湧わいてはこなかった。


　なんだか体がふわふわしていて、浮ういているような気さえした。


　死ぬって言葉の意味がどういう物だったか、上手うまく思い出せない感じがした。


　思っていた事は二つ。


　るうるを、今度こそ守らなきゃいけないって事。


　なにが「今度こそ」なのか、自分でも分からないけど、ふわふわな体は、それでもるうるの前から動かすつもりは無かった。


　そしてもう一つ。


　こっちの方が、田賀に殺される事なんかより、ずっと重要で、現実的な問題だと、その時の俺は感じていた。


　つまり。


　首筋が猛烈に痒い。


　何かの違い和わ感かんが、魔術なのかどうかは分からないけど、もの凄すごい違和感があった。


　疑問が一つ。





　これが、ゴールなのだろうか？





　繫さんが俺達を導き、連れて来ようとしたのはこれなんだろうか？


　遊園地をぐるぐる回って、隠かくされたアジトを見つけて、そこで全員殺される。


　それがゴールなのか？


　そんな筈はずが無い。


　そんなどうしようもない結末の為ために、繫さんがるうるにメッセージを残した筈が無い。


　田賀は、このアジトの存在をるうるに伝える事が、繫さんの最終目的だと言っていた。


　俺には、そうは思えない。


　まだ、先がある。


　繫さんが作った一連の「ゲーム」が、まだ終わっていないように、俺には思えた。


　この「ゲーム」で、繫さんが見せようとしている物は、るうるにとってなにかしらの意味がある物の筈だ。


　最終地点がこのアジトだったとして、それがるうるにとってどんな意味があるんだ？


　田賀が見せた映像は？　あれこそが、繫さんがるうるに見せようとしていた物か？


　違う。と、思う。


　あんなの、るうるを傷つけるだけだ。あんな物を見せたかった訳じゃない筈だ。


　けれど。


　けれど、近づいているような気がした。


　あれを見ている間、俺はずっと強い違和感を感じていた。


　あの映像は、何かがおかしい。


　そこに、ヒントがある気がした。


　考える時間が必要だ。


　もう少しだけ集中して考えれば、きっと違和感に気づける。


　繫さんが残した最後のルールを見つけられる。


「まあいい」


　俺の思考を邪じや魔まするみたいに、田賀がニヤリと笑う。


「どうせ全員ここで死ぬんだ。順番は君らの望むようにしてやる」


　銃口が、俺の左胸に合わされる。


「お前が一番だ。犬海丸。すぐに全員揃そろうから、寂さびしくはないぞ」


　考える時間が必要だ。


　でも、その余よ裕ゆうは無いらしい。


　目を瞑つぶるのは嫌だった。理り不ふ尽じんな事に身を委ゆだねるのは我が慢まんならなかった。


　田賀の野や郎ろうを、精せい一いつ杯ぱいに睨み付ける。


　田賀は小さく口笛を吹ふいた。


「いい目をしている。立派な男の目だ。こんな最後を与あたえるのは残念だよ」


　俺は目の前の男を憎にくんではいなかった。


　ただただ、腹立たしかった。


　こんな事で終わってしまう俺の人生が。


　そんな人生を歩まなければならないという事実が。


　理不尽な法則ルールに支配されているこの世界が、腹立たしかった。


　死が怖いんじゃない。ここで倒たおされる事が嫌だった。


　死んでしまったら、るうるを最後まで守れない。


　それが、たまらなく、悔くやしかった。


　今度こそ助けるって、決めてたのに。


「魔女の友達になった事を恨うらめ」


　あとちょっとの所まで来ているのに。


　もう少しで、繫さんの本当のメッセージが分かるのに。


　田賀は、引き金に手をかける。


　俺は、最後まで、目を閉じなかった。


　最後まで、田賀を睨み続けた。








　パンッ。








　乾かわいた破は裂れつ音が、空間に響ひびく。


「ぐわぁっ!?」


　直後に、田賀が叫ぶ声。


　体を見下ろす。俺は撃たれていなかった。


　前を向くと、田賀が苦しそうに膝ひざを突つき、銃じゆうを持っていた手を押さえている。小春さんは拘こう束そくを解かれ、へなへなとその場に座り込んだ。


　少し離はなれた床ゆかに、田賀が持っていた拳銃が転がっていた。


「っ!!　つっ、月城さん!?」


　碓氷が入り口に向かって叫ぶ。


　入り口の方を見ると、拳銃を両手で真っ直すぐに構えた月城さんが、猛もう然ぜんとこちらにむかってダッシュしていた。


　そしてそのまま、体を起こそうとしていた田賀に突とつ進しんしていく。


　田賀は顔を驚きよう愕がくに歪ゆがめ、慌あわてて起き上がろうとする。


「なんで、お前──」


　言い終わる前に、月城さんは床を蹴けり、鋭えい角かくに曲げた右みぎ膝ひざを、顔面に激げき突とつさせた。


　ゴキッ、という音が聞こえた気がした。


　首が少し変な方向に曲がった田賀は、白目を剝むいて空中に小さな放物線を描えがく。


　ドサリ。


　床にぶっ倒れ、そのまま動かない。


「むむむむむむ、ムーファさんっ!?」


　柱の側そばに座り込んでいた小春さんが驚おどろきの声をあげる。


　月城さんは、転がっていた田賀の拳銃を遠くに蹴け飛とばしてから、両手を合わせて小春さんにウィンクした。


「ごめんねー！　ちょっとだけ遅おくれちゃったねー。もう少し早く着くつもりでさー。ここまで危険な目に遭あわせるつもりは無かったんだよねー。ホントごめん！」





　……は？





　殺されるかもしれないという非現実から、月城さんが飛び膝ひざ蹴げりで田賀を気絶させるという別の非現実に移った感じがして、俺はまだ体がふわふわしていた。


　月城さんはポケットから黒い手帳を抜ぬき出し、パカッと開いた。五角形をした、金色のエンブレムが光る。


「ごめんね。ライターってのは噓うそ。ホントは警視庁に所属してるの。部署は内ない緒しよ」


「……えええええ!?」


　小春さんの驚きをスルーして、月城さんは手帳をポケットに戻した。


「教団の残党が、アジトの場所を隠いん蔽ぺいして、そこで組織を作り直しているという情報は以前からあってね、私はその内ない偵てい班なわけ」


　まだ気絶している田賀の上にかがみ、どこから取り出したのか、手て錠じようを後ろ手に嵌はめる。


「目下のお仕事は、レビクシのアジトの場所を特定した上で、教団を再度解体させる事。君達のおかげで、どっちも達成出来そう。ボーナスが出たらみんなに好きな物買ってあげるからねー」


　普ふ通つうの調子で喋しやべり続ける月城さんを、俺達はただポカンと見つめていた。


　手錠がちゃんと締しまっている事を確かく認にんしてから、月城さんは起き上がり、こちらにやって来た。


「状じよう況きようは理解してくれたかしら？」


「ええと、出来たような、さっぱり分かってないような……」


　碓氷が微び妙みような笑え顔がおで答える。俺も正直ついていけていない。


　月城さんは笑顔のまま、困ったように眉まゆ根ねを寄せる。


「うーん、タイミングが悪かったわね。こうなると、ちょっとこれも言いにくいなー」


「……まだ、なにかあるんですか？」


　俺が聞くと、月城さんはしばらく俺を見た後、「うん」と口にした。


「実は、君達に謝らなきゃいけない事があるの」


　月城さんは小春さんの前に行き、「立てる？」と優やさしく言って手を貸した。


「私はね、君達を利用した……というか、試ためさせてもらったのよね」


　小春さんをゆっくり立ち上がらせながら言う月城さん。俺は聞いた。


「それは、田賀をおびき寄せる為の囮おとりって意味ですか？」


「ううん違ちがう。もっとずっと前。君達が帆ほ群むら守もり学園に入学した時から」


「……え？」


　なんの事だ？　言っている事が全然分からない。周りを見ても、みんなよく分からないという顔をしている。


　小春さんから手を離して、月城さんはもう一度俺の前に立つ。


　そして、俺が手を繫つないでいるるうるの方を見る。


　るうるは無表情で、じっと月城さんを見上げた。月城さんは、少し苦く笑しようしてから、るうるの頭を優しく撫なでる。


「特に、るうるちゃんには、ホント、謝らなくちゃなのよ」


「わたし……？」


「あなたはレビクシにボロをださせる為の格好の囮だったの。でも、あなたが囮となるには、ある条件が必要だったの」


「条件？」


　るうるが小首をかしげる。


「どんな条件？」


　月城さんは少しだけ悲しそうな表情になって、言った。


「あなたが『世界災さい厄やくの魔ま女じよ』であるという事の証しよう拠こよ」


「証拠？」


　なおも聞き返するうるの前に、月城さんはしゃがみ込んだ。


「あなたが、十年前の事件の発ほつ端たんになりえた事を示す証拠、という感じかしら。田賀はあの映像を入手しても、本当に繫さんではなく、あなたが信徒達を消し去ったのか、あなたにそんな力があるのか、確証が持てていなかった」


　床に転がっている田賀をちらりと見る。


「なので、私はあなたたちに干かん渉しようして、るうるちゃんが『世界災厄の魔女』の魔女たり得る事を実証する事にしたの」


「……もしかして！」


　碓氷が何かに気づいたらしく、急に叫さけぶ。


「学校で起きた魔ま術じゆつの事件は、月城さんが起こしていたんですか!?」


　月城さんは舌をペロリと出して、片目を瞑つぶった。


「そういう事」


　碓氷が言った事の意味に気づいて、今度は俺が叫んだ。


「ストーカーの事件も、オルカの事件も、三不思議の事件も、月城さんが!?」


　四月から起きたいくつかの事件には、未解決な事があった。


　香か奈な恵え嬢じように魔術がかかった歯車を送ったのは、一体誰だれだったのか？


　生徒会長に本来持っている以上の魔術の力を与えたのは、一体誰だれだったのか？


　それが全部、月城さんだったって言うのか!?


　月城さんは申し訳なさそうに、でも笑顔で答えた。


「厳密には違う。どの事件も私が起こした訳じゃない。私は、るうるちゃんが力を使うように状況を演出しただけ。だけど、謝らなきゃいけない事に変わりは無いから、あえて否定はしないわ」


　両手を合わせて「ホントごめんね」とウィンク。


「もちろん、貴方あなたたちの安全は第一に進めたつもりよ。おかげで、水那斗るうるは『世界災厄の魔女』としての素質が十分にある事が判明した」


　呆ぼう然ぜんと月城さんを見つめる俺達。


「そして、再生したレビクシを率いる田賀に、その情報をリークした。彼は私を利用しているつもりだったけど、実態は逆だったわけ」


　もう一度、ちろりと舌を出す。


「そして、田賀は水那斗るうるへの復ふく讐しゆうを決行し、それを現行犯で逮たい捕ほする事が出来た。アジトも見つかったし、組織も壊かい滅めつさせられるわ。ホント、感謝してる」


　月城さんが話し終えても、みんなは顔を見合わせるだけで何も言わなかった。


　俺はと言えば、さっきから一言も喋っていなかった。


　いつもなら、俺はここで怒おこり出していた筈はずだ。


　レビクシを捕つかまえる為ためとはいえ、るうるを道具のように使った事について、月城さんに怒いかりをぶつけている筈だ。


　けれど、しなかった。


　田賀が倒たおされ、考える時間が出来た途と端たんに、俺の頭はその事で一いつ杯ぱいになった。


　だから、月城さんの話を集中して聞いていられなかった。


　目の前の状況に違い和わ感かんを感じ、首筋に痒かゆみを覚える、いつもの状況。


　違和感はどんどん大きくなっていて、答えが見つかるのはもうすぐだと分かる。


　でも、いつもとは感覚が少し違っていた。


　違和感が大きくなるほど、なにかもやもやとした物が心の中に広がって、法則ルールを見つけようとする思考を何故なぜか邪じや魔ましてくる。


　もやもやが、首の後ろから体の外に出て、皮ひ膚ふを覆おおうように広がっていく。


　歪んだ《理》を見つけたい。でも、見つけたくない。


　どうしてそう思うのかが分からず、俺は頭を激しく振ふった。


　その時、スクリーンが視界に入る。


　スクリーンには、一時停止になったままの映像が、大きく映し出されていた。


　広い部屋。


　部屋の真ん中にいる、呆然とした顔のるうる。


　るうるの肩かたを抱だき、心配そうにしている繫さん。


　他ほかには何も無い。


　倒れていた人も、「俺」も、そして多分、画面の外から「俺」を撃うった人も。


　二人を除いたなにもかもが、消えていた。





　……消えて、いた？





「……そうか」


「ん、どうしたの、タマぴょん？」


　碓氷が聞いてくる。俺はそれには答えず、月城さんを見た。


「月城さん、この映像は、この部屋で撮さつ影えいされた物なんですよね」


「え？」


　急に聞かれて戸と惑まどう月城さん。スクリーンをちらりと見て、


「まあ、そうなんでしょうね。このアジトで一番広い部屋はここみたいだし、なにより、見れば分かるじゃない。部屋の形が同じよ。ステージがあるし、広くて白い部屋だし」


　……やっぱりか。


　俺は、何故か喉のどが渇かわくのを感じた。体が重く、喋るのも少し億おつ劫くうだった。でも、言う。


「いいえ、同じじゃありませんよ」


「どういう事よ、犬海」


　御剣が聞く。俺は、体にまとわりつく気持ち悪さを無視するように、本来あるべき《理》を、口にした。


「《部屋の真ん中にある柱が、映像の中には映っていない》」





　ぱちん。





　割れたシャボン玉の残ざん響きよう音が鳴り終えた頃ころには、部屋の中央に伸のびていた柱は消え失うせていた。


　るうるが、その柱があった所に向けて、指を差して叫ぶ。


「あそこ！」


　そこに、何か塊かたまりが見えた。


　俺は、今度こそ、ゴールに辿たどり着いた、と思った。


　なんなのかは分からないが、あれが、繫さんがるうるに届けたかったメッセージだ。


　十年前、繫さんは警察が来る前に、あの塊を柱の中に隠かくした。


　そして、それは十年もの間、レビクシの残党の目も欺あざむいて、隠され続けたんだ。


　るうるが塊に駆かけ寄る。俺達もその後ろに立った。


　それは、黒いビニール袋ぶくろで覆われた塊だった。それほど大きな物ではなく、両手で抱かかえられるくらいのサイズだ。


「なんだろ、これ」


　るうるがしゃがみ込み、床ゆかに置かれたその塊を、ビニール袋の上から触さわってみる。


　と、その時。


「あっ！」


　るうるが叫び、熱い物でも触ったみたいに、袋ふくろから瞬しゆん時じに指を離はなし、立ち上がる。


「どうしたっ!?」


　何かあったのかと、俺は叫ぶ。


　るうるの顔から血の気が引いていた。大きな瞳ひとみが混乱と恐きよう怖ふに満たされて、細かく震ふるえている。


「う……そ……。そん……な……」


　るうるはビニール袋を凝ぎよう視ししたまま、小さく呟つぶやいている。


「どれどれ、何があったって言うのよー」


　月城さんがひょいと前に出て、ビニール袋を持ち上げようとする。


　途端にるうるが叫んだ。


「開けちゃ駄だ目め！　駄目なの！」


「え？」


　るうるの必死な声に月城さんが振り返るのと、その手に持ったビニール袋から、中身が滑すべり落ちたのは同時だった。


　ポタリ。


　柔やわらかい音がして、それが地面に着地する。


「駄目……なの……」


　それは、クマのぬいぐるみだった。


　小さくて柔らかそうな毛並み。


　俺は、足あし下もとに落ちたそのぬいぐるみを、無意識に持ち上げようとした。


　と。


　クマの首が、ポロリと落ちそうになる。慌あわててそちらも支えた時、気がついた。


　このぬいぐるみは、一部が破れている。だから、首が落ちそうになったんだ。


　破れているのは、首の裏側だった。


　その時、ようやく気がついた。


　どうして、こんなにもやもやとした気持ち悪さを抱えているのか。


　あの映像の、何に違和感を感じていたのか。


　どうして、《理》を見つけるのを心が拒こばんだのか。


　ようやく、気がついた。





　映像の中の「俺」は、るうるに駆け寄った所を、後ろから撃たれていた。


　撃たれたのは、左の背中。心臓を撃ち抜ぬかれたんだ。


　首筋には怪我をしていなかった。


　俺は襟えり足あしの伸びた首筋に手をあてる。


　触っただけでも分かる、大きな傷きず痕あと。


　インナミさんが、森で俺を見つけた時、この傷が一番大きかったと言っていた。


　つまり、映像に映っていたあの男の子は、俺じゃない。


　いや、そうじゃない。


　逆だ。


　俺は、あの男の子じゃないんだ。





　いつの間にか、手が震えていた。この先、何が起きるのか、俺には分かっていた。


　ゆっくりと、クマのぬいぐるみを持ち上げる。


　クマは、赤いベストを着ていた。


　そのベストの胸に、丸いワッペンがついていた。


「繫さんが言っていたわ」


　月城さんが、まるで俺を慰なぐさめるみたいな声で、言う。


「妹にはとても大切にしているぬいぐるみがいて、どこに行く時も、いつも一いつ緒しよだったんだって」


　丸いワッペンには、アルファベットが四文字、書かれていた。





　Ｍ　Ａ　Ｒ　Ｕ





「……やっぱりか」


　俺は、なぜか、すっきりした気分だった。


「なにが、やっぱりなのよ、犬海！」


　御剣が、ただならぬ雰ふん囲い気きを感じて叫さけぶ。けれど、俺は逆に冷静になっていった。


　俺は、クマのぬいぐるみを抱き直して、みんなを見た。


「勘かん違ちがいしていた。繫さんが残したメッセージは、るうるに宛あてた物じゃなかった」


「……どういう、事？」


「あのメッセージは、俺宛あてだったんだ」


　俺はみんなを見た。るうるが、弱々しい瞳を俺に向けている。


「意味がわかんないのよ。なんで水那斗のお兄さんが、あんたにメッセージを残す訳？」


「世界の歪ゆがみを、元に戻もどさなければならないから」


「歪み？　どういう事？」


「十年前。繫さんとこの施し設せつに誘ゆう拐かいされて来た時、るうるはこのぬいぐるみを──」


　俺はクマを見る。可愛かわいらしい瞳が見返す。


　悪かったな。十年間もこんな所に閉じ込めていて。


「──連れていた。とても大切にしていた友達だ。るうるは、その友達を、『マルＭＡＲＵ』と名付けていた」


　欧おう文ぶん研けんの仲間達の中に緊きん張ちようが走はしる。でも俺は構わず続けた。


「けれど、この通り、」


　ぬいぐるみの背中を見せる。首筋がぱっくりと開いている。


「マルは、死んでしまった」


　御剣が、俺が言おうとしている事を悟さとったらしく、小さく息を呑のんだ。


「ちょっと待ってよ犬海、あんたまさか──」


「なんでこうなってしまったのかは、分からない」


　御剣の言葉を遮さえぎって俺は説明を続ける。喋しやべり続けないと、これからしようとしている事に怖おじ気づいてしまいそうだったから。


「なんにせよ、るうるは酷ひどくショックを受けた。そして、自分の能力を暴走させた。映像に映っていたあの白い光はその時の物だろう」


　御剣は、目を見開き、息を呑んだ。信じられないという顔で俺を見る。


「マルを、生き返らせた、って言うの!?」


　俺は、頷うなずく。


「そうだ。マルは生き返り、森の中でインナミさんに発見され、その村で育ち、そして」


　俺は、自分の胸に手を当てる。温かかった。


「そして、今、ここにいる。つまり──」


「だめえっ！」


　るうるが叫んだ。俺が何を言おうとしているのか、るうるはもう分かっている。


　けれど、俺は、既すでに覚かく悟ごが出来ていた。


　むしろ、少しだけ、ほっとしていた。


　これまでにも、何度か、俺は自分の存在のもろさ、儚はかなさに、囚とらわれる事があった。


　その正体が、ついに、分かったのだ。


　繫さんがわざわざそれを俺に見せたのは、俺に役目を果たさせる為ためだ。


　本来あるべき《理》を、俺に言わせる為なんだ。


　俺は、みんなを見た。


　大切な、仲間達。


「みんな、短い間だったけど、楽しかった」


　そして、るうるに笑いかけた。


「るうる。十年前の事は覚えて無いけど、今の事ならはっきり分かる」


[image: ]


「だめ……、タマキ……」


　るうるの大きな瞳から、涙なみだがこぼれる。


　ごめんな、泣かせちゃって。


「るうる、俺はお前のことが、大好きだ」


「タマキっ！」


　るうるが俺に駆け寄ろうとする。


「いやああっ！　言っちゃ駄目！　駄目なのおっ！　タマキィ！」


　俺は、目を閉じて、本来あるべき《理》を、口にした。


「《犬海丸という人間は、本来存在しない》」


　さようなら、みんな。





　ぱ──







（６巻に続く）





　あとがき




「想おもいが伝わらない」という表現がありますが、さて、「想い」というのはどうやれば「伝わる」のでしょうか？　そもそも、「想い」とは「伝わる」物なのでしょうか？　っていうか、「伝わる」って一体なんなのでしょう？


　誰だれかが誰かの事を想う。その想いを口にして、相手がそれを聞く。そうすれば「伝わる」のでしょうか？　それは単に言葉に変へん換かんされた何かが通信されただけであって、「想い」その物が相手に届いた訳では無いのでは？　言葉を介かいする過程で、本来の「想い」が持っていた情報のいくつか、いや、大半が、零こぼれ落ちているように思えるのです。


　また、言葉にすれば伝わるというのは、大たい抵ていの場合において幻げん想そうです。百万語を並べた所で、たった一つの愛を伝える事も難しい。気持ちが強ければ強いほど、言葉に載のせる事の困難さに気づかされます（小説を書いている人間の言葉では無いかもしれませんが）。


　今巻の作中で、丸タマキ達はあるメッセージに込こめられた「想い」を必死に読み取ろうとします。しかし、その想いがなんなのか、そもそも本当にそのメッセージに「想い」が込められているのか、それは、彼らには推おし量はかる以上の事は出来ないのです。


　物語は終しゆう盤ばんに到とう達たつしました。彼らの想いを、どうか受け止めて頂けますように。





　おひさしぶりです。土屋つかさです。『それがるうるの支配魔術イレギユラー　Game5：キングメーカー・トラップ』をお届けします。お楽しみ頂ければ望外の喜びです。


「キングメーカー」というのは、アナログゲームで使われる場合、三位以下が決定しているプレイヤーが、その行動によって一位と二位を間接的に決めてしまう事、つまり、第三者が勝者を決める役割キングメーカーを担う状じよう況きようを意味しています。さて、この物語のキングメーカーは一体誰でしょうか？　どうぞ考えてみて下さい。





　毎回素す敵てきなイラストを描えがいて頂いているさくらねこさんに感謝を。そしてこれはもう言うまでも無い事ですが、読者の皆みなさんに百万の感謝を！　皆さんのおかげで土屋は書き続けられます。次巻は出来るだけ間を空けずにお届け出来ればと思っています。今しばらくお待ち下さい。それではまたお会いしましょう。土屋つかさでした。





　お手紙、ＷＥＢアンケートなど、感想お待ちしています。ブログも更こう新しん中。「今か無しか」で検けん索さくして下さい。TwitterIDは@t_tutiyaです。こちらもどうぞよろしく。
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